
いる人々の活躍を知ることができ、学校
を見る目が変わりました。また、広報部
会の方 と々関わることにより、人຺もより
豊かなものになったと実感しております。
ありがとうございました。
（文サ連広報ہ長　長ࡔ美優・創成２年）

⾣編集の仕事にな
かなか׳れることが
できず、気ͮけばも
う引き継ぎの時期と
なりました。ৼりฦ
るとあの時はしっか
りやるべきだったと
後չの念を֮えます
が、この経験は今後
に活かしたいと思います。ただ、筑波大
学をҟなるࢹ点から見ることができたの
は大変楽しい経験でした。この１年間本
当にありがとうございました。

（芸サ連広報ہ長　ཱུঝ׸・地３ٿ年）

⾣紫峰の風の編集
をする広報会議は楽
しかった。記事の取
がなかったら経験ࡐ
しなかったイベント、
知らないままだった
学類の活動、団体
の実 ੷、小さな広
報誌の存在がたくさ
んある。同じ筑波大学という環境で生活
していても、属する組織によってそれぞれ
全くҟなる意図や方向性で動いているの
がはっきり見えて面白かった。自分の身の
回りのことだけこなして生きているよりも
よっΆどいい思いができた。おかげで良
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EEJUPST� 2�1� １年間、三系と全代会から集まった学生たちが、学内をはじめ各地を૸り回ってたくさんの話題
を取ࡐし、皆様に提ڙしてくれました。その１年間の感૝を書いてもらいました。

⾣「紫峰の風」の編
集の仕事はどれも普
通の学生生活ではな
かなか経験できない
ようなものばかりで、
私の人生の中で貴重
な体験となったと思
います。त業などが
๩しく、あまり仕事
にかかわることができずご໎࿭をおかけ
しましたが、この一年間やってこられたの
はひとえにଞのメンバーの皆さんのおかげ
です。ありがとうございました。

（芸サ連広報ہ員　大野ѯ・応理３年）

⾣普段の学生生活で
は経験できないよう
な仕事を「紫峰の風」
の編集に携わること
で経験することがで
きました。中でも卒
業式でஃ上で写真を
撮り、そのことに関
して自分で記事を書
いて一つの࿮を作ったことは思い出深いで
す。一年間本当にお世話になりました。
（文サ連広報ہ員　ࡔ井大ޛ・情報２年）

⾣「紫峰の風」の編
集に１年間携わらせ
ていただき、普段の
学校生活ではあまり
知ることのできない
団体活動のཪ側や、
活動の実ଶ、त業の
こと、さらには我々
の学校生活を支えて

い一年だった、終わるのがもったいない
と感じるほどである。

（体育会広報ہ長　仲ਗ਼फ़・知識３年）

⾣紫峰の風の編集に
一年間携わらせても
らって、様々な部活
動、サークルなどの
活動を知ることがで
き、とてもよかった
です。また、自分で
記事を書いたことな
どはとても貴重な体
験になりました。त業や部活の関係もあ
り、पりの人には໎࿭をかけてしまいまし
たが、広報に関わることができ、自分の
成長を実感できました。

（体育会医学部会広報ہ長
（井༟平・医学２年࡫

⾣私 が入学した当
初、筑波 大学の財
政について、国立大
学なのだから多くの
国੫と少しの学අに
よって࿫われている
と考えていました。
実際には筑波大学
紫峰会基金が様々
な所で関わっており、学生支援には必要
不可欠です。おそらく、かつての私のよう
に考えている人は学内外ともに少なくない
と思います。｢紫峰の風｣ の作成に１年携
わり、少しでも多くの方がこの基金の重要
性を認識していただけたならば޾いです。

（全代会学内行事委員会
佐々木໌׮・生物２年）

一財

割引対象

3700

750

80 立食可

紫峰会基金協ྗ者と
紫峰会会員のํ͸چ
̍ധ2��ԁׂҾ͠ます

˔ब職支援ϓϩグラム（ا業・団体）
˗ब職Ψイμンス

日　時 会　場 実施内容 日　時 会　場 実施内容

29.12.4（月） 16�15 ～17�30 1E 棟 303 ब職活動準備ߨ座ᶈグループディスカッション対ࡦ 	 事前予約制） 29.12 月～
１回 1.5 時間　計10 回 1E 棟各教室 フォローアップ エントリーシート対ࡦ（事前予約制）18�15 ～19�30

29.12.5（火） 15�15 ～16�30 1) 棟 101 　 　 　 ʏ 　 　 　 ᶉब活のためのマナーߨ座 30.1月～ 3 月
1 回 1.5 時間

各週 2 ～ 3 回程度
会場ະ定

フォローアップᶃエントリーシート対ࡦ（事前予約制）
29.12.6（水） 15�15 ～16�30 1) 棟 101 　 　 　 ʏ 　 　 　 ᶊ一般常識テスト受検会 　 　 ʏ 　 　 ᶄグループディスカッション対ࡦ（ 　 ʏ 　 ）

29.12.13（水） 15�15 ～18�00 1) 棟 101 　 　 　 ʏ 　 　 　 ᶋब活のためのメイク・ணこなしߨ座 　 　 ʏ 　 　 ᶅ面接対ࡦ　　　  　　（ 　 ʏ 　 ）
˗学内ا業આ໌会

日　時 会　場 実施内容
30.3.1	 木 
 ～ 3.10	 土 


12ɿ30 ～17ɿ15　5 ターム制 大学会館 各企業の人事担当者や̤̗・̤̜が来学し、ブースごとに企業֓要のઆ໌や質問等に応じてくれます。参
加企業については̝̥ٴびܝ示൘でお知らせします。（1日約 70 社出展）

˔ब職支援ϓϩグラム（ڭ員）
આ໌会　˞今年度͸ऴྃͯ͠いますݧࢼ༺࠾員ڭ˗

日　時 会　場 実施内容 ࢣߨ
29.10.18（水） 15�15 ～16�30 1E 棟 205 東京౎公立学校教員࠾用試験આ໌会 東京౎教育委員会
29.11.8（水） 12�15 ～13�30 1E 棟 502 新ׁ県公立学校教員࠾用試験આ໌会 新ׁ県ᣕܢ会
29.11.8（水） 15�15 ～16�30 1E 棟 205 用試験આ໌会࠾県公立学校教員ۄ࡛ 県教育委員会ۄ࡛

࠲ߨࡦରݧࢼ༺࠾員ڭ˗
日　時 会　場 実施内容 ࢣߨ

29.10.11	 水 
 � 10.19（木）
第 1 部 16�45　第 2 部 18�15 ～ 共同利用棟 A 第 1 部 教員࠾用試験の基本

第 2 部 教職教養試験対ࡦ　
東京アカデミー

（྆日ともに同一内容）
29.11.15（水） 1E 棟 303 教員࠾用試験合格体験報告会 在学生
30.1.15（月） 1C 棟 210 ଞ 模ٖत業 筑波大学 OB

今年度͸ऴྃͯ͠います˞　（੍ࠐ事લਃ）ࡦ体ผର࣏ࣗ ࠲ߨࡦରݧࢼ༺࠾員ڭ˗
日　時 会　場 実施内容 ࢣߨ

29.11.8（水） 13�45 ～15�15
1E 棟 502
または 503

ಢ木県と群馬県の試験の܏向と対ࡦ

筑波大学 OB29.11.8（水） 15�30 ～17�30 茨城県の試験の܏向と対ࡦ
29.11.15（水） 13�45 ～15�15 ࡦ向と対܏県と千葉県の試験のۄ࡛
29.11.22（水） 13�45 ～15�15 東京౎と神奈川県の試験の܏向と対ࡦ

（੍ࠐ事લਃ）ࡦ文ର࡞࿦ ࠲ߨࡦରݧࢼ༺࠾員ڭ˗
日　時 会　場 実施内容 ࢣߨ

29.11.22（水） 15�30 ～17�30 1E 棟 502 論作文対ࡦ 筑波大学 OB29.12.14（木） 13�45 ～15�45 1E 棟 204
（੍ࠐ事લਃ）ࡦରݧࢼ࣍ೋ ࠲ߨࡦରݧࢼ༺࠾員ڭ˗

日　時 会　場 実施内容 ࢣߨ
30.1.24（水） 13�45 ～16�30 1E 棟 205 2 次試験対ߨࡦ座 第 1 回

筑波大学 OB30.2.20（火） 13�45 ～16�30 1E 棟 205 2 次試験対ߨࡦ座 第 2 回
30.3.20（火） 13�45 ～16�30 1C 棟 306 2 次試験対ߨࡦ座 第 3 回

（੍ࠐ事લਃ）ݧࢼ໛ٖݧࢼ༺࠾員ڭ˗
日　時 会　場 実施内容

30.2.1（木） 13�10 ～17�50 1E 棟 303 ʲ全国ܕʳ
30.3.1（木） 13�10 ～17�50 1E 棟 303 ʲ全国ܕʳ

30.3.13（火） 13�10 ～15�50 1E 棟 203 ʲ茨城県ܕʳ̡ 神奈川県・ԣ඿市・川࡚市・相模原市ܕʳ̡ ʳ̡ܕ県・さいたま市ۄ࡛ 千葉県・千葉市ܕʳ
30.3.28（水） 13�10 ～16�00 1E 棟 401 ʲ東京౎ܕʳ

ະ定 ະ定 ʲ全国ܕʳ
˔ब職支援ϓϩグラム（ެ務員）
˗ެ務員Ψイμンス

日　時 会　場 実施内容 ࢣߨ
29.10.25（水） 13�45 ～15�00 1E 棟 205 国立国会図書館業務આ໌会 国立国会図書館
29.10.25（水） 15�15 ～16�30 1E 棟 205 ி業務આ໌会࡯ܯ ி࡯ܯ
29.11.22（水） 15�15 ～16�30 1E 棟 205 ๏務省専門職員આ໌会 茨城೶芸学院
29.12.6（水） 13�45 ～17�15 3A棟 301 国Ո公務員業務આ໌会 人事院

˔ΩϟリΞ形成支援ϓϩグラム
˗ΩϟリΞインλビϡー 2�1� 　 ～自分を活かせるしごとを見つけよう～

日　時 会　場 実施内容

29.11.18（土）13�00�17�00 大学会館　特別会議室
˞今年度は終ྃしていますが、次年度も同時期に行う予定です。
ब職活動で有ޮな OB・OG ๚問が大学内でできます。本学卒業生や東京地۠の社会人大学生がब
職活動での質問等に応じます。̡ 定員120 名、先ணॱで事前ొ録制となります。r

主に平成３１年３月卒業・修ྃ予定の学生向けに下記の通りΨイダンス、ߨ座を開催します。日時、内容等に変ߋが生じる場合がありますので
必ず「キャリアサポート部門�学生部ब職課　ホームページ httQ���syVshokV.sec.tsVkVba.ac.KQ�career�」にてご確認ください。

平成 31年ଔ業ɺमྃ༧ఆ者ର৅ब職Ψイμンス౳のすすΊ

ʦ8݄Լ०～2݄຤ʧ
 ᶃ9ɿ40～  ᶄ11ɿ00～  ᶅ13ɿ30～  ᶆ14ɿ45～  ᶇ16ɿ00～

ʦ্݄̏०～݄̔Լ०ʧ
 ᶃ9ɿ40～  ᶄ10ɿ30～  ᶅ11ɿ20～  ᶆ13ɿ30～  ᶇ14ɿ20～  ᶈ15ɿ20～  ᶉ16ɿ10～
˞1回の相談時間はおおむね40～60分になります。ʦ時期・時間は諸事情により変動しますʧ

˓૬ஊのਃ͠ࠐΈ・͓ ໰い合Θͤ͸・・・
学生部ब職課
（第一エリア1%棟 スチューデントプラβ内）
予約電話ɿ029�853�8444
ʤ受付時間  平日8ɿ30～12ɿ15  13ɿ15～17ɿ15ʥ

キャリアサポート部門�ब職課では、経験豊෋なキャリアカウンセラーが個別に相談に乗っています。ब職活動は元より、進࿏全般に関するアドバイス
や情報提ڙを行っています。学年は問いませんのでお気軽にब職課をご利用下さい。ঘ、個別相談は事前に予約が必要です。基本の相談時間は下記の
通りですが、別にごر望がある場合は予約時にご相談ください。

ΩϟリΞ・ब職૬ஊ૭ޱの͝Ҋ内

筑波େ学μイόーシテΟŋΞクセシビリテΟ・ΩϟリΞセンλー　ΩϟリΞサポート部門 � 学生部ब職՝
IUUQ���TZVTIPLV.TFD.UTVLVCB.BD.KQ�DBSFFS�

を主語にして自分の気持ちを表現することがあります。メール
を送った相手からฦ事が来ないときに、「あなたはいつもฦ事
をくれない」「（あなたの）そういうルーズな性格を直してよ」
といった言い方です。これは、相手を非難するニュアンス、相
手の意図や性格を決めつけるニュアンスがؚまれるので、しば
しば反発をটいてしまいます。一方、l̞z メッセージで表現
すると、例えば次のようになります。「ฦ事がこなくて、（私は）
何かあったんじΌないかと心配になった」「一言でもฦ事をく
れたら、خしいし安心する」。これは「私は、～だ」という言
い方なので、自分の気持ちを表現しやすくなります。言われる
ほうも、そのほうが素直な気持ちで受け取りやすいのではない
でしょうか。
　このテクニックは、親子や෉්などՈ଒同士の会話や、上࢘
として部下を஫意する、๙める場面でも使えます。年末年始、
Ո଒が集まるこの機会に話したい事がʜなどというときは、よ
かったら試してみてください。

ʮͪ࣋ؾを఻͑る l̞z ϝッセーδʯ　
อ݈؅ཧセンλー　学生૬ஊࣨ　ܚ野ང߳

　本年７月から学生相談室でۈ務しております、カウンセラー
のܚ野です。日に日に増す寒さとクリスマスソングに、一年の
終わりを感じています。私にとってこの一年は、新しい職場で
新しい人たちと出会い、新઱で大きな影ڹを受けた年でした。
　大学生という時期も、人間関係の幅がいっきに広がるときで
す。同じ学類の同級生だけでなく、サークル、研究室、アルバ
イトと、さまざまな年代、属性の人との交流を通して、༑情を
深めたり、࿀Ѫを経験したり、協力して何かを成し਱げる経験
を積んでいきます。時にはࣦഊしたり、ইついたりしながら、
人ͮきあいのやり方をॊೈで豊かにしていく学生さんにお付き
合いしていると、自然と応援したい気持ちになったり、時には
我が身をৼりฦったりと、なかなかにܹࢗ的です。
　今回ご紹介する l̞z メッセージは、気持ちを伝えるテクニッ
クのひとつで、「私」を主語にした言い方です。私たちは、感
情的になったときや、親しい相手と会話をするとき、「あなた」

学生૬ஊ͔ࣨら ड෇૭�29�8�3�2�1　　ޱ�
ి࿩૬ஊ　　�29�8�3�2��6

木賞にもًきました。この小આにඳかれているように、多くの
学生はब職活動という独特の文化にށ࿭うことでしょう。こう
して文ষを書いている私自身もまた、ब職活動に೰みۤしんだ
者の一人です。
　あまたあるۤ࿑の中でも、とりわけ情報の多さにۤしんだこ
とは忘れられません。ब職活動全盛期、一日に届くメール数は
100݅を௒えていました。メール以外にも、インターネット上
のܝ示൘、会社આ໌会、༑人からのӟなど、複数のチャネルを
介して届く情報は๲大で、さながら情報の海にనれているよう
でした。情報が集まりすぎるがゆえに、どの情報を৴じてよい
のか൑அが௥いつかず、疑心҉َになることもしばしば。「自
分の一生がこの一ॠにかかっている」と思うと、ྠをかけて不
安が募っていきました。  
　そんな私にٹいの手をࠩし৳べてくれたのは、6年間の学生
生活で出会った、筑波大の卒業生を中心とする社会人の皆様で
す。サークルやアルバイト、インターンシップなどを通して、
素੖らしいԑにܙまれていたことがٹいでした。世間知らずの
私に「社会とは何か」「これからどう生きるべきか」を教えて
くださったのは、社会人の皆様にଞなりません。お๩しいのに
も関わらず、親身になって話をしていただいたおかげで、ब職

活動を進める上での不安や疑問などを解ফすることができまし
た。また、そこで学んだことは、ଞのどんなことよりも実践的
で、かつ৴頼がஔけるものでした。݉好๏ࢣは『ె然૲』のな
かで「先達はあらまほしき事なり」と書いていますが、現代の
ब職活動でも同じことが言えるかもしれません。インターネッ
トや書籍などに情報がҲれかえっていたとしても、「先達」以
上に৴頼できるものは少ないのではないでしょうか。
　この文ষを読んでいる後輩の皆様へ。ब職活動と大学生活は
切っても切り཭せない関係にあります。ब職活動の時期になる
と、盛んに自己分ੳや企業研究をするようઞられることと思い
ますが、何か特別なことをする必要はないと思います。大学生
活とब職活動は連続しているものです。त業やサークルの中で
ഓってきた能力やつながりなどをきちんとৼりฦり、ब職活動
にも活かすことが、ब職活動を成ޭへと導くૅとなるでしょ
う。だからこそ、ぜひ今取り組んでいる諸活動を全力で取り組
んでください。今の経験が、ब職活動にもきっと活きてくるは
ずです。
　この場をआりて、ब職活動の際にお世話になりました皆々様
に深くྱޚ申し上げます。一日も早く皆様に近ͮけるよう、そ
して世の中の役に立てるようคࡅࠎ身する所存です。また、筑
波大の後輩の皆様が、ब職活動で՚々しい成果をあげられるよ
うおفり申し上げます。

ʮઌୡ͸͋らま΄͖͠事なりʯ

２年߈育専ڭՊڭ育研究Պڭ
઒ᬒوӳ

　朝井リョウの『何者』という作品をご
存じでしょうか。ब職活動に຋࿔される
̒人の大学生を޼みにඳき、第148回直

ब職活動をऴ͑ͯ

サッカーに携わっており、競技歴は16年にٴんでいる。良い
環境でサッカーをすることをٻめて筑波大学の進学も׎えた。
筑波大学ऽٿ部にはプロ・アマチュアを問わず多方面にコネク
ションが広がっている。今後もサッカーを続ける道を୳すには
最高の環境であり、卒業後もサッカーを本気で続ける道は用意
されていた。しかし私は「サッカー以外の世քを知り、その世
քで新しいເを見つけてみたい」と考えた。そして、経済的に
行をすることも最優先޹せなՈఉを築き、親޾まれた状ଶでܙ
事項であった。私がब職活動を始めることにした理由はそれで
ある。
　ब職活動を通じて心がけていたことは、「まず第一に行動す
る」、「最初のഽ感֮を大切にする」、「ब職活動に正解はな
い」ということである。
　私は保健体育の教員໔ڐ取得とब職活動を྆立させることを
大前提としていた。そして、一般的なब職活動が佳境に入って
くる５月、̒月に教育実習が重なることが事前に分かっていた
ため、とにかく早め早めに行動することを意識した。自己分ੳ
や企業研究のノウϋウも分かっていないࠒからब活サイトにొ
録し、部活動の合間を๓えるब活セミナーやワンデーインター
ンに参加し、ଞ大学のब活生のงғ気をഽで味わった。普段同

じ時間を共にしないब活生の価஋観や考え方をٵऩすること
が、何よりモチベーションにܨがった。
　内定先は大手人ࡐ紹介の企業へと決まった。ٻ職者やస職者
と企業をつなげる役割を担っていくことになる。ऩ入面、ۈ務
地、社員の方の魅力、そして何より自分の力を発شできそうか
どうか、などの観点で総合的に൑அした。ଞにも様々な要素は
あり、必ࢮに自分と向き合って自己分ੳを進めていった上で企
業選びのई度は見付けてきたが、結ہは感֮で自分に合ってい
たかそうでないかの൑அが一൪৴用できるように感じる。私の
内定先の企業は最初のઆ໌会段階から自分のフィーリングとマ
ッチしており、会社の価஋観も自分のそれと一கするために面
接もスムーズに進んでいった。このように書くとあまり深く考
えずにब職活動をしていたように思われるかもしれないが、も
ちろんब職先を選ばなければならない最終段階でいくつもの企
業が選୒ࢶにؚまれていた中での最終的な൑அ基準が、ഽ感֮
である。先ほどड़べたように一൪の動機は「自分の持っている
力を発شできそうだ」ということである。それでも選୒ࢶをߜ
り切れなくなったときに、直感を৴じたということである。
　最後に、ब職活動は楽しんだ者勝ちである。ࣦഊしても、ԑ
が無かったと割り切って次に進む、楽観的な考え方が必要にな
る。この記事を読んで頂いている方々の、または親しい方々の
ब職活動が成ޭすることを願ってやまない。

ʮ͑ߟす͗ͣɺ׉౻する͜とʯ

体育専門学群̐年
ষ　౻ࠤ

　ब職活動を始める際に最初に考えてお
くべきなのは、自分がब職活動をする理
由であると考える。私は小学生のࠒから

　知識情報・図書館学類は情報化社会に生きる我々が知識や情
報を有ޮに活用するための仕組みについて学Ϳ学類です。そのた
めに「知識科学」「知識情報システム」「情報資ݯ経営」の３つの
主専߈で、知識情報と社会をつなぐ人ࡐを育成しています。

学類紹介

　知識発見基ૅ論では、創଄性とはなにかという事を学び、そ
のࢹ点から物事の課題発見から計画の終ྃまでの一連の要素を
学んでいきます。
　まず創଄性とはなにかという点については、論理的推論に始
まり、知能研究、創଄性と知能の関係、性格特性と創଄性の適
性の研究など、創଄性の科学について֓観することを通して理
解します。
　次に各種の創଄性開発技๏を学びます。۩体的には、課題に
対しアイデアを出す発૝๏や連૝๏、それをまとめるऩଋ技๏、
ະ来の予ଌ技๏、プランの計画技๏と実践、その評価方๏など
です。
　त業の中では創଄性テストや発૝๏や連૝๏を実際に行い、
知的活動のはじめから終わりまでの各段階にある、様々な手๏
や幅広い考え方を知ることができます。
　知的活動を行っていく研究や社会生活上において、課題やそ
の解決๏の発見は重要な要素です。知識発見基ૅ論は、そのた
めの有用な能力や考え方を養うことができるत業です。

（寄稿／仲ਗ਼फ़・知識３年）

知ࣝ৘報・ਤ書ؗ学類のत業紹介
஌ࣝ発ૅجݟ࿦のٛߨの様子

知ࣝ৘報・ਤ書ؗ学類の学生より

৘報学群　知ࣝ৘報・ਤ書ؗ学類

　知識情報・図書館学類での学びの特色は、
情報という֓念を土୆として様々な対象を
様々なアプローチで୳ٻしているところです。
この場をआりて๻がこの学類を選んだ理由、
そして現在の学びと目標を紹介できればと思
います。
　๻は子どものころから科学や S' が好きで、高校の์課後はよく
日฻れ過ぎまでそういった話題で༑人と盛り上がりました。しかし、
高校２年のळに読んだ情報学者・西֞通の『こころの情報学』が
進࿏選୒に大きく影ڹし情報学にとても興味が༙きました。「情報」
が通ఈする学際的な学問ྖ域を構૝しているその内容に心がགྷり、

「学際的な情報学」をキーワードに筑波大学のこの学類を選びま
した。図書館学から図書館情報学、そしてより学際的な情報学へ
という流れを持つ知識情報・図書館学類では、文系理系の֞ࠜ
を越え情報のѻいについて学Ϳことができます。そして３年生から
３つの主専߈に所属し、それぞれ人、情報技術、社会にフォーカ
スして知識を深めます。その学際的性質によって、科目ごとの関
連を理解しながら体系的に学Ϳことは難しく感じますが、この夏に
ドイツへ図書館のインターンに行って実際に情報をѻう職に触れ
たことで、大学で学んだいくつかの点がつながった気がします。๻
は知識情報システム主専߈に所属し、特にデータから知識を創出
する技術や人間がどうやって知識を創出するのかに興味を持ちな
がら日々学んでいます。ジェネラルなスペシャリストを目指してこれ
からも頑張りたいと思います。 （寄稿／࣡૔基文・知識３年）

桐の༿೔ه

に取り組むことができるようになりました。また、それなりに
社交性も身にணけることができ、人付き合いがあまり得意でな
かった私も、積極的に人に話しかけるようになりました。
　さらに、様々な人と関わっていくうちに積極性が増し、昨年
ほとんど取らなかったଞ学類のߨ義をいくつも取り、当初入っ
ていたサークルのଞにもう１つサークルをֻけ持つまでになり
ました。その結果、春学期末に体調を่すこととなってしまい
ましたが、やりたいことにひたむきになり、人とのܨがりも経
験も増えたため後չはありません。
　文サ連の広報ہ長として、そして学生広報会議に関わる身と
して、過ごせたこの１年は決して無ବではなかったとৼりฦっ
て思います。代ସわりの時期を迎え、私はこの業務から཭れる
こととなりますが、今度は私が当初してもらっていたように、
新メンバーを支えていきたいと思います。新メンバーも紫峰の
風製作に尽力してくれると思いますので、これからも紫峰の風
をよろしくお願いいたします。

（文責／文サ連広報ہ長　長ࡔ美優・創成２年）

　残ॵがݫしく夏の終わりが見えずにいたと思えば、ಥ然寒風
とӍに見舞われ、まるでळが通り過ぎౙが来てしまったと֮ࡨ
してしまいます。急にྫྷえࠐんだ中、皆様はお変わりなくお過
ごしでしょうか。
　私事ではありますが、私が文化系サークル連合会の広報ہ長
となり、「紫峰の風」製作に携わるようになってからまもなく
１年が経とうとしています。ӈもࠨもわからず先代の広報ہ長
を質問߈めにしていた以前の私をջかしく思うと同時に、ܹ務
に௥われながら過ごしたこの１年で、以前よりも成長した自分
の姿にތりを持てるようになりました。
　１年前、広報ہ内で一൪動けるという理由から、広報ہ長と
いう役職についてしまった私。中学時代、学級委員をやってい
てࣦഊした記Աがોり、果たして自分に広報ہのリーダーなど
務まるのだろうか、と不安な気持ちでいっͺいになっていまし
た。
　しかし、先代のہ長がくださった引継ぎ資料をもとに、時に
先代や広報部会の方々などを質問߈めにし、時にインターネッ
トに頼り、たどたどしくも何とか業務を਱行していくうちに、
かつてリーダー業でࣦഊした自分も、今では自৴を持って業務

学類・専門学群紹介

　量子力学は、私たちが普通には目にしないような小さな世քで
の現象をよりよく表現するための学問です。多くのߨ義では、ま
ず出発点となる公理を実験事実などから導いた上で、それを元に、
より本質的、あるいは現象を理解するのに౎合のよい๏ଇや方程
式を導出します。そこから再び様々な実験などで観ଌできる現象
を方程式に஋として組みࠐみ、計算することで導きます。この流
れを܁りฦすことで、より現実に近い物理を最も基本となる公理
から演៷的に理解することが出来ます。物理学類の座学は量子
力学に限らずこのように行われ、先生による൘書を中心とした時
間のほかには、学生による演習問題の解આや、先生に質問したり、
議論したりする時間で構成されます。量子力学は、理解が難しく
感じることも多いですが、一า一า積み重ねることでண実に理解
を進めることが出来るので、やりがいを多く感じることの出来る
（物理４年・ؙ߁寄稿／౻井） 。義ですߨ

෺ཧ学類のत業紹介

ྔ子ྗ学̐のٛߨの様子

ཧ工学群　෺ཧ学類

　物理学類は、量子論や相対論を用いて、自然քの様々な現象
の基本๏ଇを導くことを目的としています。そのために、古య物理
学や、物理的ࢹ点からミクロな世քを記ड़する量子力学・統計力
学などを学んでいます。

学類紹介

　z 物理 zと聞いてひたすら公式を҉記した高校の物理を૝૾す
ると、それは大学からの物理学とは全くҟなります。私は高校の
物理が多少得意だったからという理由でこの筑波大学の物理学
類を選୒しましたが、入学当初はそのࠩҟに非常にѹ౗されまし
た。まるで写真でしか見たことのなかった地に๚れたときのよう
な、物理学という待ち受ける૖大な世քに不安や高༲感を֮え
ました。私は物理学を学Ϳ過程でその新しいすばらしさに気付き
ました。まず物理学は応用ൣғがとても広くほ΅すべての科学の
基൫になっています。素ཻ子という小さなことからӉ஦という広
大なことについてまでઆ໌します。次に、物理学は理論そのもの
が美しいということです。物理学は神学をݯىとしますが、本当
に神が作った自然の理であるかのように、身の回りのࠞಱとした
ことがこんなにも簡ܿに記ड़できるということに非常に驚かされ
ます。私はこの物理学という神がѱٔに作った芸術を専߈して本
当に良かったと思います。この学問のすばらしさをより多くの人に
感じてもらえるとخしいものです。

（寄稿／岡੟࢘・物理３年）

෺ཧ学類の学生より

Ωϟンύスニϡース

平成29年度ळ学期ೖ学ࣜ
　９月29日、大学会館ホールにて平成29年度ळ学期入学式が行
われた。入学者は学群学生が76名、大学院学生が181名であっ
た。入学者の多くが外国人留学生であり、永田学長による式ࣙは全
てӳ語で行われた。
　入学式終ྃ後は同ホールにて、大学院学生２名による歓迎のՎ

「筑波大学メッセージソング『*.AG*NE T)E 'UTURE～ະ来を
૝え』」のՎ唱が行われ、入学者たちは静かにそのՎにࣖを܏けて
いた。また、歓迎のՎの後は、応援部W*NSによるエールが入学者
に送られた。W*NSのチアリーディングチーム、アンサンブルバンド、
そして学ランをணたリーダーらによる೤の入った全力のエールは入
学者の心にしっかり届いたことだろう。

（取ࡐ／広報部会　ਗ਼野ߊ平・生物４年）

平成29年度ଔ業 ・ࣜ学Ґهत༩ （ࣜ9݄期）
　９月25日に大学会館ホールで、９月期の卒業式・学位記त༩式
が執り行われた。ఱީはਗ਼々しいळ੖れで、卒業生の門出をॕう
にふさわしい日となった。永田学長から各専߈の代表に学位記が
त༩され、その後ॕࣙがड़べられた。多くが海外からの学生であ
るため、全てӳ語でのスϐーチだった。「あなた方が新たな挑戦に
取り組む૝૾力を働かせるほど、世ք中にこの大学の個性を表現
することになるでしょう。世の中のࢹ点で見ると、我々の大学の価
஋は、卒業生の皆さんが社会へもたらした価஋に等しいのです。
新たな人生へと౿み出す皆さんをॕうとともに、さらなる成長と
成ޭを心からفっております。」とॕࣙは締めくくられ、学群から
47人、大学院から115人の卒業生へܹ励の言葉がଃられた。

（取ࡐ／広報部会　村上優ҥ・人文４年）

ळ学ظೖ学ࣜでのԠԉ部 8*/4 にΑるΤーϧ永田学長かΒ学Ґهのत༩

ऽٿ部をԠԉする٬؍੮
スλδΞムにઃஔされた筑波ブースɻԠԉάοζͳどを഑෍

঵࿠બ手ౢށるɹ副কɹ͑ࢧ਎తͳϓϨーでチームをݙ

ऽٿ部ఱߖഋόスツΞー
　先日行われたఱߖഋラウンド 16、筑波大学ऽٿ部 Ws 大宮ア
ルディージャ戦のバスツアーには 365 名もの方たちに参加して頂
きました。バスは 9 ୆となり過ڈ最大規模の大応援団となりまし
た。メール予約して頂いたお客様と筑波大学からバスで会場 	 今
回はカシマサッカースタジアム 
 に向かい、部員たちと応援し、共
にಆうというものがバスツアーの内容です。バス内でも、応援練習
やビンΰ、モチベーションビデオ 	 気持ちが高まるようなビデオ 

の上өなど様々な企画をご用意しました。地域とのܨがりを大事
にしたいऽٿ部にとって、これほどの人数が集まり共にಆえるとい
う環境はとても有り難いことです。結果はչしいものとなりました
が、ऽٿ部だけではなく「筑波大学」や「つくば」の魅力を全国
に示すことができたと確৴しています。応援ありがとうございまし
た。 （寄稿／ऽٿ部バスツアーہ長　ࣉ岡തً・体専３年）

「紫峰の風」は学生生活の様子や活動の報告を、紫峰会基金協力者の皆様にお届けする広報誌で、ࢴ面の企画や記事の取ࡐ等は学生
広報会議や広報部会の学生が実施しています。この名称には「筑波の峰からਧき߱りる風に、我々の活動への૝いを乗せて、全国の皆
さまのもとへとお届けする」という意味がࠐめられております。

　第43回筑波大学学園祭「雙峰祭」は11月３日（金）から11
月５日（日）にかけて行われました。昨年のように全日程੖れ
というわけではなく、Ӎが߱った日もありましたが、雙峰祭は
大成ޭをおさめ、筑波大学生にとって最高の「筑波日和」と
なったと自負しております。今年は委員長として参加した雙峰
祭でしたが、ご来場いただいた方々をはじめ、筑波大学生や大
学職員の方々、実行委員の笑顔を間近で見ることができ、この
１年間尽力してきた成果を実感しました。

学園祭をऴ͑ͯ
　この度、雙峰祭の開催に際し、学生が主催する諸行事や課外
活動等に支援していただいている筑波大学紫峰会基金より、援
助金100ສ円を支援していただきました。昨年以上の雙峰祭を
創り上げるために、雙峰祭の運営資金としてこの援助金を有ޮ
に使わせていただきました。੣にありがとうございました。
（寄稿／平成29年度筑波大学学園祭実行委員会委員長

　田辺飛ୋ・物理２年）

ʵ内容ʵ
キャンパスニュース ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ １、２ท
ब職活動を終えて
学生相談室から、桐の葉日記

 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ １ท

学類・専門学群紹介、Editors�2017
平成31年卒業、修ྃ予定者対象ब職Ψイダンス等のすすめ

 ʜʜ 2ท

特集ɿ筑波大学の留学生事情 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 3 ท
芸サ連、文サ連、全代会、体育会活動紹介 ʜʜ 3、4 ท

今ޙのओな༧ఆ（変ߋになる場合があります）

ळABモジュール期末試験 12月20～26日
ౙ季休業 12月27日～１月８日
　同（東京キャンパス・໷間） 12月23日～１月５日
ळABCモジュール期末試験 ２月５、９、13～15日
　同（東京キャンパス・໷間） １月30、31日、２月８～10日
期末試験予備日 2月16日
　同（東京キャンパス・໷間） ２月̒、７、13日
春季休業 ２月17日～
　同（東京キャンパス・໷間） ２月14日～
卒業式・大学院学位記त༩式 ３月23日
　同（東京キャンパス・໷間） ３月24日

学生やͦのՈ଒ɺଔۀ生ɺ஍Ҭのํ々で೐わ͏ძๆ祭第一ΤϦΞの会৔

Ωϟンύスニϡース

雙峰祭
開催!!

雙峰祭
開催!! 546,6#" $0--&$5*0/ 2017ϛスλー・Ωϟϯύスड৆のتͼ

ϚδγϟϯζΫラブの「ΫϩースΞοϓϚδοΫγϣー」

と͖Ί͖ଠޑक़の学Ԃ祭スςーδ の͏りんむΒ೑൝のௗ΋΋୸Րম͖

後夜祭のΦーϓχϯάηϨϞχー দඒ஑લのϏーフスτϩΨϊフൢച

ळۭのԼのძๆ祭

写真部にΑる写真ల

લ夜祭つ͘όラΤςΟーの優勝チーム

ԉॿۚ໨࿥のଃఄۚجๆ会ࢵ

ܳ術ઐ໳学܈にΑる日ຊը੍࡞ల

લ夜祭でのۅ࢐舞にΑる舞͍

Ԡԉ部8*/4の後夜祭でのύフΥーϚϯス
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いる人々の活躍を知ることができ、学校
を見る目が変わりました。また、広報部
会の方 と々関わることにより、人຺もより
豊かなものになったと実感しております。
ありがとうございました。
（文サ連広報ہ長　長ࡔ美優・創成２年）

⾣編集の仕事にな
かなか׳れることが
できず、気ͮけばも
う引き継ぎの時期と
なりました。ৼりฦ
るとあの時はしっか
りやるべきだったと
後չの念を֮えます
が、この経験は今後
に活かしたいと思います。ただ、筑波大
学をҟなるࢹ点から見ることができたの
は大変楽しい経験でした。この１年間本
当にありがとうございました。

（芸サ連広報ہ長　ཱུঝ׸・地３ٿ年）

⾣紫峰の風の編集
をする広報会議は楽
しかった。記事の取
がなかったら経験ࡐ
しなかったイベント、
知らないままだった
学類の活動、団体
の実 ੷、小さな広
報誌の存在がたくさ
んある。同じ筑波大学という環境で生活
していても、属する組織によってそれぞれ
全くҟなる意図や方向性で動いているの
がはっきり見えて面白かった。自分の身の
回りのことだけこなして生きているよりも
よっΆどいい思いができた。おかげで良

紫峰の෩　ୈ 6 ߸　2017 年 12 月発行
発行　事業開発推進室
編集　学生部学生生活課
　　　学生広報会議（長ࡔ美優・創成２年、ࡔ井大ޛ・情報２年、
　　　　ཱུঝ׸・地３ٿ年、大野ѯ・応理３年、仲ਗ਼फ़・知識３年、
（生物２年・໌׮井༟平・医学２年、佐々木࡫　　　　
　　　広報部会（ࠇ川正ਉ・生໋環境２年、山岡ᔨӯ・シス情１年、
　　　　ถ山和文・数理物質１年、ਗ਼野ߊ平・生物４年、
　　　　村上優ҥ・人文４年）
タイトルロΰデβイン　塚本真理（芸専 2016 年度卒）
˟ 305�8577 茨城県つくば市ఱԦ୆1�1�1
電話ɿ029�853�5886
E�mailɿgk.shihokai!Vn.tsVkVba.ac.KQ

EEJUPST� 2�1� １年間、三系と全代会から集まった学生たちが、学内をはじめ各地を૸り回ってたくさんの話題
を取ࡐし、皆様に提ڙしてくれました。その１年間の感૝を書いてもらいました。

⾣「紫峰の風」の編
集の仕事はどれも普
通の学生生活ではな
かなか経験できない
ようなものばかりで、
私の人生の中で貴重
な体験となったと思
います。त業などが
๩しく、あまり仕事
にかかわることができずご໎࿭をおかけ
しましたが、この一年間やってこられたの
はひとえにଞのメンバーの皆さんのおかげ
です。ありがとうございました。

（芸サ連広報ہ員　大野ѯ・応理３年）

⾣普段の学生生活で
は経験できないよう
な仕事を「紫峰の風」
の編集に携わること
で経験することがで
きました。中でも卒
業式でஃ上で写真を
撮り、そのことに関
して自分で記事を書
いて一つの࿮を作ったことは思い出深いで
す。一年間本当にお世話になりました。
（文サ連広報ہ員　ࡔ井大ޛ・情報２年）

⾣「紫峰の風」の編
集に１年間携わらせ
ていただき、普段の
学校生活ではあまり
知ることのできない
団体活動のཪ側や、
活動の実ଶ、त業の
こと、さらには我々
の学校生活を支えて

い一年だった、終わるのがもったいない
と感じるほどである。

（体育会広報ہ長　仲ਗ਼फ़・知識３年）

⾣紫峰の風の編集に
一年間携わらせても
らって、様々な部活
動、サークルなどの
活動を知ることがで
き、とてもよかった
です。また、自分で
記事を書いたことな
どはとても貴重な体
験になりました。त業や部活の関係もあ
り、पりの人には໎࿭をかけてしまいまし
たが、広報に関わることができ、自分の
成長を実感できました。

（体育会医学部会広報ہ長
（井༟平・医学２年࡫

⾣私 が入学した当
初、筑波 大学の財
政について、国立大
学なのだから多くの
国੫と少しの学අに
よって࿫われている
と考えていました。
実際には筑波大学
紫峰会基金が様々
な所で関わっており、学生支援には必要
不可欠です。おそらく、かつての私のよう
に考えている人は学内外ともに少なくない
と思います。｢紫峰の風｣ の作成に１年携
わり、少しでも多くの方がこの基金の重要
性を認識していただけたならば޾いです。

（全代会学内行事委員会
佐々木໌׮・生物２年）

一財

割引対象

3700

750

80 立食可

紫峰会基金協ྗ者と
紫峰会会員のํ͸چ
̍ധ2��ԁׂҾ͠ます

˔ब職支援ϓϩグラム（ا業・団体）
˗ब職Ψイμンス

日　時 会　場 実施内容 日　時 会　場 実施内容

29.12.4（月） 16�15 ～17�30 1E 棟 303 ब職活動準備ߨ座ᶈグループディスカッション対ࡦ 	 事前予約制） 29.12 月～
１回 1.5 時間　計10 回 1E 棟各教室 フォローアップ エントリーシート対ࡦ（事前予約制）18�15 ～19�30

29.12.5（火） 15�15 ～16�30 1) 棟 101 　 　 　 ʏ 　 　 　 ᶉब活のためのマナーߨ座 30.1月～ 3 月
1 回 1.5 時間

各週 2 ～ 3 回程度
会場ະ定

フォローアップᶃエントリーシート対ࡦ（事前予約制）
29.12.6（水） 15�15 ～16�30 1) 棟 101 　 　 　 ʏ 　 　 　 ᶊ一般常識テスト受検会 　 　 ʏ 　 　 ᶄグループディスカッション対ࡦ（ 　 ʏ 　 ）

29.12.13（水） 15�15 ～18�00 1) 棟 101 　 　 　 ʏ 　 　 　 ᶋब活のためのメイク・ணこなしߨ座 　 　 ʏ 　 　 ᶅ面接対ࡦ　　　  　　（ 　 ʏ 　 ）
˗学内ا業આ໌会

日　時 会　場 実施内容
30.3.1	 木 
 ～ 3.10	 土 


12ɿ30 ～17ɿ15　5 ターム制 大学会館 各企業の人事担当者や̤̗・̤̜が来学し、ブースごとに企業֓要のઆ໌や質問等に応じてくれます。参
加企業については̝̥ٴびܝ示൘でお知らせします。（1日約 70 社出展）

˔ब職支援ϓϩグラム（ڭ員）
આ໌会　˞今年度͸ऴྃͯ͠いますݧࢼ༺࠾員ڭ˗

日　時 会　場 実施内容 ࢣߨ
29.10.18（水） 15�15 ～16�30 1E 棟 205 東京౎公立学校教員࠾用試験આ໌会 東京౎教育委員会
29.11.8（水） 12�15 ～13�30 1E 棟 502 新ׁ県公立学校教員࠾用試験આ໌会 新ׁ県ᣕܢ会
29.11.8（水） 15�15 ～16�30 1E 棟 205 用試験આ໌会࠾県公立学校教員ۄ࡛ 県教育委員会ۄ࡛

࠲ߨࡦରݧࢼ༺࠾員ڭ˗
日　時 会　場 実施内容 ࢣߨ

29.10.11	 水 
 � 10.19（木）
第 1 部 16�45　第 2 部 18�15 ～ 共同利用棟 A 第 1 部 教員࠾用試験の基本

第 2 部 教職教養試験対ࡦ　
東京アカデミー

（྆日ともに同一内容）
29.11.15（水） 1E 棟 303 教員࠾用試験合格体験報告会 在学生
30.1.15（月） 1C 棟 210 ଞ 模ٖत業 筑波大学 OB

今年度͸ऴྃͯ͠います˞　（੍ࠐ事લਃ）ࡦ体ผର࣏ࣗ ࠲ߨࡦରݧࢼ༺࠾員ڭ˗
日　時 会　場 実施内容 ࢣߨ

29.11.8（水） 13�45 ～15�15
1E 棟 502
または 503

ಢ木県と群馬県の試験の܏向と対ࡦ

筑波大学 OB29.11.8（水） 15�30 ～17�30 茨城県の試験の܏向と対ࡦ
29.11.15（水） 13�45 ～15�15 ࡦ向と対܏県と千葉県の試験のۄ࡛
29.11.22（水） 13�45 ～15�15 東京౎と神奈川県の試験の܏向と対ࡦ

（੍ࠐ事લਃ）ࡦ文ର࡞࿦ ࠲ߨࡦରݧࢼ༺࠾員ڭ˗
日　時 会　場 実施内容 ࢣߨ

29.11.22（水） 15�30 ～17�30 1E 棟 502 論作文対ࡦ 筑波大学 OB29.12.14（木） 13�45 ～15�45 1E 棟 204
（੍ࠐ事લਃ）ࡦରݧࢼ࣍ೋ ࠲ߨࡦରݧࢼ༺࠾員ڭ˗

日　時 会　場 実施内容 ࢣߨ
30.1.24（水） 13�45 ～16�30 1E 棟 205 2 次試験対ߨࡦ座 第 1 回

筑波大学 OB30.2.20（火） 13�45 ～16�30 1E 棟 205 2 次試験対ߨࡦ座 第 2 回
30.3.20（火） 13�45 ～16�30 1C 棟 306 2 次試験対ߨࡦ座 第 3 回

（੍ࠐ事લਃ）ݧࢼ໛ٖݧࢼ༺࠾員ڭ˗
日　時 会　場 実施内容

30.2.1（木） 13�10 ～17�50 1E 棟 303 ʲ全国ܕʳ
30.3.1（木） 13�10 ～17�50 1E 棟 303 ʲ全国ܕʳ

30.3.13（火） 13�10 ～15�50 1E 棟 203 ʲ茨城県ܕʳ̡ 神奈川県・ԣ඿市・川࡚市・相模原市ܕʳ̡ ʳ̡ܕ県・さいたま市ۄ࡛ 千葉県・千葉市ܕʳ
30.3.28（水） 13�10 ～16�00 1E 棟 401 ʲ東京౎ܕʳ

ະ定 ະ定 ʲ全国ܕʳ
˔ब職支援ϓϩグラム（ެ務員）
˗ެ務員Ψイμンス

日　時 会　場 実施内容 ࢣߨ
29.10.25（水） 13�45 ～15�00 1E 棟 205 国立国会図書館業務આ໌会 国立国会図書館
29.10.25（水） 15�15 ～16�30 1E 棟 205 ி業務આ໌会࡯ܯ ி࡯ܯ
29.11.22（水） 15�15 ～16�30 1E 棟 205 ๏務省専門職員આ໌会 茨城೶芸学院
29.12.6（水） 13�45 ～17�15 3A棟 301 国Ո公務員業務આ໌会 人事院

˔ΩϟリΞ形成支援ϓϩグラム
˗ΩϟリΞインλビϡー 2�1� 　 ～自分を活かせるしごとを見つけよう～

日　時 会　場 実施内容

29.11.18（土）13�00�17�00 大学会館　特別会議室
˞今年度は終ྃしていますが、次年度も同時期に行う予定です。
ब職活動で有ޮな OB・OG ๚問が大学内でできます。本学卒業生や東京地۠の社会人大学生がब
職活動での質問等に応じます。̡ 定員120 名、先ணॱで事前ొ録制となります。r

主に平成３１年３月卒業・修ྃ予定の学生向けに下記の通りΨイダンス、ߨ座を開催します。日時、内容等に変ߋが生じる場合がありますので
必ず「キャリアサポート部門�学生部ब職課　ホームページ httQ���syVshokV.sec.tsVkVba.ac.KQ�career�」にてご確認ください。

平成 31年ଔ業ɺमྃ༧ఆ者ର৅ब職Ψイμンス౳のすすΊ

ʦ8݄Լ०～2݄຤ʧ
 ᶃ9ɿ40～  ᶄ11ɿ00～  ᶅ13ɿ30～  ᶆ14ɿ45～  ᶇ16ɿ00～

ʦ্݄̏०～݄̔Լ०ʧ
 ᶃ9ɿ40～  ᶄ10ɿ30～  ᶅ11ɿ20～  ᶆ13ɿ30～  ᶇ14ɿ20～  ᶈ15ɿ20～  ᶉ16ɿ10～
˞1回の相談時間はおおむね40～60分になります。ʦ時期・時間は諸事情により変動しますʧ

˓૬ஊのਃ͠ࠐΈ・͓ ໰い合Θͤ͸・・・
学生部ब職課
（第一エリア1%棟 スチューデントプラβ内）
予約電話ɿ029�853�8444
ʤ受付時間  平日8ɿ30～12ɿ15  13ɿ15～17ɿ15ʥ

キャリアサポート部門�ब職課では、経験豊෋なキャリアカウンセラーが個別に相談に乗っています。ब職活動は元より、進࿏全般に関するアドバイス
や情報提ڙを行っています。学年は問いませんのでお気軽にब職課をご利用下さい。ঘ、個別相談は事前に予約が必要です。基本の相談時間は下記の
通りですが、別にごر望がある場合は予約時にご相談ください。

ΩϟリΞ・ब職૬ஊ૭ޱの͝Ҋ内

筑波େ学μイόーシテΟŋΞクセシビリテΟ・ΩϟリΞセンλー　ΩϟリΞサポート部門 � 学生部ब職՝
IUUQ���TZVTIPLV.TFD.UTVLVCB.BD.KQ�DBSFFS�

を主語にして自分の気持ちを表現することがあります。メール
を送った相手からฦ事が来ないときに、「あなたはいつもฦ事
をくれない」「（あなたの）そういうルーズな性格を直してよ」
といった言い方です。これは、相手を非難するニュアンス、相
手の意図や性格を決めつけるニュアンスがؚまれるので、しば
しば反発をটいてしまいます。一方、l̞z メッセージで表現
すると、例えば次のようになります。「ฦ事がこなくて、（私は）
何かあったんじΌないかと心配になった」「一言でもฦ事をく
れたら、خしいし安心する」。これは「私は、～だ」という言
い方なので、自分の気持ちを表現しやすくなります。言われる
ほうも、そのほうが素直な気持ちで受け取りやすいのではない
でしょうか。
　このテクニックは、親子や෉්などՈ଒同士の会話や、上࢘
として部下を஫意する、๙める場面でも使えます。年末年始、
Ո଒が集まるこの機会に話したい事がʜなどというときは、よ
かったら試してみてください。

ʮͪ࣋ؾを఻͑る l̞z ϝッセーδʯ　
อ݈؅ཧセンλー　学生૬ஊࣨ　ܚ野ང߳

　本年７月から学生相談室でۈ務しております、カウンセラー
のܚ野です。日に日に増す寒さとクリスマスソングに、一年の
終わりを感じています。私にとってこの一年は、新しい職場で
新しい人たちと出会い、新઱で大きな影ڹを受けた年でした。
　大学生という時期も、人間関係の幅がいっきに広がるときで
す。同じ学類の同級生だけでなく、サークル、研究室、アルバ
イトと、さまざまな年代、属性の人との交流を通して、༑情を
深めたり、࿀Ѫを経験したり、協力して何かを成し਱げる経験
を積んでいきます。時にはࣦഊしたり、ইついたりしながら、
人ͮきあいのやり方をॊೈで豊かにしていく学生さんにお付き
合いしていると、自然と応援したい気持ちになったり、時には
我が身をৼりฦったりと、なかなかにܹࢗ的です。
　今回ご紹介する l̞z メッセージは、気持ちを伝えるテクニッ
クのひとつで、「私」を主語にした言い方です。私たちは、感
情的になったときや、親しい相手と会話をするとき、「あなた」

学生૬ஊ͔ࣨら ड෇૭�29�8�3�2�1　　ޱ�
ి࿩૬ஊ　　�29�8�3�2��6

木賞にもًきました。この小આにඳかれているように、多くの
学生はब職活動という独特の文化にށ࿭うことでしょう。こう
して文ষを書いている私自身もまた、ब職活動に೰みۤしんだ
者の一人です。
　あまたあるۤ࿑の中でも、とりわけ情報の多さにۤしんだこ
とは忘れられません。ब職活動全盛期、一日に届くメール数は
100݅を௒えていました。メール以外にも、インターネット上
のܝ示൘、会社આ໌会、༑人からのӟなど、複数のチャネルを
介して届く情報は๲大で、さながら情報の海にనれているよう
でした。情報が集まりすぎるがゆえに、どの情報を৴じてよい
のか൑அが௥いつかず、疑心҉َになることもしばしば。「自
分の一生がこの一ॠにかかっている」と思うと、ྠをかけて不
安が募っていきました。  
　そんな私にٹいの手をࠩし৳べてくれたのは、6年間の学生
生活で出会った、筑波大の卒業生を中心とする社会人の皆様で
す。サークルやアルバイト、インターンシップなどを通して、
素੖らしいԑにܙまれていたことがٹいでした。世間知らずの
私に「社会とは何か」「これからどう生きるべきか」を教えて
くださったのは、社会人の皆様にଞなりません。お๩しいのに
も関わらず、親身になって話をしていただいたおかげで、ब職

活動を進める上での不安や疑問などを解ফすることができまし
た。また、そこで学んだことは、ଞのどんなことよりも実践的
で、かつ৴頼がஔけるものでした。݉好๏ࢣは『ె然૲』のな
かで「先達はあらまほしき事なり」と書いていますが、現代の
ब職活動でも同じことが言えるかもしれません。インターネッ
トや書籍などに情報がҲれかえっていたとしても、「先達」以
上に৴頼できるものは少ないのではないでしょうか。
　この文ষを読んでいる後輩の皆様へ。ब職活動と大学生活は
切っても切り཭せない関係にあります。ब職活動の時期になる
と、盛んに自己分ੳや企業研究をするようઞられることと思い
ますが、何か特別なことをする必要はないと思います。大学生
活とब職活動は連続しているものです。त業やサークルの中で
ഓってきた能力やつながりなどをきちんとৼりฦり、ब職活動
にも活かすことが、ब職活動を成ޭへと導くૅとなるでしょ
う。だからこそ、ぜひ今取り組んでいる諸活動を全力で取り組
んでください。今の経験が、ब職活動にもきっと活きてくるは
ずです。
　この場をआりて、ब職活動の際にお世話になりました皆々様
に深くྱޚ申し上げます。一日も早く皆様に近ͮけるよう、そ
して世の中の役に立てるようคࡅࠎ身する所存です。また、筑
波大の後輩の皆様が、ब職活動で՚々しい成果をあげられるよ
うおفり申し上げます。

ʮઌୡ͸͋らま΄͖͠事なりʯ

２年߈育専ڭՊڭ育研究Պڭ
઒ᬒوӳ

　朝井リョウの『何者』という作品をご
存じでしょうか。ब職活動に຋࿔される
̒人の大学生を޼みにඳき、第148回直

ब職活動をऴ͑ͯ

サッカーに携わっており、競技歴は16年にٴんでいる。良い
環境でサッカーをすることをٻめて筑波大学の進学も׎えた。
筑波大学ऽٿ部にはプロ・アマチュアを問わず多方面にコネク
ションが広がっている。今後もサッカーを続ける道を୳すには
最高の環境であり、卒業後もサッカーを本気で続ける道は用意
されていた。しかし私は「サッカー以外の世քを知り、その世
քで新しいເを見つけてみたい」と考えた。そして、経済的に
行をすることも最優先޹せなՈఉを築き、親޾まれた状ଶでܙ
事項であった。私がब職活動を始めることにした理由はそれで
ある。
　ब職活動を通じて心がけていたことは、「まず第一に行動す
る」、「最初のഽ感֮を大切にする」、「ब職活動に正解はな
い」ということである。
　私は保健体育の教員໔ڐ取得とब職活動を྆立させることを
大前提としていた。そして、一般的なब職活動が佳境に入って
くる５月、̒月に教育実習が重なることが事前に分かっていた
ため、とにかく早め早めに行動することを意識した。自己分ੳ
や企業研究のノウϋウも分かっていないࠒからब活サイトにొ
録し、部活動の合間を๓えるब活セミナーやワンデーインター
ンに参加し、ଞ大学のब活生のงғ気をഽで味わった。普段同

じ時間を共にしないब活生の価஋観や考え方をٵऩすること
が、何よりモチベーションにܨがった。
　内定先は大手人ࡐ紹介の企業へと決まった。ٻ職者やస職者
と企業をつなげる役割を担っていくことになる。ऩ入面、ۈ務
地、社員の方の魅力、そして何より自分の力を発شできそうか
どうか、などの観点で総合的に൑அした。ଞにも様々な要素は
あり、必ࢮに自分と向き合って自己分ੳを進めていった上で企
業選びのई度は見付けてきたが、結ہは感֮で自分に合ってい
たかそうでないかの൑அが一൪৴用できるように感じる。私の
内定先の企業は最初のઆ໌会段階から自分のフィーリングとマ
ッチしており、会社の価஋観も自分のそれと一கするために面
接もスムーズに進んでいった。このように書くとあまり深く考
えずにब職活動をしていたように思われるかもしれないが、も
ちろんब職先を選ばなければならない最終段階でいくつもの企
業が選୒ࢶにؚまれていた中での最終的な൑அ基準が、ഽ感֮
である。先ほどड़べたように一൪の動機は「自分の持っている
力を発شできそうだ」ということである。それでも選୒ࢶをߜ
り切れなくなったときに、直感を৴じたということである。
　最後に、ब職活動は楽しんだ者勝ちである。ࣦഊしても、ԑ
が無かったと割り切って次に進む、楽観的な考え方が必要にな
る。この記事を読んで頂いている方々の、または親しい方々の
ब職活動が成ޭすることを願ってやまない。

ʮ͑ߟす͗ͣɺ׉౻する͜とʯ

体育専門学群̐年
ষ　౻ࠤ

　ब職活動を始める際に最初に考えてお
くべきなのは、自分がब職活動をする理
由であると考える。私は小学生のࠒから

　知識情報・図書館学類は情報化社会に生きる我々が知識や情
報を有ޮに活用するための仕組みについて学Ϳ学類です。そのた
めに「知識科学」「知識情報システム」「情報資ݯ経営」の３つの
主専߈で、知識情報と社会をつなぐ人ࡐを育成しています。

学類紹介

　知識発見基ૅ論では、創଄性とはなにかという事を学び、そ
のࢹ点から物事の課題発見から計画の終ྃまでの一連の要素を
学んでいきます。
　まず創଄性とはなにかという点については、論理的推論に始
まり、知能研究、創଄性と知能の関係、性格特性と創଄性の適
性の研究など、創଄性の科学について֓観することを通して理
解します。
　次に各種の創଄性開発技๏を学びます。۩体的には、課題に
対しアイデアを出す発૝๏や連૝๏、それをまとめるऩଋ技๏、
ະ来の予ଌ技๏、プランの計画技๏と実践、その評価方๏など
です。
　त業の中では創଄性テストや発૝๏や連૝๏を実際に行い、
知的活動のはじめから終わりまでの各段階にある、様々な手๏
や幅広い考え方を知ることができます。
　知的活動を行っていく研究や社会生活上において、課題やそ
の解決๏の発見は重要な要素です。知識発見基ૅ論は、そのた
めの有用な能力や考え方を養うことができるत業です。

（寄稿／仲ਗ਼फ़・知識３年）

知ࣝ৘報・ਤ書ؗ学類のत業紹介
஌ࣝ発ૅجݟ࿦のٛߨの様子

知ࣝ৘報・ਤ書ؗ学類の学生より

৘報学群　知ࣝ৘報・ਤ書ؗ学類

　知識情報・図書館学類での学びの特色は、
情報という֓念を土୆として様々な対象を
様々なアプローチで୳ٻしているところです。
この場をआりて๻がこの学類を選んだ理由、
そして現在の学びと目標を紹介できればと思
います。
　๻は子どものころから科学や S' が好きで、高校の์課後はよく
日฻れ過ぎまでそういった話題で༑人と盛り上がりました。しかし、
高校２年のळに読んだ情報学者・西֞通の『こころの情報学』が
進࿏選୒に大きく影ڹし情報学にとても興味が༙きました。「情報」
が通ఈする学際的な学問ྖ域を構૝しているその内容に心がགྷり、

「学際的な情報学」をキーワードに筑波大学のこの学類を選びま
した。図書館学から図書館情報学、そしてより学際的な情報学へ
という流れを持つ知識情報・図書館学類では、文系理系の֞ࠜ
を越え情報のѻいについて学Ϳことができます。そして３年生から
３つの主専߈に所属し、それぞれ人、情報技術、社会にフォーカ
スして知識を深めます。その学際的性質によって、科目ごとの関
連を理解しながら体系的に学Ϳことは難しく感じますが、この夏に
ドイツへ図書館のインターンに行って実際に情報をѻう職に触れ
たことで、大学で学んだいくつかの点がつながった気がします。๻
は知識情報システム主専߈に所属し、特にデータから知識を創出
する技術や人間がどうやって知識を創出するのかに興味を持ちな
がら日々学んでいます。ジェネラルなスペシャリストを目指してこれ
からも頑張りたいと思います。 （寄稿／࣡૔基文・知識３年）

桐の༿೔ه

に取り組むことができるようになりました。また、それなりに
社交性も身にணけることができ、人付き合いがあまり得意でな
かった私も、積極的に人に話しかけるようになりました。
　さらに、様々な人と関わっていくうちに積極性が増し、昨年
ほとんど取らなかったଞ学類のߨ義をいくつも取り、当初入っ
ていたサークルのଞにもう１つサークルをֻけ持つまでになり
ました。その結果、春学期末に体調を่すこととなってしまい
ましたが、やりたいことにひたむきになり、人とのܨがりも経
験も増えたため後չはありません。
　文サ連の広報ہ長として、そして学生広報会議に関わる身と
して、過ごせたこの１年は決して無ବではなかったとৼりฦっ
て思います。代ସわりの時期を迎え、私はこの業務から཭れる
こととなりますが、今度は私が当初してもらっていたように、
新メンバーを支えていきたいと思います。新メンバーも紫峰の
風製作に尽力してくれると思いますので、これからも紫峰の風
をよろしくお願いいたします。

（文責／文サ連広報ہ長　長ࡔ美優・創成２年）

　残ॵがݫしく夏の終わりが見えずにいたと思えば、ಥ然寒風
とӍに見舞われ、まるでळが通り過ぎౙが来てしまったと֮ࡨ
してしまいます。急にྫྷえࠐんだ中、皆様はお変わりなくお過
ごしでしょうか。
　私事ではありますが、私が文化系サークル連合会の広報ہ長
となり、「紫峰の風」製作に携わるようになってからまもなく
１年が経とうとしています。ӈもࠨもわからず先代の広報ہ長
を質問߈めにしていた以前の私をջかしく思うと同時に、ܹ務
に௥われながら過ごしたこの１年で、以前よりも成長した自分
の姿にތりを持てるようになりました。
　１年前、広報ہ内で一൪動けるという理由から、広報ہ長と
いう役職についてしまった私。中学時代、学級委員をやってい
てࣦഊした記Աがોり、果たして自分に広報ہのリーダーなど
務まるのだろうか、と不安な気持ちでいっͺいになっていまし
た。
　しかし、先代のہ長がくださった引継ぎ資料をもとに、時に
先代や広報部会の方々などを質問߈めにし、時にインターネッ
トに頼り、たどたどしくも何とか業務を਱行していくうちに、
かつてリーダー業でࣦഊした自分も、今では自৴を持って業務

学類・専門学群紹介

　量子力学は、私たちが普通には目にしないような小さな世քで
の現象をよりよく表現するための学問です。多くのߨ義では、ま
ず出発点となる公理を実験事実などから導いた上で、それを元に、
より本質的、あるいは現象を理解するのに౎合のよい๏ଇや方程
式を導出します。そこから再び様々な実験などで観ଌできる現象
を方程式に஋として組みࠐみ、計算することで導きます。この流
れを܁りฦすことで、より現実に近い物理を最も基本となる公理
から演៷的に理解することが出来ます。物理学類の座学は量子
力学に限らずこのように行われ、先生による൘書を中心とした時
間のほかには、学生による演習問題の解આや、先生に質問したり、
議論したりする時間で構成されます。量子力学は、理解が難しく
感じることも多いですが、一า一า積み重ねることでண実に理解
を進めることが出来るので、やりがいを多く感じることの出来る
（物理４年・ؙ߁寄稿／౻井） 。義ですߨ

෺ཧ学類のत業紹介

ྔ子ྗ学̐のٛߨの様子

ཧ工学群　෺ཧ学類

　物理学類は、量子論や相対論を用いて、自然քの様々な現象
の基本๏ଇを導くことを目的としています。そのために、古య物理
学や、物理的ࢹ点からミクロな世քを記ड़する量子力学・統計力
学などを学んでいます。

学類紹介

　z 物理 zと聞いてひたすら公式を҉記した高校の物理を૝૾す
ると、それは大学からの物理学とは全くҟなります。私は高校の
物理が多少得意だったからという理由でこの筑波大学の物理学
類を選୒しましたが、入学当初はそのࠩҟに非常にѹ౗されまし
た。まるで写真でしか見たことのなかった地に๚れたときのよう
な、物理学という待ち受ける૖大な世քに不安や高༲感を֮え
ました。私は物理学を学Ϳ過程でその新しいすばらしさに気付き
ました。まず物理学は応用ൣғがとても広くほ΅すべての科学の
基൫になっています。素ཻ子という小さなことからӉ஦という広
大なことについてまでઆ໌します。次に、物理学は理論そのもの
が美しいということです。物理学は神学をݯىとしますが、本当
に神が作った自然の理であるかのように、身の回りのࠞಱとした
ことがこんなにも簡ܿに記ड़できるということに非常に驚かされ
ます。私はこの物理学という神がѱٔに作った芸術を専߈して本
当に良かったと思います。この学問のすばらしさをより多くの人に
感じてもらえるとخしいものです。

（寄稿／岡੟࢘・物理３年）

෺ཧ学類の学生より

Ωϟンύスニϡース

平成29年度ळ学期ೖ学ࣜ
　９月29日、大学会館ホールにて平成29年度ळ学期入学式が行
われた。入学者は学群学生が76名、大学院学生が181名であっ
た。入学者の多くが外国人留学生であり、永田学長による式ࣙは全
てӳ語で行われた。
　入学式終ྃ後は同ホールにて、大学院学生２名による歓迎のՎ

「筑波大学メッセージソング『*.AG*NE T)E 'UTURE～ະ来を
૝え』」のՎ唱が行われ、入学者たちは静かにそのՎにࣖを܏けて
いた。また、歓迎のՎの後は、応援部W*NSによるエールが入学者
に送られた。W*NSのチアリーディングチーム、アンサンブルバンド、
そして学ランをணたリーダーらによる೤の入った全力のエールは入
学者の心にしっかり届いたことだろう。

（取ࡐ／広報部会　ਗ਼野ߊ平・生物４年）

平成29年度ଔ業 ・ࣜ学Ґهत༩ （ࣜ9݄期）
　９月25日に大学会館ホールで、９月期の卒業式・学位記त༩式
が執り行われた。ఱީはਗ਼々しいळ੖れで、卒業生の門出をॕう
にふさわしい日となった。永田学長から各専߈の代表に学位記が
त༩され、その後ॕࣙがड़べられた。多くが海外からの学生であ
るため、全てӳ語でのスϐーチだった。「あなた方が新たな挑戦に
取り組む૝૾力を働かせるほど、世ք中にこの大学の個性を表現
することになるでしょう。世の中のࢹ点で見ると、我々の大学の価
஋は、卒業生の皆さんが社会へもたらした価஋に等しいのです。
新たな人生へと౿み出す皆さんをॕうとともに、さらなる成長と
成ޭを心からفっております。」とॕࣙは締めくくられ、学群から
47人、大学院から115人の卒業生へܹ励の言葉がଃられた。

（取ࡐ／広報部会　村上優ҥ・人文４年）

ळ学ظೖ学ࣜでのԠԉ部 8*/4 にΑるΤーϧ永田学長かΒ学Ґهのत༩

ऽٿ部をԠԉする٬؍੮
スλδΞムにઃஔされた筑波ブースɻԠԉάοζͳどを഑෍

঵࿠બ手ౢށるɹ副কɹ͑ࢧ਎తͳϓϨーでチームをݙ

ऽٿ部ఱߖഋόスツΞー
　先日行われたఱߖഋラウンド 16、筑波大学ऽٿ部 Ws 大宮ア
ルディージャ戦のバスツアーには 365 名もの方たちに参加して頂
きました。バスは 9 ୆となり過ڈ最大規模の大応援団となりまし
た。メール予約して頂いたお客様と筑波大学からバスで会場 	 今
回はカシマサッカースタジアム 
 に向かい、部員たちと応援し、共
にಆうというものがバスツアーの内容です。バス内でも、応援練習
やビンΰ、モチベーションビデオ 	 気持ちが高まるようなビデオ 

の上өなど様々な企画をご用意しました。地域とのܨがりを大事
にしたいऽٿ部にとって、これほどの人数が集まり共にಆえるとい
う環境はとても有り難いことです。結果はչしいものとなりました
が、ऽٿ部だけではなく「筑波大学」や「つくば」の魅力を全国
に示すことができたと確৴しています。応援ありがとうございまし
た。 （寄稿／ऽٿ部バスツアーہ長　ࣉ岡തً・体専３年）

「紫峰の風」は学生生活の様子や活動の報告を、紫峰会基金協力者の皆様にお届けする広報誌で、ࢴ面の企画や記事の取ࡐ等は学生
広報会議や広報部会の学生が実施しています。この名称には「筑波の峰からਧき߱りる風に、我々の活動への૝いを乗せて、全国の皆
さまのもとへとお届けする」という意味がࠐめられております。

　第43回筑波大学学園祭「雙峰祭」は11月３日（金）から11
月５日（日）にかけて行われました。昨年のように全日程੖れ
というわけではなく、Ӎが߱った日もありましたが、雙峰祭は
大成ޭをおさめ、筑波大学生にとって最高の「筑波日和」と
なったと自負しております。今年は委員長として参加した雙峰
祭でしたが、ご来場いただいた方々をはじめ、筑波大学生や大
学職員の方々、実行委員の笑顔を間近で見ることができ、この
１年間尽力してきた成果を実感しました。

学園祭をऴ͑ͯ
　この度、雙峰祭の開催に際し、学生が主催する諸行事や課外
活動等に支援していただいている筑波大学紫峰会基金より、援
助金100ສ円を支援していただきました。昨年以上の雙峰祭を
創り上げるために、雙峰祭の運営資金としてこの援助金を有ޮ
に使わせていただきました。੣にありがとうございました。
（寄稿／平成29年度筑波大学学園祭実行委員会委員長

　田辺飛ୋ・物理２年）

ʵ内容ʵ
キャンパスニュース ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ １、２ท
ब職活動を終えて
学生相談室から、桐の葉日記

 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ １ท

学類・専門学群紹介、Editors�2017
平成31年卒業、修ྃ予定者対象ब職Ψイダンス等のすすめ

 ʜʜ 2ท

特集ɿ筑波大学の留学生事情 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 3 ท
芸サ連、文サ連、全代会、体育会活動紹介 ʜʜ 3、4 ท

今ޙのओな༧ఆ（変ߋになる場合があります）

ळABモジュール期末試験 12月20～26日
ౙ季休業 12月27日～１月８日
　同（東京キャンパス・໷間） 12月23日～１月５日
ळABCモジュール期末試験 ２月５、９、13～15日
　同（東京キャンパス・໷間） １月30、31日、２月８～10日
期末試験予備日 2月16日
　同（東京キャンパス・໷間） ２月̒、７、13日
春季休業 ２月17日～
　同（東京キャンパス・໷間） ２月14日～
卒業式・大学院学位記त༩式 ３月23日
　同（東京キャンパス・໷間） ３月24日

学生やͦのՈ଒ɺଔۀ生ɺ஍Ҭのํ々で೐わ͏ძๆ祭第一ΤϦΞの会৔

Ωϟンύスニϡース

雙峰祭
開催!!

雙峰祭
開催!! 546,6#" $0--&$5*0/ 2017ϛスλー・Ωϟϯύスड৆のتͼ

ϚδγϟϯζΫラブの「ΫϩースΞοϓϚδοΫγϣー」

と͖Ί͖ଠޑक़の学Ԃ祭スςーδ の͏りんむΒ೑൝のௗ΋΋୸Րম͖

後夜祭のΦーϓχϯάηϨϞχー দඒ஑લのϏーフスτϩΨϊフൢച

ळۭのԼのძๆ祭

写真部にΑる写真ల

લ夜祭つ͘όラΤςΟーの優勝チーム

ԉॿۚ໨࿥のଃఄۚجๆ会ࢵ

ܳ術ઐ໳学܈にΑる日ຊը੍࡞ల

લ夜祭でのۅ࢐舞にΑる舞͍

Ԡԉ部8*/4の後夜祭でのύフΥーϚϯス

໺生動෺ڀݚ会のలࣔاը「生෺日࿨」

લ夜祭のڸ։͖

学生にΑるडݧԠԉاը

DBGÉݭ楽ஂの؅ݭ؅

-(#52"αーΫϧに͡ͻΖにΑるలࣔاը

ॻ道部ॻలの࡞඼
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いる人々の活躍を知ることができ、学校
を見る目が変わりました。また、広報部
会の方 と々関わることにより、人຺もより
豊かなものになったと実感しております。
ありがとうございました。
（文サ連広報ہ長　長ࡔ美優・創成２年）

⾣編集の仕事にな
かなか׳れることが
できず、気ͮけばも
う引き継ぎの時期と
なりました。ৼりฦ
るとあの時はしっか
りやるべきだったと
後չの念を֮えます
が、この経験は今後
に活かしたいと思います。ただ、筑波大
学をҟなるࢹ点から見ることができたの
は大変楽しい経験でした。この１年間本
当にありがとうございました。

（芸サ連広報ہ長　ཱུঝ׸・地３ٿ年）

⾣紫峰の風の編集
をする広報会議は楽
しかった。記事の取
がなかったら経験ࡐ
しなかったイベント、
知らないままだった
学類の活動、団体
の実 ੷、小さな広
報誌の存在がたくさ
んある。同じ筑波大学という環境で生活
していても、属する組織によってそれぞれ
全くҟなる意図や方向性で動いているの
がはっきり見えて面白かった。自分の身の
回りのことだけこなして生きているよりも
よっΆどいい思いができた。おかげで良

紫峰の෩　ୈ 6 ߸　2017 年 12 月発行
発行　事業開発推進室
編集　学生部学生生活課
　　　学生広報会議（長ࡔ美優・創成２年、ࡔ井大ޛ・情報２年、
　　　　ཱུঝ׸・地３ٿ年、大野ѯ・応理３年、仲ਗ਼फ़・知識３年、
（生物２年・໌׮井༟平・医学２年、佐々木࡫　　　　
　　　広報部会（ࠇ川正ਉ・生໋環境２年、山岡ᔨӯ・シス情１年、
　　　　ถ山和文・数理物質１年、ਗ਼野ߊ平・生物４年、
　　　　村上優ҥ・人文４年）
タイトルロΰデβイン　塚本真理（芸専 2016 年度卒）
˟ 305�8577 茨城県つくば市ఱԦ୆1�1�1
電話ɿ029�853�5886
E�mailɿgk.shihokai!Vn.tsVkVba.ac.KQ

EEJUPST� 2�1� １年間、三系と全代会から集まった学生たちが、学内をはじめ各地を૸り回ってたくさんの話題
を取ࡐし、皆様に提ڙしてくれました。その１年間の感૝を書いてもらいました。

⾣「紫峰の風」の編
集の仕事はどれも普
通の学生生活ではな
かなか経験できない
ようなものばかりで、
私の人生の中で貴重
な体験となったと思
います。त業などが
๩しく、あまり仕事
にかかわることができずご໎࿭をおかけ
しましたが、この一年間やってこられたの
はひとえにଞのメンバーの皆さんのおかげ
です。ありがとうございました。

（芸サ連広報ہ員　大野ѯ・応理３年）

⾣普段の学生生活で
は経験できないよう
な仕事を「紫峰の風」
の編集に携わること
で経験することがで
きました。中でも卒
業式でஃ上で写真を
撮り、そのことに関
して自分で記事を書
いて一つの࿮を作ったことは思い出深いで
す。一年間本当にお世話になりました。
（文サ連広報ہ員　ࡔ井大ޛ・情報２年）

⾣「紫峰の風」の編
集に１年間携わらせ
ていただき、普段の
学校生活ではあまり
知ることのできない
団体活動のཪ側や、
活動の実ଶ、त業の
こと、さらには我々
の学校生活を支えて

い一年だった、終わるのがもったいない
と感じるほどである。

（体育会広報ہ長　仲ਗ਼फ़・知識３年）

⾣紫峰の風の編集に
一年間携わらせても
らって、様々な部活
動、サークルなどの
活動を知ることがで
き、とてもよかった
です。また、自分で
記事を書いたことな
どはとても貴重な体
験になりました。त業や部活の関係もあ
り、पりの人には໎࿭をかけてしまいまし
たが、広報に関わることができ、自分の
成長を実感できました。

（体育会医学部会広報ہ長
（井༟平・医学２年࡫

⾣私 が入学した当
初、筑波 大学の財
政について、国立大
学なのだから多くの
国੫と少しの学අに
よって࿫われている
と考えていました。
実際には筑波大学
紫峰会基金が様々
な所で関わっており、学生支援には必要
不可欠です。おそらく、かつての私のよう
に考えている人は学内外ともに少なくない
と思います。｢紫峰の風｣ の作成に１年携
わり、少しでも多くの方がこの基金の重要
性を認識していただけたならば޾いです。

（全代会学内行事委員会
佐々木໌׮・生物２年）

一財

割引対象

3700

750

80 立食可

紫峰会基金協ྗ者と
紫峰会会員のํ͸چ
̍ധ2��ԁׂҾ͠ます

˔ब職支援ϓϩグラム（ا業・団体）
˗ब職Ψイμンス

日　時 会　場 実施内容 日　時 会　場 実施内容

29.12.4（月） 16�15 ～17�30 1E 棟 303 ब職活動準備ߨ座ᶈグループディスカッション対ࡦ 	 事前予約制） 29.12 月～
１回 1.5 時間　計10 回 1E 棟各教室 フォローアップ エントリーシート対ࡦ（事前予約制）18�15 ～19�30

29.12.5（火） 15�15 ～16�30 1) 棟 101 　 　 　 ʏ 　 　 　 ᶉब活のためのマナーߨ座 30.1月～ 3 月
1 回 1.5 時間

各週 2 ～ 3 回程度
会場ະ定

フォローアップᶃエントリーシート対ࡦ（事前予約制）
29.12.6（水） 15�15 ～16�30 1) 棟 101 　 　 　 ʏ 　 　 　 ᶊ一般常識テスト受検会 　 　 ʏ 　 　 ᶄグループディスカッション対ࡦ（ 　 ʏ 　 ）

29.12.13（水） 15�15 ～18�00 1) 棟 101 　 　 　 ʏ 　 　 　 ᶋब活のためのメイク・ணこなしߨ座 　 　 ʏ 　 　 ᶅ面接対ࡦ　　　  　　（ 　 ʏ 　 ）
˗学内ا業આ໌会

日　時 会　場 実施内容
30.3.1	 木 
 ～ 3.10	 土 


12ɿ30 ～17ɿ15　5 ターム制 大学会館 各企業の人事担当者や̤̗・̤̜が来学し、ブースごとに企業֓要のઆ໌や質問等に応じてくれます。参
加企業については̝̥ٴびܝ示൘でお知らせします。（1日約 70 社出展）

˔ब職支援ϓϩグラム（ڭ員）
આ໌会　˞今年度͸ऴྃͯ͠いますݧࢼ༺࠾員ڭ˗

日　時 会　場 実施内容 ࢣߨ
29.10.18（水） 15�15 ～16�30 1E 棟 205 東京౎公立学校教員࠾用試験આ໌会 東京౎教育委員会
29.11.8（水） 12�15 ～13�30 1E 棟 502 新ׁ県公立学校教員࠾用試験આ໌会 新ׁ県ᣕܢ会
29.11.8（水） 15�15 ～16�30 1E 棟 205 用試験આ໌会࠾県公立学校教員ۄ࡛ 県教育委員会ۄ࡛

࠲ߨࡦରݧࢼ༺࠾員ڭ˗
日　時 会　場 実施内容 ࢣߨ

29.10.11	 水 
 � 10.19（木）
第 1 部 16�45　第 2 部 18�15 ～ 共同利用棟 A 第 1 部 教員࠾用試験の基本

第 2 部 教職教養試験対ࡦ　
東京アカデミー

（྆日ともに同一内容）
29.11.15（水） 1E 棟 303 教員࠾用試験合格体験報告会 在学生
30.1.15（月） 1C 棟 210 ଞ 模ٖत業 筑波大学 OB

今年度͸ऴྃͯ͠います˞　（੍ࠐ事લਃ）ࡦ体ผର࣏ࣗ ࠲ߨࡦରݧࢼ༺࠾員ڭ˗
日　時 会　場 実施内容 ࢣߨ

29.11.8（水） 13�45 ～15�15
1E 棟 502
または 503

ಢ木県と群馬県の試験の܏向と対ࡦ

筑波大学 OB29.11.8（水） 15�30 ～17�30 茨城県の試験の܏向と対ࡦ
29.11.15（水） 13�45 ～15�15 ࡦ向と対܏県と千葉県の試験のۄ࡛
29.11.22（水） 13�45 ～15�15 東京౎と神奈川県の試験の܏向と対ࡦ

（੍ࠐ事લਃ）ࡦ文ର࡞࿦ ࠲ߨࡦରݧࢼ༺࠾員ڭ˗
日　時 会　場 実施内容 ࢣߨ

29.11.22（水） 15�30 ～17�30 1E 棟 502 論作文対ࡦ 筑波大学 OB29.12.14（木） 13�45 ～15�45 1E 棟 204
（੍ࠐ事લਃ）ࡦରݧࢼ࣍ೋ ࠲ߨࡦରݧࢼ༺࠾員ڭ˗

日　時 会　場 実施内容 ࢣߨ
30.1.24（水） 13�45 ～16�30 1E 棟 205 2 次試験対ߨࡦ座 第 1 回

筑波大学 OB30.2.20（火） 13�45 ～16�30 1E 棟 205 2 次試験対ߨࡦ座 第 2 回
30.3.20（火） 13�45 ～16�30 1C 棟 306 2 次試験対ߨࡦ座 第 3 回

（੍ࠐ事લਃ）ݧࢼ໛ٖݧࢼ༺࠾員ڭ˗
日　時 会　場 実施内容

30.2.1（木） 13�10 ～17�50 1E 棟 303 ʲ全国ܕʳ
30.3.1（木） 13�10 ～17�50 1E 棟 303 ʲ全国ܕʳ

30.3.13（火） 13�10 ～15�50 1E 棟 203 ʲ茨城県ܕʳ̡ 神奈川県・ԣ඿市・川࡚市・相模原市ܕʳ̡ ʳ̡ܕ県・さいたま市ۄ࡛ 千葉県・千葉市ܕʳ
30.3.28（水） 13�10 ～16�00 1E 棟 401 ʲ東京౎ܕʳ

ະ定 ະ定 ʲ全国ܕʳ
˔ब職支援ϓϩグラム（ެ務員）
˗ެ務員Ψイμンス

日　時 会　場 実施内容 ࢣߨ
29.10.25（水） 13�45 ～15�00 1E 棟 205 国立国会図書館業務આ໌会 国立国会図書館
29.10.25（水） 15�15 ～16�30 1E 棟 205 ி業務આ໌会࡯ܯ ி࡯ܯ
29.11.22（水） 15�15 ～16�30 1E 棟 205 ๏務省専門職員આ໌会 茨城೶芸学院
29.12.6（水） 13�45 ～17�15 3A棟 301 国Ո公務員業務આ໌会 人事院

˔ΩϟリΞ形成支援ϓϩグラム
˗ΩϟリΞインλビϡー 2�1� 　 ～自分を活かせるしごとを見つけよう～

日　時 会　場 実施内容

29.11.18（土）13�00�17�00 大学会館　特別会議室
˞今年度は終ྃしていますが、次年度も同時期に行う予定です。
ब職活動で有ޮな OB・OG ๚問が大学内でできます。本学卒業生や東京地۠の社会人大学生がब
職活動での質問等に応じます。̡ 定員120 名、先ணॱで事前ొ録制となります。r

主に平成３１年３月卒業・修ྃ予定の学生向けに下記の通りΨイダンス、ߨ座を開催します。日時、内容等に変ߋが生じる場合がありますので
必ず「キャリアサポート部門�学生部ब職課　ホームページ httQ���syVshokV.sec.tsVkVba.ac.KQ�career�」にてご確認ください。

平成 31年ଔ業ɺमྃ༧ఆ者ର৅ब職Ψイμンス౳のすすΊ

ʦ8݄Լ०～2݄຤ʧ
 ᶃ9ɿ40～  ᶄ11ɿ00～  ᶅ13ɿ30～  ᶆ14ɿ45～  ᶇ16ɿ00～

ʦ্݄̏०～݄̔Լ०ʧ
 ᶃ9ɿ40～  ᶄ10ɿ30～  ᶅ11ɿ20～  ᶆ13ɿ30～  ᶇ14ɿ20～  ᶈ15ɿ20～  ᶉ16ɿ10～
˞1回の相談時間はおおむね40～60分になります。ʦ時期・時間は諸事情により変動しますʧ

˓૬ஊのਃ͠ࠐΈ・͓ ໰い合Θͤ͸・・・
学生部ब職課
（第一エリア1%棟 スチューデントプラβ内）
予約電話ɿ029�853�8444
ʤ受付時間  平日8ɿ30～12ɿ15  13ɿ15～17ɿ15ʥ

キャリアサポート部門�ब職課では、経験豊෋なキャリアカウンセラーが個別に相談に乗っています。ब職活動は元より、進࿏全般に関するアドバイス
や情報提ڙを行っています。学年は問いませんのでお気軽にब職課をご利用下さい。ঘ、個別相談は事前に予約が必要です。基本の相談時間は下記の
通りですが、別にごر望がある場合は予約時にご相談ください。

ΩϟリΞ・ब職૬ஊ૭ޱの͝Ҋ内

筑波େ学μイόーシテΟŋΞクセシビリテΟ・ΩϟリΞセンλー　ΩϟリΞサポート部門 � 学生部ब職՝
IUUQ���TZVTIPLV.TFD.UTVLVCB.BD.KQ�DBSFFS�

を主語にして自分の気持ちを表現することがあります。メール
を送った相手からฦ事が来ないときに、「あなたはいつもฦ事
をくれない」「（あなたの）そういうルーズな性格を直してよ」
といった言い方です。これは、相手を非難するニュアンス、相
手の意図や性格を決めつけるニュアンスがؚまれるので、しば
しば反発をটいてしまいます。一方、l̞z メッセージで表現
すると、例えば次のようになります。「ฦ事がこなくて、（私は）
何かあったんじΌないかと心配になった」「一言でもฦ事をく
れたら、خしいし安心する」。これは「私は、～だ」という言
い方なので、自分の気持ちを表現しやすくなります。言われる
ほうも、そのほうが素直な気持ちで受け取りやすいのではない
でしょうか。
　このテクニックは、親子や෉්などՈ଒同士の会話や、上࢘
として部下を஫意する、๙める場面でも使えます。年末年始、
Ո଒が集まるこの機会に話したい事がʜなどというときは、よ
かったら試してみてください。

ʮͪ࣋ؾを఻͑る l̞z ϝッセーδʯ　
อ݈؅ཧセンλー　学生૬ஊࣨ　ܚ野ང߳

　本年７月から学生相談室でۈ務しております、カウンセラー
のܚ野です。日に日に増す寒さとクリスマスソングに、一年の
終わりを感じています。私にとってこの一年は、新しい職場で
新しい人たちと出会い、新઱で大きな影ڹを受けた年でした。
　大学生という時期も、人間関係の幅がいっきに広がるときで
す。同じ学類の同級生だけでなく、サークル、研究室、アルバ
イトと、さまざまな年代、属性の人との交流を通して、༑情を
深めたり、࿀Ѫを経験したり、協力して何かを成し਱げる経験
を積んでいきます。時にはࣦഊしたり、ইついたりしながら、
人ͮきあいのやり方をॊೈで豊かにしていく学生さんにお付き
合いしていると、自然と応援したい気持ちになったり、時には
我が身をৼりฦったりと、なかなかにܹࢗ的です。
　今回ご紹介する l̞z メッセージは、気持ちを伝えるテクニッ
クのひとつで、「私」を主語にした言い方です。私たちは、感
情的になったときや、親しい相手と会話をするとき、「あなた」

学生૬ஊ͔ࣨら ड෇૭�29�8�3�2�1　　ޱ�
ి࿩૬ஊ　　�29�8�3�2��6

木賞にもًきました。この小આにඳかれているように、多くの
学生はब職活動という独特の文化にށ࿭うことでしょう。こう
して文ষを書いている私自身もまた、ब職活動に೰みۤしんだ
者の一人です。
　あまたあるۤ࿑の中でも、とりわけ情報の多さにۤしんだこ
とは忘れられません。ब職活動全盛期、一日に届くメール数は
100݅を௒えていました。メール以外にも、インターネット上
のܝ示൘、会社આ໌会、༑人からのӟなど、複数のチャネルを
介して届く情報は๲大で、さながら情報の海にనれているよう
でした。情報が集まりすぎるがゆえに、どの情報を৴じてよい
のか൑அが௥いつかず、疑心҉َになることもしばしば。「自
分の一生がこの一ॠにかかっている」と思うと、ྠをかけて不
安が募っていきました。  
　そんな私にٹいの手をࠩし৳べてくれたのは、6年間の学生
生活で出会った、筑波大の卒業生を中心とする社会人の皆様で
す。サークルやアルバイト、インターンシップなどを通して、
素੖らしいԑにܙまれていたことがٹいでした。世間知らずの
私に「社会とは何か」「これからどう生きるべきか」を教えて
くださったのは、社会人の皆様にଞなりません。お๩しいのに
も関わらず、親身になって話をしていただいたおかげで、ब職

活動を進める上での不安や疑問などを解ফすることができまし
た。また、そこで学んだことは、ଞのどんなことよりも実践的
で、かつ৴頼がஔけるものでした。݉好๏ࢣは『ె然૲』のな
かで「先達はあらまほしき事なり」と書いていますが、現代の
ब職活動でも同じことが言えるかもしれません。インターネッ
トや書籍などに情報がҲれかえっていたとしても、「先達」以
上に৴頼できるものは少ないのではないでしょうか。
　この文ষを読んでいる後輩の皆様へ。ब職活動と大学生活は
切っても切り཭せない関係にあります。ब職活動の時期になる
と、盛んに自己分ੳや企業研究をするようઞられることと思い
ますが、何か特別なことをする必要はないと思います。大学生
活とब職活動は連続しているものです。त業やサークルの中で
ഓってきた能力やつながりなどをきちんとৼりฦり、ब職活動
にも活かすことが、ब職活動を成ޭへと導くૅとなるでしょ
う。だからこそ、ぜひ今取り組んでいる諸活動を全力で取り組
んでください。今の経験が、ब職活動にもきっと活きてくるは
ずです。
　この場をआりて、ब職活動の際にお世話になりました皆々様
に深くྱޚ申し上げます。一日も早く皆様に近ͮけるよう、そ
して世の中の役に立てるようคࡅࠎ身する所存です。また、筑
波大の後輩の皆様が、ब職活動で՚々しい成果をあげられるよ
うおفり申し上げます。

ʮઌୡ͸͋らま΄͖͠事なりʯ

２年߈育専ڭՊڭ育研究Պڭ
઒ᬒوӳ

　朝井リョウの『何者』という作品をご
存じでしょうか。ब職活動に຋࿔される
̒人の大学生を޼みにඳき、第148回直

ब職活動をऴ͑ͯ

サッカーに携わっており、競技歴は16年にٴんでいる。良い
環境でサッカーをすることをٻめて筑波大学の進学も׎えた。
筑波大学ऽٿ部にはプロ・アマチュアを問わず多方面にコネク
ションが広がっている。今後もサッカーを続ける道を୳すには
最高の環境であり、卒業後もサッカーを本気で続ける道は用意
されていた。しかし私は「サッカー以外の世քを知り、その世
քで新しいເを見つけてみたい」と考えた。そして、経済的に
行をすることも最優先޹せなՈఉを築き、親޾まれた状ଶでܙ
事項であった。私がब職活動を始めることにした理由はそれで
ある。
　ब職活動を通じて心がけていたことは、「まず第一に行動す
る」、「最初のഽ感֮を大切にする」、「ब職活動に正解はな
い」ということである。
　私は保健体育の教員໔ڐ取得とब職活動を྆立させることを
大前提としていた。そして、一般的なब職活動が佳境に入って
くる５月、̒月に教育実習が重なることが事前に分かっていた
ため、とにかく早め早めに行動することを意識した。自己分ੳ
や企業研究のノウϋウも分かっていないࠒからब活サイトにొ
録し、部活動の合間を๓えるब活セミナーやワンデーインター
ンに参加し、ଞ大学のब活生のงғ気をഽで味わった。普段同

じ時間を共にしないब活生の価஋観や考え方をٵऩすること
が、何よりモチベーションにܨがった。
　内定先は大手人ࡐ紹介の企業へと決まった。ٻ職者やస職者
と企業をつなげる役割を担っていくことになる。ऩ入面、ۈ務
地、社員の方の魅力、そして何より自分の力を発شできそうか
どうか、などの観点で総合的に൑அした。ଞにも様々な要素は
あり、必ࢮに自分と向き合って自己分ੳを進めていった上で企
業選びのई度は見付けてきたが、結ہは感֮で自分に合ってい
たかそうでないかの൑அが一൪৴用できるように感じる。私の
内定先の企業は最初のઆ໌会段階から自分のフィーリングとマ
ッチしており、会社の価஋観も自分のそれと一கするために面
接もスムーズに進んでいった。このように書くとあまり深く考
えずにब職活動をしていたように思われるかもしれないが、も
ちろんब職先を選ばなければならない最終段階でいくつもの企
業が選୒ࢶにؚまれていた中での最終的な൑அ基準が、ഽ感֮
である。先ほどड़べたように一൪の動機は「自分の持っている
力を発شできそうだ」ということである。それでも選୒ࢶをߜ
り切れなくなったときに、直感を৴じたということである。
　最後に、ब職活動は楽しんだ者勝ちである。ࣦഊしても、ԑ
が無かったと割り切って次に進む、楽観的な考え方が必要にな
る。この記事を読んで頂いている方々の、または親しい方々の
ब職活動が成ޭすることを願ってやまない。

ʮ͑ߟす͗ͣɺ׉౻する͜とʯ

体育専門学群̐年
ষ　౻ࠤ

　ब職活動を始める際に最初に考えてお
くべきなのは、自分がब職活動をする理
由であると考える。私は小学生のࠒから

　知識情報・図書館学類は情報化社会に生きる我々が知識や情
報を有ޮに活用するための仕組みについて学Ϳ学類です。そのた
めに「知識科学」「知識情報システム」「情報資ݯ経営」の３つの
主専߈で、知識情報と社会をつなぐ人ࡐを育成しています。

学類紹介

　知識発見基ૅ論では、創଄性とはなにかという事を学び、そ
のࢹ点から物事の課題発見から計画の終ྃまでの一連の要素を
学んでいきます。
　まず創଄性とはなにかという点については、論理的推論に始
まり、知能研究、創଄性と知能の関係、性格特性と創଄性の適
性の研究など、創଄性の科学について֓観することを通して理
解します。
　次に各種の創଄性開発技๏を学びます。۩体的には、課題に
対しアイデアを出す発૝๏や連૝๏、それをまとめるऩଋ技๏、
ະ来の予ଌ技๏、プランの計画技๏と実践、その評価方๏など
です。
　त業の中では創଄性テストや発૝๏や連૝๏を実際に行い、
知的活動のはじめから終わりまでの各段階にある、様々な手๏
や幅広い考え方を知ることができます。
　知的活動を行っていく研究や社会生活上において、課題やそ
の解決๏の発見は重要な要素です。知識発見基ૅ論は、そのた
めの有用な能力や考え方を養うことができるत業です。

（寄稿／仲ਗ਼फ़・知識３年）

知ࣝ৘報・ਤ書ؗ学類のत業紹介
஌ࣝ発ૅجݟ࿦のٛߨの様子

知ࣝ৘報・ਤ書ؗ学類の学生より

৘報学群　知ࣝ৘報・ਤ書ؗ学類

　知識情報・図書館学類での学びの特色は、
情報という֓念を土୆として様々な対象を
様々なアプローチで୳ٻしているところです。
この場をआりて๻がこの学類を選んだ理由、
そして現在の学びと目標を紹介できればと思
います。
　๻は子どものころから科学や S' が好きで、高校の์課後はよく
日฻れ過ぎまでそういった話題で༑人と盛り上がりました。しかし、
高校２年のळに読んだ情報学者・西֞通の『こころの情報学』が
進࿏選୒に大きく影ڹし情報学にとても興味が༙きました。「情報」
が通ఈする学際的な学問ྖ域を構૝しているその内容に心がགྷり、

「学際的な情報学」をキーワードに筑波大学のこの学類を選びま
した。図書館学から図書館情報学、そしてより学際的な情報学へ
という流れを持つ知識情報・図書館学類では、文系理系の֞ࠜ
を越え情報のѻいについて学Ϳことができます。そして３年生から
３つの主専߈に所属し、それぞれ人、情報技術、社会にフォーカ
スして知識を深めます。その学際的性質によって、科目ごとの関
連を理解しながら体系的に学Ϳことは難しく感じますが、この夏に
ドイツへ図書館のインターンに行って実際に情報をѻう職に触れ
たことで、大学で学んだいくつかの点がつながった気がします。๻
は知識情報システム主専߈に所属し、特にデータから知識を創出
する技術や人間がどうやって知識を創出するのかに興味を持ちな
がら日々学んでいます。ジェネラルなスペシャリストを目指してこれ
からも頑張りたいと思います。 （寄稿／࣡૔基文・知識３年）

桐の༿೔ه

に取り組むことができるようになりました。また、それなりに
社交性も身にணけることができ、人付き合いがあまり得意でな
かった私も、積極的に人に話しかけるようになりました。
　さらに、様々な人と関わっていくうちに積極性が増し、昨年
ほとんど取らなかったଞ学類のߨ義をいくつも取り、当初入っ
ていたサークルのଞにもう１つサークルをֻけ持つまでになり
ました。その結果、春学期末に体調を่すこととなってしまい
ましたが、やりたいことにひたむきになり、人とのܨがりも経
験も増えたため後չはありません。
　文サ連の広報ہ長として、そして学生広報会議に関わる身と
して、過ごせたこの１年は決して無ବではなかったとৼりฦっ
て思います。代ସわりの時期を迎え、私はこの業務から཭れる
こととなりますが、今度は私が当初してもらっていたように、
新メンバーを支えていきたいと思います。新メンバーも紫峰の
風製作に尽力してくれると思いますので、これからも紫峰の風
をよろしくお願いいたします。

（文責／文サ連広報ہ長　長ࡔ美優・創成２年）

　残ॵがݫしく夏の終わりが見えずにいたと思えば、ಥ然寒風
とӍに見舞われ、まるでळが通り過ぎౙが来てしまったと֮ࡨ
してしまいます。急にྫྷえࠐんだ中、皆様はお変わりなくお過
ごしでしょうか。
　私事ではありますが、私が文化系サークル連合会の広報ہ長
となり、「紫峰の風」製作に携わるようになってからまもなく
１年が経とうとしています。ӈもࠨもわからず先代の広報ہ長
を質問߈めにしていた以前の私をջかしく思うと同時に、ܹ務
に௥われながら過ごしたこの１年で、以前よりも成長した自分
の姿にތりを持てるようになりました。
　１年前、広報ہ内で一൪動けるという理由から、広報ہ長と
いう役職についてしまった私。中学時代、学級委員をやってい
てࣦഊした記Աがોり、果たして自分に広報ہのリーダーなど
務まるのだろうか、と不安な気持ちでいっͺいになっていまし
た。
　しかし、先代のہ長がくださった引継ぎ資料をもとに、時に
先代や広報部会の方々などを質問߈めにし、時にインターネッ
トに頼り、たどたどしくも何とか業務を਱行していくうちに、
かつてリーダー業でࣦഊした自分も、今では自৴を持って業務

学類・専門学群紹介

　量子力学は、私たちが普通には目にしないような小さな世քで
の現象をよりよく表現するための学問です。多くのߨ義では、ま
ず出発点となる公理を実験事実などから導いた上で、それを元に、
より本質的、あるいは現象を理解するのに౎合のよい๏ଇや方程
式を導出します。そこから再び様々な実験などで観ଌできる現象
を方程式に஋として組みࠐみ、計算することで導きます。この流
れを܁りฦすことで、より現実に近い物理を最も基本となる公理
から演៷的に理解することが出来ます。物理学類の座学は量子
力学に限らずこのように行われ、先生による൘書を中心とした時
間のほかには、学生による演習問題の解આや、先生に質問したり、
議論したりする時間で構成されます。量子力学は、理解が難しく
感じることも多いですが、一า一า積み重ねることでண実に理解
を進めることが出来るので、やりがいを多く感じることの出来る
（物理４年・ؙ߁寄稿／౻井） 。義ですߨ

෺ཧ学類のत業紹介

ྔ子ྗ学̐のٛߨの様子

ཧ工学群　෺ཧ学類

　物理学類は、量子論や相対論を用いて、自然քの様々な現象
の基本๏ଇを導くことを目的としています。そのために、古య物理
学や、物理的ࢹ点からミクロな世քを記ड़する量子力学・統計力
学などを学んでいます。

学類紹介

　z 物理 zと聞いてひたすら公式を҉記した高校の物理を૝૾す
ると、それは大学からの物理学とは全くҟなります。私は高校の
物理が多少得意だったからという理由でこの筑波大学の物理学
類を選୒しましたが、入学当初はそのࠩҟに非常にѹ౗されまし
た。まるで写真でしか見たことのなかった地に๚れたときのよう
な、物理学という待ち受ける૖大な世քに不安や高༲感を֮え
ました。私は物理学を学Ϳ過程でその新しいすばらしさに気付き
ました。まず物理学は応用ൣғがとても広くほ΅すべての科学の
基൫になっています。素ཻ子という小さなことからӉ஦という広
大なことについてまでઆ໌します。次に、物理学は理論そのもの
が美しいということです。物理学は神学をݯىとしますが、本当
に神が作った自然の理であるかのように、身の回りのࠞಱとした
ことがこんなにも簡ܿに記ड़できるということに非常に驚かされ
ます。私はこの物理学という神がѱٔに作った芸術を専߈して本
当に良かったと思います。この学問のすばらしさをより多くの人に
感じてもらえるとخしいものです。

（寄稿／岡੟࢘・物理３年）

෺ཧ学類の学生より

Ωϟンύスニϡース

平成29年度ळ学期ೖ学ࣜ
　９月29日、大学会館ホールにて平成29年度ळ学期入学式が行
われた。入学者は学群学生が76名、大学院学生が181名であっ
た。入学者の多くが外国人留学生であり、永田学長による式ࣙは全
てӳ語で行われた。
　入学式終ྃ後は同ホールにて、大学院学生２名による歓迎のՎ

「筑波大学メッセージソング『*.AG*NE T)E 'UTURE～ະ来を
૝え』」のՎ唱が行われ、入学者たちは静かにそのՎにࣖを܏けて
いた。また、歓迎のՎの後は、応援部W*NSによるエールが入学者
に送られた。W*NSのチアリーディングチーム、アンサンブルバンド、
そして学ランをணたリーダーらによる೤の入った全力のエールは入
学者の心にしっかり届いたことだろう。

（取ࡐ／広報部会　ਗ਼野ߊ平・生物４年）

平成29年度ଔ業 ・ࣜ学Ґهत༩ （ࣜ9݄期）
　９月25日に大学会館ホールで、９月期の卒業式・学位記त༩式
が執り行われた。ఱީはਗ਼々しいळ੖れで、卒業生の門出をॕう
にふさわしい日となった。永田学長から各専߈の代表に学位記が
त༩され、その後ॕࣙがड़べられた。多くが海外からの学生であ
るため、全てӳ語でのスϐーチだった。「あなた方が新たな挑戦に
取り組む૝૾力を働かせるほど、世ք中にこの大学の個性を表現
することになるでしょう。世の中のࢹ点で見ると、我々の大学の価
஋は、卒業生の皆さんが社会へもたらした価஋に等しいのです。
新たな人生へと౿み出す皆さんをॕうとともに、さらなる成長と
成ޭを心からفっております。」とॕࣙは締めくくられ、学群から
47人、大学院から115人の卒業生へܹ励の言葉がଃられた。

（取ࡐ／広報部会　村上優ҥ・人文４年）

ळ学ظೖ学ࣜでのԠԉ部 8*/4 にΑるΤーϧ永田学長かΒ学Ґهのत༩

ऽٿ部をԠԉする٬؍੮
スλδΞムにઃஔされた筑波ブースɻԠԉάοζͳどを഑෍

঵࿠બ手ౢށるɹ副কɹ͑ࢧ਎తͳϓϨーでチームをݙ

ऽٿ部ఱߖഋόスツΞー
　先日行われたఱߖഋラウンド 16、筑波大学ऽٿ部 Ws 大宮ア
ルディージャ戦のバスツアーには 365 名もの方たちに参加して頂
きました。バスは 9 ୆となり過ڈ最大規模の大応援団となりまし
た。メール予約して頂いたお客様と筑波大学からバスで会場 	 今
回はカシマサッカースタジアム 
 に向かい、部員たちと応援し、共
にಆうというものがバスツアーの内容です。バス内でも、応援練習
やビンΰ、モチベーションビデオ 	 気持ちが高まるようなビデオ 

の上өなど様々な企画をご用意しました。地域とのܨがりを大事
にしたいऽٿ部にとって、これほどの人数が集まり共にಆえるとい
う環境はとても有り難いことです。結果はչしいものとなりました
が、ऽٿ部だけではなく「筑波大学」や「つくば」の魅力を全国
に示すことができたと確৴しています。応援ありがとうございまし
た。 （寄稿／ऽٿ部バスツアーہ長　ࣉ岡തً・体専３年）

「紫峰の風」は学生生活の様子や活動の報告を、紫峰会基金協力者の皆様にお届けする広報誌で、ࢴ面の企画や記事の取ࡐ等は学生
広報会議や広報部会の学生が実施しています。この名称には「筑波の峰からਧき߱りる風に、我々の活動への૝いを乗せて、全国の皆
さまのもとへとお届けする」という意味がࠐめられております。

　第43回筑波大学学園祭「雙峰祭」は11月３日（金）から11
月５日（日）にかけて行われました。昨年のように全日程੖れ
というわけではなく、Ӎが߱った日もありましたが、雙峰祭は
大成ޭをおさめ、筑波大学生にとって最高の「筑波日和」と
なったと自負しております。今年は委員長として参加した雙峰
祭でしたが、ご来場いただいた方々をはじめ、筑波大学生や大
学職員の方々、実行委員の笑顔を間近で見ることができ、この
１年間尽力してきた成果を実感しました。

学園祭をऴ͑ͯ
　この度、雙峰祭の開催に際し、学生が主催する諸行事や課外
活動等に支援していただいている筑波大学紫峰会基金より、援
助金100ສ円を支援していただきました。昨年以上の雙峰祭を
創り上げるために、雙峰祭の運営資金としてこの援助金を有ޮ
に使わせていただきました。੣にありがとうございました。
（寄稿／平成29年度筑波大学学園祭実行委員会委員長

　田辺飛ୋ・物理２年）

ʵ内容ʵ
キャンパスニュース ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ １、２ท
ब職活動を終えて
学生相談室から、桐の葉日記

 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ １ท

学類・専門学群紹介、Editors�2017
平成31年卒業、修ྃ予定者対象ब職Ψイダンス等のすすめ

 ʜʜ 2ท

特集ɿ筑波大学の留学生事情 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 3 ท
芸サ連、文サ連、全代会、体育会活動紹介 ʜʜ 3、4 ท

今ޙのओな༧ఆ（変ߋになる場合があります）

ळABモジュール期末試験 12月20～26日
ౙ季休業 12月27日～１月８日
　同（東京キャンパス・໷間） 12月23日～１月５日
ळABCモジュール期末試験 ２月５、９、13～15日
　同（東京キャンパス・໷間） １月30、31日、２月８～10日
期末試験予備日 2月16日
　同（東京キャンパス・໷間） ２月̒、７、13日
春季休業 ２月17日～
　同（東京キャンパス・໷間） ２月14日～
卒業式・大学院学位記त༩式 ３月23日
　同（東京キャンパス・໷間） ３月24日

学生やͦのՈ଒ɺଔۀ生ɺ஍Ҭのํ々で೐わ͏ძๆ祭第一ΤϦΞの会৔

Ωϟンύスニϡース

雙峰祭
開催!!

雙峰祭
開催!! 546,6#" $0--&$5*0/ 2017ϛスλー・Ωϟϯύスड৆のتͼ

ϚδγϟϯζΫラブの「ΫϩースΞοϓϚδοΫγϣー」

と͖Ί͖ଠޑक़の学Ԃ祭スςーδ の͏りんむΒ೑൝のௗ΋΋୸Րম͖

後夜祭のΦーϓχϯάηϨϞχー দඒ஑લのϏーフスτϩΨϊフൢച

ळۭのԼのძๆ祭

写真部にΑる写真ల

લ夜祭つ͘όラΤςΟーの優勝チーム

ԉॿۚ໨࿥のଃఄۚجๆ会ࢵ

ܳ術ઐ໳学܈にΑる日ຊը੍࡞ల

લ夜祭でのۅ࢐舞にΑる舞͍

Ԡԉ部8*/4の後夜祭でのύフΥーϚϯス

໺生動෺ڀݚ会のలࣔاը「生෺日࿨」

લ夜祭のڸ։͖

学生にΑるडݧԠԉاը

DBGÉݭ楽ஂの؅ݭ؅

-(#52"αーΫϧに͡ͻΖにΑるలࣔاը

ॻ道部ॻలの࡞඼
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いる人々の活躍を知ることができ、学校
を見る目が変わりました。また、広報部
会の方 と々関わることにより、人຺もより
豊かなものになったと実感しております。
ありがとうございました。
（文サ連広報ہ長　長ࡔ美優・創成２年）

⾣編集の仕事にな
かなか׳れることが
できず、気ͮけばも
う引き継ぎの時期と
なりました。ৼりฦ
るとあの時はしっか
りやるべきだったと
後չの念を֮えます
が、この経験は今後
に活かしたいと思います。ただ、筑波大
学をҟなるࢹ点から見ることができたの
は大変楽しい経験でした。この１年間本
当にありがとうございました。

（芸サ連広報ہ長　ཱུঝ׸・地３ٿ年）

⾣紫峰の風の編集
をする広報会議は楽
しかった。記事の取
がなかったら経験ࡐ
しなかったイベント、
知らないままだった
学類の活動、団体
の実 ੷、小さな広
報誌の存在がたくさ
んある。同じ筑波大学という環境で生活
していても、属する組織によってそれぞれ
全くҟなる意図や方向性で動いているの
がはっきり見えて面白かった。自分の身の
回りのことだけこなして生きているよりも
よっΆどいい思いができた。おかげで良

紫峰の෩　ୈ 6 ߸　2017 年 12 月発行
発行　事業開発推進室
編集　学生部学生生活課
　　　学生広報会議（長ࡔ美優・創成２年、ࡔ井大ޛ・情報２年、
　　　　ཱུঝ׸・地３ٿ年、大野ѯ・応理３年、仲ਗ਼फ़・知識３年、
（生物２年・໌׮井༟平・医学２年、佐々木࡫　　　　
　　　広報部会（ࠇ川正ਉ・生໋環境２年、山岡ᔨӯ・シス情１年、
　　　　ถ山和文・数理物質１年、ਗ਼野ߊ平・生物４年、
　　　　村上優ҥ・人文４年）
タイトルロΰデβイン　塚本真理（芸専 2016 年度卒）
˟ 305�8577 茨城県つくば市ఱԦ୆1�1�1
電話ɿ029�853�5886
E�mailɿgk.shihokai!Vn.tsVkVba.ac.KQ

EEJUPST� 2�1� １年間、三系と全代会から集まった学生たちが、学内をはじめ各地を૸り回ってたくさんの話題
を取ࡐし、皆様に提ڙしてくれました。その１年間の感૝を書いてもらいました。

⾣「紫峰の風」の編
集の仕事はどれも普
通の学生生活ではな
かなか経験できない
ようなものばかりで、
私の人生の中で貴重
な体験となったと思
います。त業などが
๩しく、あまり仕事
にかかわることができずご໎࿭をおかけ
しましたが、この一年間やってこられたの
はひとえにଞのメンバーの皆さんのおかげ
です。ありがとうございました。

（芸サ連広報ہ員　大野ѯ・応理３年）

⾣普段の学生生活で
は経験できないよう
な仕事を「紫峰の風」
の編集に携わること
で経験することがで
きました。中でも卒
業式でஃ上で写真を
撮り、そのことに関
して自分で記事を書
いて一つの࿮を作ったことは思い出深いで
す。一年間本当にお世話になりました。
（文サ連広報ہ員　ࡔ井大ޛ・情報２年）

⾣「紫峰の風」の編
集に１年間携わらせ
ていただき、普段の
学校生活ではあまり
知ることのできない
団体活動のཪ側や、
活動の実ଶ、त業の
こと、さらには我々
の学校生活を支えて

い一年だった、終わるのがもったいない
と感じるほどである。

（体育会広報ہ長　仲ਗ਼फ़・知識３年）

⾣紫峰の風の編集に
一年間携わらせても
らって、様々な部活
動、サークルなどの
活動を知ることがで
き、とてもよかった
です。また、自分で
記事を書いたことな
どはとても貴重な体
験になりました。त業や部活の関係もあ
り、पりの人には໎࿭をかけてしまいまし
たが、広報に関わることができ、自分の
成長を実感できました。

（体育会医学部会広報ہ長
（井༟平・医学２年࡫

⾣私 が入学した当
初、筑波 大学の財
政について、国立大
学なのだから多くの
国੫と少しの学අに
よって࿫われている
と考えていました。
実際には筑波大学
紫峰会基金が様々
な所で関わっており、学生支援には必要
不可欠です。おそらく、かつての私のよう
に考えている人は学内外ともに少なくない
と思います。｢紫峰の風｣ の作成に１年携
わり、少しでも多くの方がこの基金の重要
性を認識していただけたならば޾いです。

（全代会学内行事委員会
佐々木໌׮・生物２年）

一財

割引対象

3700

750

80 立食可

紫峰会基金協ྗ者と
紫峰会会員のํ͸چ
̍ധ2��ԁׂҾ͠ます

˔ब職支援ϓϩグラム（ا業・団体）
˗ब職Ψイμンス

日　時 会　場 実施内容 日　時 会　場 実施内容

29.12.4（月） 16�15 ～17�30 1E 棟 303 ब職活動準備ߨ座ᶈグループディスカッション対ࡦ 	 事前予約制） 29.12 月～
１回 1.5 時間　計10 回 1E 棟各教室 フォローアップ エントリーシート対ࡦ（事前予約制）18�15 ～19�30

29.12.5（火） 15�15 ～16�30 1) 棟 101 　 　 　 ʏ 　 　 　 ᶉब活のためのマナーߨ座 30.1月～ 3 月
1 回 1.5 時間

各週 2 ～ 3 回程度
会場ະ定

フォローアップᶃエントリーシート対ࡦ（事前予約制）
29.12.6（水） 15�15 ～16�30 1) 棟 101 　 　 　 ʏ 　 　 　 ᶊ一般常識テスト受検会 　 　 ʏ 　 　 ᶄグループディスカッション対ࡦ（ 　 ʏ 　 ）

29.12.13（水） 15�15 ～18�00 1) 棟 101 　 　 　 ʏ 　 　 　 ᶋब活のためのメイク・ணこなしߨ座 　 　 ʏ 　 　 ᶅ面接対ࡦ　　　  　　（ 　 ʏ 　 ）
˗学内ا業આ໌会

日　時 会　場 実施内容
30.3.1	 木 
 ～ 3.10	 土 


12ɿ30 ～17ɿ15　5 ターム制 大学会館 各企業の人事担当者や̤̗・̤̜が来学し、ブースごとに企業֓要のઆ໌や質問等に応じてくれます。参
加企業については̝̥ٴびܝ示൘でお知らせします。（1日約 70 社出展）

˔ब職支援ϓϩグラム（ڭ員）
આ໌会　˞今年度͸ऴྃͯ͠いますݧࢼ༺࠾員ڭ˗

日　時 会　場 実施内容 ࢣߨ
29.10.18（水） 15�15 ～16�30 1E 棟 205 東京౎公立学校教員࠾用試験આ໌会 東京౎教育委員会
29.11.8（水） 12�15 ～13�30 1E 棟 502 新ׁ県公立学校教員࠾用試験આ໌会 新ׁ県ᣕܢ会
29.11.8（水） 15�15 ～16�30 1E 棟 205 用試験આ໌会࠾県公立学校教員ۄ࡛ 県教育委員会ۄ࡛

࠲ߨࡦରݧࢼ༺࠾員ڭ˗
日　時 会　場 実施内容 ࢣߨ

29.10.11	 水 
 � 10.19（木）
第 1 部 16�45　第 2 部 18�15 ～ 共同利用棟 A 第 1 部 教員࠾用試験の基本

第 2 部 教職教養試験対ࡦ　
東京アカデミー

（྆日ともに同一内容）
29.11.15（水） 1E 棟 303 教員࠾用試験合格体験報告会 在学生
30.1.15（月） 1C 棟 210 ଞ 模ٖत業 筑波大学 OB

今年度͸ऴྃͯ͠います˞　（੍ࠐ事લਃ）ࡦ体ผର࣏ࣗ ࠲ߨࡦରݧࢼ༺࠾員ڭ˗
日　時 会　場 実施内容 ࢣߨ

29.11.8（水） 13�45 ～15�15
1E 棟 502
または 503

ಢ木県と群馬県の試験の܏向と対ࡦ

筑波大学 OB29.11.8（水） 15�30 ～17�30 茨城県の試験の܏向と対ࡦ
29.11.15（水） 13�45 ～15�15 ࡦ向と対܏県と千葉県の試験のۄ࡛
29.11.22（水） 13�45 ～15�15 東京౎と神奈川県の試験の܏向と対ࡦ

（੍ࠐ事લਃ）ࡦ文ର࡞࿦ ࠲ߨࡦରݧࢼ༺࠾員ڭ˗
日　時 会　場 実施内容 ࢣߨ

29.11.22（水） 15�30 ～17�30 1E 棟 502 論作文対ࡦ 筑波大学 OB29.12.14（木） 13�45 ～15�45 1E 棟 204
（੍ࠐ事લਃ）ࡦରݧࢼ࣍ೋ ࠲ߨࡦରݧࢼ༺࠾員ڭ˗

日　時 会　場 実施内容 ࢣߨ
30.1.24（水） 13�45 ～16�30 1E 棟 205 2 次試験対ߨࡦ座 第 1 回

筑波大学 OB30.2.20（火） 13�45 ～16�30 1E 棟 205 2 次試験対ߨࡦ座 第 2 回
30.3.20（火） 13�45 ～16�30 1C 棟 306 2 次試験対ߨࡦ座 第 3 回

（੍ࠐ事લਃ）ݧࢼ໛ٖݧࢼ༺࠾員ڭ˗
日　時 会　場 実施内容

30.2.1（木） 13�10 ～17�50 1E 棟 303 ʲ全国ܕʳ
30.3.1（木） 13�10 ～17�50 1E 棟 303 ʲ全国ܕʳ

30.3.13（火） 13�10 ～15�50 1E 棟 203 ʲ茨城県ܕʳ̡ 神奈川県・ԣ඿市・川࡚市・相模原市ܕʳ̡ ʳ̡ܕ県・さいたま市ۄ࡛ 千葉県・千葉市ܕʳ
30.3.28（水） 13�10 ～16�00 1E 棟 401 ʲ東京౎ܕʳ

ະ定 ະ定 ʲ全国ܕʳ
˔ब職支援ϓϩグラム（ެ務員）
˗ެ務員Ψイμンス

日　時 会　場 実施内容 ࢣߨ
29.10.25（水） 13�45 ～15�00 1E 棟 205 国立国会図書館業務આ໌会 国立国会図書館
29.10.25（水） 15�15 ～16�30 1E 棟 205 ி業務આ໌会࡯ܯ ி࡯ܯ
29.11.22（水） 15�15 ～16�30 1E 棟 205 ๏務省専門職員આ໌会 茨城೶芸学院
29.12.6（水） 13�45 ～17�15 3A棟 301 国Ո公務員業務આ໌会 人事院

˔ΩϟリΞ形成支援ϓϩグラム
˗ΩϟリΞインλビϡー 2�1� 　 ～自分を活かせるしごとを見つけよう～

日　時 会　場 実施内容

29.11.18（土）13�00�17�00 大学会館　特別会議室
˞今年度は終ྃしていますが、次年度も同時期に行う予定です。
ब職活動で有ޮな OB・OG ๚問が大学内でできます。本学卒業生や東京地۠の社会人大学生がब
職活動での質問等に応じます。̡ 定員120 名、先ணॱで事前ొ録制となります。r

主に平成３１年３月卒業・修ྃ予定の学生向けに下記の通りΨイダンス、ߨ座を開催します。日時、内容等に変ߋが生じる場合がありますので
必ず「キャリアサポート部門�学生部ब職課　ホームページ httQ���syVshokV.sec.tsVkVba.ac.KQ�career�」にてご確認ください。

平成 31年ଔ業ɺमྃ༧ఆ者ର৅ब職Ψイμンス౳のすすΊ

ʦ8݄Լ०～2݄຤ʧ
 ᶃ9ɿ40～  ᶄ11ɿ00～  ᶅ13ɿ30～  ᶆ14ɿ45～  ᶇ16ɿ00～

ʦ্݄̏०～݄̔Լ०ʧ
 ᶃ9ɿ40～  ᶄ10ɿ30～  ᶅ11ɿ20～  ᶆ13ɿ30～  ᶇ14ɿ20～  ᶈ15ɿ20～  ᶉ16ɿ10～
˞1回の相談時間はおおむね40～60分になります。ʦ時期・時間は諸事情により変動しますʧ

˓૬ஊのਃ͠ࠐΈ・͓ ໰い合Θͤ͸・・・
学生部ब職課
（第一エリア1%棟 スチューデントプラβ内）
予約電話ɿ029�853�8444
ʤ受付時間  平日8ɿ30～12ɿ15  13ɿ15～17ɿ15ʥ

キャリアサポート部門�ब職課では、経験豊෋なキャリアカウンセラーが個別に相談に乗っています。ब職活動は元より、進࿏全般に関するアドバイス
や情報提ڙを行っています。学年は問いませんのでお気軽にब職課をご利用下さい。ঘ、個別相談は事前に予約が必要です。基本の相談時間は下記の
通りですが、別にごر望がある場合は予約時にご相談ください。

ΩϟリΞ・ब職૬ஊ૭ޱの͝Ҋ内

筑波େ学μイόーシテΟŋΞクセシビリテΟ・ΩϟリΞセンλー　ΩϟリΞサポート部門 � 学生部ब職՝
IUUQ���TZVTIPLV.TFD.UTVLVCB.BD.KQ�DBSFFS�

を主語にして自分の気持ちを表現することがあります。メール
を送った相手からฦ事が来ないときに、「あなたはいつもฦ事
をくれない」「（あなたの）そういうルーズな性格を直してよ」
といった言い方です。これは、相手を非難するニュアンス、相
手の意図や性格を決めつけるニュアンスがؚまれるので、しば
しば反発をটいてしまいます。一方、l̞z メッセージで表現
すると、例えば次のようになります。「ฦ事がこなくて、（私は）
何かあったんじΌないかと心配になった」「一言でもฦ事をく
れたら、خしいし安心する」。これは「私は、～だ」という言
い方なので、自分の気持ちを表現しやすくなります。言われる
ほうも、そのほうが素直な気持ちで受け取りやすいのではない
でしょうか。
　このテクニックは、親子や෉්などՈ଒同士の会話や、上࢘
として部下を஫意する、๙める場面でも使えます。年末年始、
Ո଒が集まるこの機会に話したい事がʜなどというときは、よ
かったら試してみてください。

ʮͪ࣋ؾを఻͑る l̞z ϝッセーδʯ　
อ݈؅ཧセンλー　学生૬ஊࣨ　ܚ野ང߳

　本年７月から学生相談室でۈ務しております、カウンセラー
のܚ野です。日に日に増す寒さとクリスマスソングに、一年の
終わりを感じています。私にとってこの一年は、新しい職場で
新しい人たちと出会い、新઱で大きな影ڹを受けた年でした。
　大学生という時期も、人間関係の幅がいっきに広がるときで
す。同じ学類の同級生だけでなく、サークル、研究室、アルバ
イトと、さまざまな年代、属性の人との交流を通して、༑情を
深めたり、࿀Ѫを経験したり、協力して何かを成し਱げる経験
を積んでいきます。時にはࣦഊしたり、ইついたりしながら、
人ͮきあいのやり方をॊೈで豊かにしていく学生さんにお付き
合いしていると、自然と応援したい気持ちになったり、時には
我が身をৼりฦったりと、なかなかにܹࢗ的です。
　今回ご紹介する l̞z メッセージは、気持ちを伝えるテクニッ
クのひとつで、「私」を主語にした言い方です。私たちは、感
情的になったときや、親しい相手と会話をするとき、「あなた」

学生૬ஊ͔ࣨら ड෇૭�29�8�3�2�1　　ޱ�
ి࿩૬ஊ　　�29�8�3�2��6

木賞にもًきました。この小આにඳかれているように、多くの
学生はब職活動という独特の文化にށ࿭うことでしょう。こう
して文ষを書いている私自身もまた、ब職活動に೰みۤしんだ
者の一人です。
　あまたあるۤ࿑の中でも、とりわけ情報の多さにۤしんだこ
とは忘れられません。ब職活動全盛期、一日に届くメール数は
100݅を௒えていました。メール以外にも、インターネット上
のܝ示൘、会社આ໌会、༑人からのӟなど、複数のチャネルを
介して届く情報は๲大で、さながら情報の海にనれているよう
でした。情報が集まりすぎるがゆえに、どの情報を৴じてよい
のか൑அが௥いつかず、疑心҉َになることもしばしば。「自
分の一生がこの一ॠにかかっている」と思うと、ྠをかけて不
安が募っていきました。  
　そんな私にٹいの手をࠩし৳べてくれたのは、6年間の学生
生活で出会った、筑波大の卒業生を中心とする社会人の皆様で
す。サークルやアルバイト、インターンシップなどを通して、
素੖らしいԑにܙまれていたことがٹいでした。世間知らずの
私に「社会とは何か」「これからどう生きるべきか」を教えて
くださったのは、社会人の皆様にଞなりません。お๩しいのに
も関わらず、親身になって話をしていただいたおかげで、ब職

活動を進める上での不安や疑問などを解ফすることができまし
た。また、そこで学んだことは、ଞのどんなことよりも実践的
で、かつ৴頼がஔけるものでした。݉好๏ࢣは『ె然૲』のな
かで「先達はあらまほしき事なり」と書いていますが、現代の
ब職活動でも同じことが言えるかもしれません。インターネッ
トや書籍などに情報がҲれかえっていたとしても、「先達」以
上に৴頼できるものは少ないのではないでしょうか。
　この文ষを読んでいる後輩の皆様へ。ब職活動と大学生活は
切っても切り཭せない関係にあります。ब職活動の時期になる
と、盛んに自己分ੳや企業研究をするようઞられることと思い
ますが、何か特別なことをする必要はないと思います。大学生
活とब職活動は連続しているものです。त業やサークルの中で
ഓってきた能力やつながりなどをきちんとৼりฦり、ब職活動
にも活かすことが、ब職活動を成ޭへと導くૅとなるでしょ
う。だからこそ、ぜひ今取り組んでいる諸活動を全力で取り組
んでください。今の経験が、ब職活動にもきっと活きてくるは
ずです。
　この場をआりて、ब職活動の際にお世話になりました皆々様
に深くྱޚ申し上げます。一日も早く皆様に近ͮけるよう、そ
して世の中の役に立てるようคࡅࠎ身する所存です。また、筑
波大の後輩の皆様が、ब職活動で՚々しい成果をあげられるよ
うおفり申し上げます。

ʮઌୡ͸͋らま΄͖͠事なりʯ

２年߈育専ڭՊڭ育研究Պڭ
઒ᬒوӳ

　朝井リョウの『何者』という作品をご
存じでしょうか。ब職活動に຋࿔される
̒人の大学生を޼みにඳき、第148回直

ब職活動をऴ͑ͯ

サッカーに携わっており、競技歴は16年にٴんでいる。良い
環境でサッカーをすることをٻめて筑波大学の進学も׎えた。
筑波大学ऽٿ部にはプロ・アマチュアを問わず多方面にコネク
ションが広がっている。今後もサッカーを続ける道を୳すには
最高の環境であり、卒業後もサッカーを本気で続ける道は用意
されていた。しかし私は「サッカー以外の世քを知り、その世
քで新しいເを見つけてみたい」と考えた。そして、経済的に
行をすることも最優先޹せなՈఉを築き、親޾まれた状ଶでܙ
事項であった。私がब職活動を始めることにした理由はそれで
ある。
　ब職活動を通じて心がけていたことは、「まず第一に行動す
る」、「最初のഽ感֮を大切にする」、「ब職活動に正解はな
い」ということである。
　私は保健体育の教員໔ڐ取得とब職活動を྆立させることを
大前提としていた。そして、一般的なब職活動が佳境に入って
くる５月、̒月に教育実習が重なることが事前に分かっていた
ため、とにかく早め早めに行動することを意識した。自己分ੳ
や企業研究のノウϋウも分かっていないࠒからब活サイトにొ
録し、部活動の合間を๓えるब活セミナーやワンデーインター
ンに参加し、ଞ大学のब活生のงғ気をഽで味わった。普段同

じ時間を共にしないब活生の価஋観や考え方をٵऩすること
が、何よりモチベーションにܨがった。
　内定先は大手人ࡐ紹介の企業へと決まった。ٻ職者やస職者
と企業をつなげる役割を担っていくことになる。ऩ入面、ۈ務
地、社員の方の魅力、そして何より自分の力を発شできそうか
どうか、などの観点で総合的に൑அした。ଞにも様々な要素は
あり、必ࢮに自分と向き合って自己分ੳを進めていった上で企
業選びのई度は見付けてきたが、結ہは感֮で自分に合ってい
たかそうでないかの൑அが一൪৴用できるように感じる。私の
内定先の企業は最初のઆ໌会段階から自分のフィーリングとマ
ッチしており、会社の価஋観も自分のそれと一கするために面
接もスムーズに進んでいった。このように書くとあまり深く考
えずにब職活動をしていたように思われるかもしれないが、も
ちろんब職先を選ばなければならない最終段階でいくつもの企
業が選୒ࢶにؚまれていた中での最終的な൑அ基準が、ഽ感֮
である。先ほどड़べたように一൪の動機は「自分の持っている
力を発شできそうだ」ということである。それでも選୒ࢶをߜ
り切れなくなったときに、直感を৴じたということである。
　最後に、ब職活動は楽しんだ者勝ちである。ࣦഊしても、ԑ
が無かったと割り切って次に進む、楽観的な考え方が必要にな
る。この記事を読んで頂いている方々の、または親しい方々の
ब職活動が成ޭすることを願ってやまない。

ʮ͑ߟす͗ͣɺ׉౻する͜とʯ

体育専門学群̐年
ষ　౻ࠤ

　ब職活動を始める際に最初に考えてお
くべきなのは、自分がब職活動をする理
由であると考える。私は小学生のࠒから

　知識情報・図書館学類は情報化社会に生きる我々が知識や情
報を有ޮに活用するための仕組みについて学Ϳ学類です。そのた
めに「知識科学」「知識情報システム」「情報資ݯ経営」の３つの
主専߈で、知識情報と社会をつなぐ人ࡐを育成しています。

学類紹介

　知識発見基ૅ論では、創଄性とはなにかという事を学び、そ
のࢹ点から物事の課題発見から計画の終ྃまでの一連の要素を
学んでいきます。
　まず創଄性とはなにかという点については、論理的推論に始
まり、知能研究、創଄性と知能の関係、性格特性と創଄性の適
性の研究など、創଄性の科学について֓観することを通して理
解します。
　次に各種の創଄性開発技๏を学びます。۩体的には、課題に
対しアイデアを出す発૝๏や連૝๏、それをまとめるऩଋ技๏、
ະ来の予ଌ技๏、プランの計画技๏と実践、その評価方๏など
です。
　त業の中では創଄性テストや発૝๏や連૝๏を実際に行い、
知的活動のはじめから終わりまでの各段階にある、様々な手๏
や幅広い考え方を知ることができます。
　知的活動を行っていく研究や社会生活上において、課題やそ
の解決๏の発見は重要な要素です。知識発見基ૅ論は、そのた
めの有用な能力や考え方を養うことができるत業です。

（寄稿／仲ਗ਼फ़・知識３年）

知ࣝ৘報・ਤ書ؗ学類のत業紹介
஌ࣝ発ૅجݟ࿦のٛߨの様子

知ࣝ৘報・ਤ書ؗ学類の学生より

৘報学群　知ࣝ৘報・ਤ書ؗ学類

　知識情報・図書館学類での学びの特色は、
情報という֓念を土୆として様々な対象を
様々なアプローチで୳ٻしているところです。
この場をआりて๻がこの学類を選んだ理由、
そして現在の学びと目標を紹介できればと思
います。
　๻は子どものころから科学や S' が好きで、高校の์課後はよく
日฻れ過ぎまでそういった話題で༑人と盛り上がりました。しかし、
高校２年のळに読んだ情報学者・西֞通の『こころの情報学』が
進࿏選୒に大きく影ڹし情報学にとても興味が༙きました。「情報」
が通ఈする学際的な学問ྖ域を構૝しているその内容に心がགྷり、

「学際的な情報学」をキーワードに筑波大学のこの学類を選びま
した。図書館学から図書館情報学、そしてより学際的な情報学へ
という流れを持つ知識情報・図書館学類では、文系理系の֞ࠜ
を越え情報のѻいについて学Ϳことができます。そして３年生から
３つの主専߈に所属し、それぞれ人、情報技術、社会にフォーカ
スして知識を深めます。その学際的性質によって、科目ごとの関
連を理解しながら体系的に学Ϳことは難しく感じますが、この夏に
ドイツへ図書館のインターンに行って実際に情報をѻう職に触れ
たことで、大学で学んだいくつかの点がつながった気がします。๻
は知識情報システム主専߈に所属し、特にデータから知識を創出
する技術や人間がどうやって知識を創出するのかに興味を持ちな
がら日々学んでいます。ジェネラルなスペシャリストを目指してこれ
からも頑張りたいと思います。 （寄稿／࣡૔基文・知識３年）

桐の༿೔ه

に取り組むことができるようになりました。また、それなりに
社交性も身にணけることができ、人付き合いがあまり得意でな
かった私も、積極的に人に話しかけるようになりました。
　さらに、様々な人と関わっていくうちに積極性が増し、昨年
ほとんど取らなかったଞ学類のߨ義をいくつも取り、当初入っ
ていたサークルのଞにもう１つサークルをֻけ持つまでになり
ました。その結果、春学期末に体調を่すこととなってしまい
ましたが、やりたいことにひたむきになり、人とのܨがりも経
験も増えたため後չはありません。
　文サ連の広報ہ長として、そして学生広報会議に関わる身と
して、過ごせたこの１年は決して無ବではなかったとৼりฦっ
て思います。代ସわりの時期を迎え、私はこの業務から཭れる
こととなりますが、今度は私が当初してもらっていたように、
新メンバーを支えていきたいと思います。新メンバーも紫峰の
風製作に尽力してくれると思いますので、これからも紫峰の風
をよろしくお願いいたします。

（文責／文サ連広報ہ長　長ࡔ美優・創成２年）

　残ॵがݫしく夏の終わりが見えずにいたと思えば、ಥ然寒風
とӍに見舞われ、まるでळが通り過ぎౙが来てしまったと֮ࡨ
してしまいます。急にྫྷえࠐんだ中、皆様はお変わりなくお過
ごしでしょうか。
　私事ではありますが、私が文化系サークル連合会の広報ہ長
となり、「紫峰の風」製作に携わるようになってからまもなく
１年が経とうとしています。ӈもࠨもわからず先代の広報ہ長
を質問߈めにしていた以前の私をջかしく思うと同時に、ܹ務
に௥われながら過ごしたこの１年で、以前よりも成長した自分
の姿にތりを持てるようになりました。
　１年前、広報ہ内で一൪動けるという理由から、広報ہ長と
いう役職についてしまった私。中学時代、学級委員をやってい
てࣦഊした記Աがોり、果たして自分に広報ہのリーダーなど
務まるのだろうか、と不安な気持ちでいっͺいになっていまし
た。
　しかし、先代のہ長がくださった引継ぎ資料をもとに、時に
先代や広報部会の方々などを質問߈めにし、時にインターネッ
トに頼り、たどたどしくも何とか業務を਱行していくうちに、
かつてリーダー業でࣦഊした自分も、今では自৴を持って業務

学類・専門学群紹介

　量子力学は、私たちが普通には目にしないような小さな世քで
の現象をよりよく表現するための学問です。多くのߨ義では、ま
ず出発点となる公理を実験事実などから導いた上で、それを元に、
より本質的、あるいは現象を理解するのに౎合のよい๏ଇや方程
式を導出します。そこから再び様々な実験などで観ଌできる現象
を方程式に஋として組みࠐみ、計算することで導きます。この流
れを܁りฦすことで、より現実に近い物理を最も基本となる公理
から演៷的に理解することが出来ます。物理学類の座学は量子
力学に限らずこのように行われ、先生による൘書を中心とした時
間のほかには、学生による演習問題の解આや、先生に質問したり、
議論したりする時間で構成されます。量子力学は、理解が難しく
感じることも多いですが、一า一า積み重ねることでண実に理解
を進めることが出来るので、やりがいを多く感じることの出来る
（物理４年・ؙ߁寄稿／౻井） 。義ですߨ

෺ཧ学類のत業紹介

ྔ子ྗ学̐のٛߨの様子

ཧ工学群　෺ཧ学類

　物理学類は、量子論や相対論を用いて、自然քの様々な現象
の基本๏ଇを導くことを目的としています。そのために、古య物理
学や、物理的ࢹ点からミクロな世քを記ड़する量子力学・統計力
学などを学んでいます。

学類紹介

　z 物理 zと聞いてひたすら公式を҉記した高校の物理を૝૾す
ると、それは大学からの物理学とは全くҟなります。私は高校の
物理が多少得意だったからという理由でこの筑波大学の物理学
類を選୒しましたが、入学当初はそのࠩҟに非常にѹ౗されまし
た。まるで写真でしか見たことのなかった地に๚れたときのよう
な、物理学という待ち受ける૖大な世քに不安や高༲感を֮え
ました。私は物理学を学Ϳ過程でその新しいすばらしさに気付き
ました。まず物理学は応用ൣғがとても広くほ΅すべての科学の
基൫になっています。素ཻ子という小さなことからӉ஦という広
大なことについてまでઆ໌します。次に、物理学は理論そのもの
が美しいということです。物理学は神学をݯىとしますが、本当
に神が作った自然の理であるかのように、身の回りのࠞಱとした
ことがこんなにも簡ܿに記ड़できるということに非常に驚かされ
ます。私はこの物理学という神がѱٔに作った芸術を専߈して本
当に良かったと思います。この学問のすばらしさをより多くの人に
感じてもらえるとخしいものです。

（寄稿／岡੟࢘・物理３年）

෺ཧ学類の学生より

Ωϟンύスニϡース

平成29年度ळ学期ೖ学ࣜ
　９月29日、大学会館ホールにて平成29年度ळ学期入学式が行
われた。入学者は学群学生が76名、大学院学生が181名であっ
た。入学者の多くが外国人留学生であり、永田学長による式ࣙは全
てӳ語で行われた。
　入学式終ྃ後は同ホールにて、大学院学生２名による歓迎のՎ

「筑波大学メッセージソング『*.AG*NE T)E 'UTURE～ະ来を
૝え』」のՎ唱が行われ、入学者たちは静かにそのՎにࣖを܏けて
いた。また、歓迎のՎの後は、応援部W*NSによるエールが入学者
に送られた。W*NSのチアリーディングチーム、アンサンブルバンド、
そして学ランをணたリーダーらによる೤の入った全力のエールは入
学者の心にしっかり届いたことだろう。

（取ࡐ／広報部会　ਗ਼野ߊ平・生物４年）

平成29年度ଔ業 ・ࣜ学Ґهत༩ （ࣜ9݄期）
　９月25日に大学会館ホールで、９月期の卒業式・学位記त༩式
が執り行われた。ఱީはਗ਼々しいळ੖れで、卒業生の門出をॕう
にふさわしい日となった。永田学長から各専߈の代表に学位記が
त༩され、その後ॕࣙがड़べられた。多くが海外からの学生であ
るため、全てӳ語でのスϐーチだった。「あなた方が新たな挑戦に
取り組む૝૾力を働かせるほど、世ք中にこの大学の個性を表現
することになるでしょう。世の中のࢹ点で見ると、我々の大学の価
஋は、卒業生の皆さんが社会へもたらした価஋に等しいのです。
新たな人生へと౿み出す皆さんをॕうとともに、さらなる成長と
成ޭを心からفっております。」とॕࣙは締めくくられ、学群から
47人、大学院から115人の卒業生へܹ励の言葉がଃられた。

（取ࡐ／広報部会　村上優ҥ・人文４年）

ळ学ظೖ学ࣜでのԠԉ部 8*/4 にΑるΤーϧ永田学長かΒ学Ґهのत༩

ऽٿ部をԠԉする٬؍੮
スλδΞムにઃஔされた筑波ブースɻԠԉάοζͳどを഑෍

঵࿠બ手ౢށるɹ副কɹ͑ࢧ਎తͳϓϨーでチームをݙ

ऽٿ部ఱߖഋόスツΞー
　先日行われたఱߖഋラウンド 16、筑波大学ऽٿ部 Ws 大宮ア
ルディージャ戦のバスツアーには 365 名もの方たちに参加して頂
きました。バスは 9 ୆となり過ڈ最大規模の大応援団となりまし
た。メール予約して頂いたお客様と筑波大学からバスで会場 	 今
回はカシマサッカースタジアム 
 に向かい、部員たちと応援し、共
にಆうというものがバスツアーの内容です。バス内でも、応援練習
やビンΰ、モチベーションビデオ 	 気持ちが高まるようなビデオ 

の上өなど様々な企画をご用意しました。地域とのܨがりを大事
にしたいऽٿ部にとって、これほどの人数が集まり共にಆえるとい
う環境はとても有り難いことです。結果はչしいものとなりました
が、ऽٿ部だけではなく「筑波大学」や「つくば」の魅力を全国
に示すことができたと確৴しています。応援ありがとうございまし
た。 （寄稿／ऽٿ部バスツアーہ長　ࣉ岡തً・体専３年）

「紫峰の風」は学生生活の様子や活動の報告を、紫峰会基金協力者の皆様にお届けする広報誌で、ࢴ面の企画や記事の取ࡐ等は学生
広報会議や広報部会の学生が実施しています。この名称には「筑波の峰からਧき߱りる風に、我々の活動への૝いを乗せて、全国の皆
さまのもとへとお届けする」という意味がࠐめられております。

　第43回筑波大学学園祭「雙峰祭」は11月３日（金）から11
月５日（日）にかけて行われました。昨年のように全日程੖れ
というわけではなく、Ӎが߱った日もありましたが、雙峰祭は
大成ޭをおさめ、筑波大学生にとって最高の「筑波日和」と
なったと自負しております。今年は委員長として参加した雙峰
祭でしたが、ご来場いただいた方々をはじめ、筑波大学生や大
学職員の方々、実行委員の笑顔を間近で見ることができ、この
１年間尽力してきた成果を実感しました。

学園祭をऴ͑ͯ
　この度、雙峰祭の開催に際し、学生が主催する諸行事や課外
活動等に支援していただいている筑波大学紫峰会基金より、援
助金100ສ円を支援していただきました。昨年以上の雙峰祭を
創り上げるために、雙峰祭の運営資金としてこの援助金を有ޮ
に使わせていただきました。੣にありがとうございました。
（寄稿／平成29年度筑波大学学園祭実行委員会委員長

　田辺飛ୋ・物理２年）
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医学ラグビー部
　医学ラグビー部は現在、関東医歯薬ラグビーリーグの一部リ
ーグに所属しており、昨年度は一部リーグ２連覇を達成いたし
ました。
　医学ラグビー部は、月曜、木曜、土曜の週３回、筑波大学の
ラグビー場で練習をしています。週に２回のウエイトトレーニ
ングも行いますが、最近では自主的に週に３回や４回のトレー
ニングを行う部員が増えてきました。また、練習ビデオや試合
のビデオをマネージャーが撮影するのですが、ここ数年でビデ
オの撮り方が上達し、プレイヤーはいつでも自分のプレーを反
省することができるようになりました。このようにマネージャ
ーの努力もチームの大きな力となっています。これからも部員
一同３連覇に向けて精進していきます。

（寄稿／医学ラグビー部代表　木下陽介・医学３年）

試合の様子

馬術部
　筑波大学には厩舎があり、馬術部がそこで 11 頭の馬と１頭
のポニーを飼育し、活動していることはご存じでしょうか？ 昨
年馬術部は関東リーグの二部に昇格しました。今年は二部継続
を目標に練習を重ね、様々な学生戦に出場するつもりです。し
かし、自分が馬術部ですと自己紹介すると、ほとんどの相手に
は筑波大に馬がいたのかと驚かれるので、大学内で馬術部の認
知度はきわめて低いと考えられます。この現状を変えるために、
これからは競技だけでなく広報活動や厩舎見学を積極的に行
い、たくさんの人に馬の魅力を伝えられるような試乗会も行っ
ていければと思っています。気が向いたらぜひ一度馬場に来て、
私たちが乗っている姿を見ていただきたいです。

（寄稿／馬術部主将　勝田翔・生物３年）

2016 年９月の北関東学生馬術大会にて

剣道部
　私たち体育会剣道部は、日本一を目標に部員一体となって
日々稽古に励んでおります。現在、部員は男子 39 名、女子
20 名、計 59 名で、稽古は月曜日から土曜日に毎日約２時間
行なっています。それに加えて、朝稽古や各自自主練習、正月
には寒稽古を実施し、適宜強化合宿なども行なっております。
　先の関東インカレにおきましては、団体戦は男女ともに優勝、
男子個人戦は２位筒井雄大（体専４年）３位星子啓太（体専１
年）、女子個人戦は２位大西ななみ（体専４年）３位竹中美帆（体
専２年）という結果を残しました。インカレの個人戦におきま
しては、男子は星子啓太が３位、女子は大西ななみが１位とい
う結果を残しました。残すインカレの団体戦も優勝することがで
き、この試合をもって引退となる４年生は有終の美を飾ることがで
きました。ご声援ありがとうございました。

（寄稿／剣道部主務　池田翔吾・体専２年）

第 66 回関東学生剣道優勝大会

ライフセービング部
　皆さん、ライフセービングをご存知でしょうか？
　私達の主な活動は茨城県鉾田市の大竹海岸を拠点とした水辺
での事故を防止するための実践活動で、その活動は多岐にわたり
ます。海水浴場営業期間のパトロール、水辺での安全な楽しみ方
を教える教育、ライフセービング競技に向けた練習・参加といっ
たスポーツなどがあります。ライフセービングと聞くと、泳げる人
がやるものと思いがちですが、そんな事はありません！　全く泳げ
ない人も、この活動を始めて部の中心となり色々な分野で活躍し
ています。現在、部員は昔に比べ少なくなっていますが、卒業さ
れた方 と々も一緒になり今年で 19 年連続無事故を達成し、来年
の 20 年連続無事故達成に向けて頑張っております。興味のある
方は一緒にライフセービングをやりませんか？　お待ちしておりま
す！ （寄稿／ライフセービング部　深澤良磨・社工４年）

2017 年度無事故監視活動最終日 19 年連続無事故達成

体操部
　今夏、体操部はノルウェーで行われた World Gym for Life 
Challenge に参加しました。競技として難度・美しさの点数を競
うのではなく、音楽に合わせた演技で独創性や技術などの項目を
評価されるコンテスト形式の大会です。
　結果としては、金・銀・銅の三つにランク分けされる中で銀賞
を獲得しました。金賞は逃しましたが、金賞を獲得したチームの
みが出場できるエキシビジョンに審査員の推薦で出場することがで
きました。
　本大会には日本体操協会一般体操委員会の推薦により参加しま
したが、北欧での開催ということで個人の経済的負担が非常に大
きい遠征でした。そうした中で部員の負担軽減のため紫峰会基金
の特別援助金を頂けたこと、謹んで感謝申し上げます。自分たち
の活動が認められ、応援していただいているということを実感する
と同時に、経済的な理由のために遠征への参加を諦めた部員もい
たため、このような支援の重要性を痛感した大会でした。

（寄稿／体操部会計　中田悠飛・比文４年）

演技後の写真 海外の参加チームと

サッカー同好会
　サッカー同好会は、個々の技術・人間性の向上のため、日々
練習に取り組んでいます。「常に笑顔で、サッカーを楽しむ心
を忘れない」をモットーに、相手との駆け引き、いいプレーや
勝負へのこだわりといった、サッカーの醍醐味を楽しんでいま
す。練習は週に３回行っており、月曜日は第２グラウンド、土
曜日は春日グラウンド、水曜日は外部のグラウンドを使用して
います。基本的には、学類３年生を中心に活動しています。学
類３年生の夏までを現役期間として活動する形をとっています
が、現役期間を終えても練習に参加する上級生も多くいます。
サッカー同好会の良い点は、このように現役期間を終えた上級
生も練習に参加し、１年生から大学院生まで、広い世代のメン
バーでサッカーを楽しめるところにあります。休暇期間中に行
われる大会には、学類３年生までの現役メンバーを中心にチー
ムを編成して、参加しています。

（寄稿／サッカー同好会　川村颯・国際３年）

2017 年夏の陣

医学ソフトテニス部
　私たち医学ソフトテニス部では、春夏２回行われるリーグ戦
や東日本医科学生総合体育大会での勝利を目指し、日々練習に
励んでいます。練習は週３回のペースで行っており、部員同士
で教えあい切磋琢磨しながら上達を目指しています。残念なが
らなかなか結果の出ない時期も続きましたが、特に女子部では
大学からソフトテニスを始めた部員にも結果が出始めるなど練
習の成果を実感しています。また、男子部でも今年の関東医歯
薬リーグ個人戦でベスト８に残るなど勢いが出てきています。
この流れを維持するためにも部員一同再び気を引き締めて練習
に励んでいきます。そして、目標であるリーグの昇格を果たし
たいと思っています。

（寄稿／医学ソフトテニス部主将　宮越俊宏・医学３年）

試合の様子

体育会活動紹介 ～体育会をもっと知りたい～

全学学類・専門学群代表者会議活動紹介 ～全代会をもっと知りたい～

【委員会紹介】
・活動目的
　学内行事委員会では、学内行事の企画・立案・運営、またそ
れら業務を委託している全代会下部組織の監査・監督と、学内各
組織の共同業務が滞りなく行われるための環境整備を行うことを
目的としています。
・活動頻度
　毎週木曜日の 18 時 30 分からミーティングを行っています。
・委員会構成
　今年度の委員会内の役職としては委員長のほかに、学園祭実行
委員会担当、財務担当、広報担当、三系担当、スポーツ・デー
担当が存在します。
・各役職の具体的な業務内容
　 〔学園祭実行委員会担当〕全代会下部組織である学園祭実行

委員会との連絡を主に行います。
　 〔財務担当〕学生財務会議に出席し、学内で活動する諸団体か

らの、筑波大学紫峰会基金への援助申請に関して補助を行いま
す。

　 〔広報担当〕学生広報会議に出席し、広報誌『紫峰の風』の
原稿を執筆、もしくは執筆依頼をします。

　 〔三系担当〕文化系サークル連合会、芸術系サークル連合会、
体育会が行う課外活動団体会議に参加します。三系とは、上
記三つの学生組織の俗称です。

　 〔スポーツ・デー担当〕スポーツ・デー学生委員会との連絡を
行い、スポーツ・デー運営委員会に参加します。

【活動紹介】
・昨年度までの活動
　 〔学生組織連絡会の開催〕学内における諸学生組織の情報共有

の場として、昨年７月に学生組織連絡会を開催しました。この
連絡会では、各組織の行事運営に関する問題点を共有し、自

組織のよりよい活動に役立ててもらうことを目的としています。
参加した組織は、学園祭実行委員会、スポーツ・デー学生委
員会、宿舎祭実行委員会、新入生歓迎特別委員会でした。

　 〔各種文書の校正〕学園祭実行委員会から提出される学園祭実
行計画書や予算書など、各種文書の校正を行いました。事前
に委員会内での資料共有を行うことで、各委員が内容を把握し、
質問・疑問点を洗い出した上でミーティングに参加できるよう
にし、より円滑な全代会での議案審議につながりました。

　 〔各種会議への参加・活動報告及び議事内容に関する審議〕
各役職が担当する会議へ参加し、それぞれの会議後の報告に
関して、口頭報告に加え、資料・議事録などの共有を行いました。
そのうえで、委員会内・全代会全体で審議の場を設けました。

・今年度の目標
　 例年行っている上記活動に加え、より綿密な学生組織間の連携

を目指しています。
　 また、委員会内部でも新たな案を発案・審議する場を積極的に

増やし、よりよい行事運営に貢献できるようにしたいと考えてい
ます。（寄稿／全代会学内行事委員長　三浦日向子・比文２年）

学内行事委員会

会議の様子
全代会副議長として活動する村手さん

茶話会の様子

学長・副学長と筑波大学生との懇談会の様子

茶話会で発言する永田学長

報告・確認するように努め、その結果、委員が責任感を持ってそ
れぞれの業務に取り組むことができるようになったと思います。ま
た、一昨年よりコミュニケーションツール slack を導入したことに
より個々人の機器で会議資料を閲覧できるようになりました。そ
れを活かし、今年度は事前にメールで行う出欠確認の際に資料印
刷が必要か否かを尋ねるようにし、資料印刷の枚数を必要最低限
に抑えるよう努力しています。今後も引き続き業務を行っていく中
で改善点を見つけ、全代会の運営が円滑にできるよう尽力してい
きます。
　昨年度情報部門は人員の不足や引継ぎ不足により、部門自体
の存続・立て直しに専念するほかなく、１年生を迎え入れること
が困難でした。そこで、今年度は上級生を増やし、さらに委員配
属の段階で１年生を数人迎え入れることができたので、滞ってい
た業務の再開と引継ぎ準備、１年生の育成に努めています。また、
新しいホームページ開発を行うことで事務部門の業務を簡便化す
ることを目指しています。さらに、slack 内で情報部門に問い合わ
せのできる場を設け、依頼が早急に届くようにしたため、昨年度
よりも連絡が密に取れるようになりました。今後も依頼伝達のサイ
クルを向上させるため、slack を積極的に利用する方針で活動し
ていく予定です。

（寄稿／全代会総務委員長　太田涼子・日日２年／
総務委員会情報部門長　村田奈々穂・創成３年）

【委員会の紹介】
　総務委員会は、会議運営の補佐を行い、また、情報環境を整
備するという側面から全代会の円滑な運営を支えることを目的とし
て活動しています。活動は週１回で、委員はそれぞれ事務部門と
情報部門という２つの部門に分かれています。
　事務部門とはその名の通り、物品購入申請やそれに伴う会計
業務から、教室利用申請、会議に用いる資料の印刷や人事管理、
全代会室の整理・整頓まで、全代会全体に係る事務業務を行っ
ています。
　情報部門では、全代会室のネットワーク環境の整備やパソコン
機器、コミュニケーションツール slack の管理、課外活動団体が
利用する STB サーバの管理や Web ページ学生委員会への委員
派遣、また、リニューアル予定の全代会ホームページの開発など、
情報系の学類に在籍する学生を中心に活動を行っています。今年
度は１A 棟耐震工事に伴う全代会室の引っ越しの際のネットワー
クのサポートも行いました。

【活動紹介】
　事務部門の昨年度までの活動では、業務内容の特性上一人あ
たりの仕事量が少なく、委員がやりがいを感じにくいことが問題点
として挙げられていました。そのため、今年度は委員一人に対し
て一つの役割を設け、ひとりひとりが継続的にこなすべき業務を持
つように分担しました。さらに自分の仕事の進捗状況をお互いに

総務委員会

全代会副議長
工学システム学類２年　村手悠人

　今年度の春学期、全代会の本会議や意見聴取会では、まず新
年度の議長団を選出したのち、複数回の会議にわたって雙峰祭
に向けて実行計画書案や予算案、また出場する企画についての
審議を行いました。その結果、すべての議案が修正こそあったも
のの可決され、今年度の雙峰祭は問題なく行われることとなりま
した。それととともに、新たに始まる大括り入試に伴う制度改革
に合わせ、改革に伴いクラス制度が変化していく中、全学生を代
表し、学生の意見を集約し学校側に届ける組織として全代会が何
をしていけるかというのを考えるべく、このテーマについて時間を
割き、全代会構成員で話し合いを行いました。話し合いでは構成
員から多くの意見が出ており、この話題に寄せられる関心の高さ
がうかがえました。

　また、対外的なイベントとしましては、夏休みに「つくば市長と
の懇談会」を開催いたしました。市長との懇談会では第一部に市
の施設、今年度は市議会場を見学し、第二部に、市長をはじめ
とした市の幹部陣や筑波大学の OBOG の職員の方 と々、我々全
代会構成員や筑波大学学園祭実行委員の方々、それに有志の筑
波大学生を交えた懇談会を開催いたしました。普段見ることのな
い市政の現場を見ること、また日々つくば市のために働いている
市長をはじめとする職員の方々から直接お話を伺えたのは貴重な
経験でした。
　さらに今年度から、学長と直接対談できる機会を設けようとい
うことで、「学長・副学長と筑波大学生との懇談会」を開催いた
しました。この懇談会は筑波大学の学生と永田学長が直接学校
の諸問題について議論するものです。懇談会では、まず学長か
ら今後の筑波大学の展望についてのお話があり、その後学生と学
長との意見交換が行われました。学生側からは学校の環境やそ
の在り方に関する諸問題について率直な意見が多く出され、また
永田学長も出された質問に対して丁寧に回答を行われていました。
また、学校の設備についての問題だけでなく、教育についてその
方針や考え方、サークル活動についての話題も取り上げられてお
り、多種多様な話し合いが行われていたように感じられました。

　副議長としては、毎週学生生活課の方々とランチミーティン
グを行い、先ほども触れました入試制度改革や学長との懇談会、
また保健管理センター有料化の話など、学生についての問題につ
いて学校側と話し合いを行いました。また、毎回の会議運営を行
うとともに、全代会の幹部陣として、今後の全代会がどうあるべ
きかを常任委員会の委員長や議長団で話し合いました。

　全代会企画のイベントとしましては、「学長と全学学類・専門学
群代表者会議（全代会）構成員との懇談会（茶話会）」を開催し
ました。これは学校の問題点を、全代会構成員と学長・副学長
の先生方や職員の皆様と話し合うもので、第一部では学生と学
校側が話し合いを行い、第二部では食事を楽しみつつ自由に話
し合うというものです。懇談会では学校に関する問題点を学生と
学校側で共有し、解決に向けて協議を行いました。また、自由
議論の時間では、学生と先生方や職員の皆様が、現状の課題点
だけではなく将来の展望について話し合うなど、有意義な時間を
過ごすことができました。

全代会　春学期活動報告

平成28年度　紫峰会基金援助金支給報告
　７月14日に開催された紫峰会基金運営委員会にて、平成28年
度の紫峰会基金援助金の支給について報告されました。内訳は次
のとおりです。

援助金項目 金額（円）
課外教育行事援助金 2,617,343 
課外活動団体援助金 20,500,000 
特 別 援 助 金 176,000 
組 織 助 成 金 21,990 
育 成 指 導 補 助 給 付 21,432 
記 念 品 特 別 支 給 27,226 

合　計 23,363,991 

紫峰会基金より

芸術系サークル連合会活動紹介 ～芸サ連をもっと知りたい～

ストーリーテリング研究会
　現在私たちは４年生４人、３年生４人、２年生３人、１年生
２人の 13 名で春日エリアを拠点にして活動しています。活動
内容としては、主に図書館や保育所に出向いて絵本の読み聞か
せ等を行っています。つくば市立図書館では毎月第５土曜日ま
たは第４日曜日に、保育所では第２または第３水曜日に年７～
８回ほどおはなし会を開催し、子どもだけでなく保護者の方に
も楽しんでいただいています。おはなし会をするにあたって、
テスト期間や長期休業を除いた毎週金曜日に大学のサークル室
で定例ミーティングを行い、そこでおはなし会の参加者を募集、
決定し、読み聞かせの練習をしたりしています。また、毎年学
園祭でもおはなし会を開催しています。そのほか、依頼を受け
て書店での読み聞かせや、ホームカミングデー開催時に参加者
のお子様を対象にした読み聞かせをするなど、多くの方の協力
のもと様々な場で活動させていただいています。活動を通して
絵本の面白さをたくさんの人に伝えられるだけでなく、多くの
ことを学ばせてもらえるのでやりがいを感じています。会員数
はあまり多いとは言えない状況ですが、子どもたちと触れ合う
機会が多い活動内容の関係もあってか、穏やかで気遣いのでき
る人が多いので、お互いに助け合いながら和気あいあいと楽し
く活動しています。今後もたくさんの人に楽しんでもらえるよ
うに、多くの方の協力や指導の下、積極的に活動していきたい
と考えています。

（寄稿／ストーリーテリング研究会代表　川上真由・知識３年）

写真部さくら組
　筑波大学には写真部が２つあり、当団体は春日エリアを主な
拠点としています。私たちの主な活動は『新入生歓迎撮影会』
や『撮影合宿』等の「撮影会」と自身の作品を展示する「展示
会」があります。撮影会を通じて部員たちの仲を深め、展示会
を通じて各々の写真の技術を深めています。撮影会や展示会が
ないときは毎週木曜日にミーティングをし、次のイベントにつ
いての話し合いなどを行なっています。また、ミーティングの
際に部員同士で撮影会を企画したり、イベントへの参加を検討
したりするなど部員間の交流も盛んです。今後もよき写真を撮
れるよう日々の活動に取り組んでいきたいと思います。

（寄稿／写真部さくら組組長　井上能考・医療３年）

撮影会を楽しむ部員一同

野外活動クラブ
　野外活動クラブでは協調性や自主性、自然への理解を養うこ
とを目的とし、日ごろから楽しくキャンプや旅行などの活動を
行っております。夏季休業中には JR が発売する、青春 18 き
っぷを用いて２週間程度の電車の旅を計画し全国各地を回りま
す。長期間の共同生活を通して、個性豊かな部員たちがお互い
を理解し、それぞれの長所や短所を尊重しあう素敵なサークル
です。また筑波大学開学以来の歴史を有し、本年度で 44 年目
を迎える伝統深いサークルとなっております。各代の先輩たち
が築き上げた、部員同士の仲の良さや自由さ、いわゆる野外活
動クラブらしさを大切にして活動を行っています。

（寄稿／野外活動クラブ部長　島浦洋介・物理３年）

活動の様子

斬桐舞
　斬桐舞は、「ユニバーサルソーラン」をコンセプトに年齢、
性別、国籍、障害、経験の有無に関わらずみんなでよさこいソ
ーランを楽しむことをモットーに活動しています。３月から
11 月にかけては北海道、千葉、東京、静岡など日本各地のよ
さこい祭りに参加し、オリジナル曲「喝

かっ
彩
さい

」を披露しています。
先日池袋で行われた「ふくろまつり」というお祭りでは「ルミ
ネ賞」をいただくことができました。また、県内外のイベント
にもお呼びいただき、お客様に元気と笑顔を届けられるような
楽しい演舞でイベントを盛り上げています。これからもよさこ
いソーランを心から楽しむ気持ちを忘れずに、お客様に感動し
ていただける演舞を目指して頑張ってまいります。

（寄稿／斬桐舞代表　村田紗也佳・障害３年）

やどかり祭での一枚

つくばフォーク村
　つくばフォーク村は芸術系サークル連合会に所属する大学公
認のサークルです。活動の主たるものは観客を集めて行うライ
ブとそれに向けた練習です。ライブについてはアコースティッ
クギターを用いての弾き語りはもちろんのこと、エレキギター
やベース、ドラムを用いたバンド演奏も行っています。また、
長期休暇にはバンド合宿を企画し、レクリエーションも交えサ
ークル員の親睦を深めつつ、スキルアップに励んでいます。ま
た、日々の活動として、毎週火曜日と金曜日のミーティングを
行っています。ミーティングでは、最初の１時間を使って、サ
ークル員がアコースティックギターを持ち寄り、弾き語りで大
合唱する「村唄」というものを行い、楽しい村民生活を過ごし
ています。

（寄稿／つくばフォーク村広報長　内山敬太・工シス３年）

6 月に行ったライブ「つゆフェス」の様子

人形劇団 NEU
　人形劇団 NEU は筑波大学にひとつしかない人形劇をするサ
ークルです。NEU（ノイ）とはドイツ語で ｢新しい｣ を意味
する言葉で、子ども向けのものから大人向けのものまで、いろ
いろと新しいことに挑戦しながら楽しく活動しています。また、
学内の公演だけでなく地域の商業施設や幼稚園などからもご依
頼を頂き、公演を行っています。小規模な団体ではありますが、
個人個人の特性を活かして人形製作や稽古、時には影絵なども
交えながら、新しいものを取り入れつつ演目作りを行っていま
す。
　今年は９月に新人公演を学内にて上演し、沢山のお客様にご
来場頂きました。公演情報や日々の活動について、詳しくは劇
団 Web ページをご覧下さい。

（寄稿／人形劇団 NEU 座長　太田帆南・知識２年）

活動の様子 (2017 年度新人公演『星降る夜に』)

筑波能・狂言研究会
　筑波能・狂言研究会は、東京教育大学時代（当時は大塚能・
狂言研究会）からの伝統を受け継ぐ、伝統あるサークルです。
現在、４年生４名、３年生３名（うち１名は留学中）、２年生２名、
１年生４名で活動しています。弊会は、能グループと狂言グル
ープで分かれており、月２回程度の能・狂言の各先生からご指
導を頂いています。それ以外では、毎週火曜日、木曜日、金曜
日の 18 時から 21 時で自主稽古をしています。主な活動とし
ては、雙峰祭での学園祭公演と年度末の卒業公演、そして外部
公演も行っています。
　この３年で、弊会は、会員の増加・外部依頼の増加に伴い、
新しいサークルへと進化しつつあります。今後もご支援・ご声
援のほど、宜しくお願いいたします。

（寄稿／筑波能・狂言研究会会長　七海健太・人文４年）

今年の 3 月に行われた千葉県・葛飾八幡宮における仕舞『猩々』

E.L.L.（筑波軽音楽協会）
　E.L.L.（筑波軽音楽協会）は、筑波大学の５つある軽音楽サ
ークルの内の一つです。E.L.L. の名称はギタリスト、ジミー・
ヘンドリックスの１st アルバムの「Electric Lady Land」か
らとっています。サークル員には楽器初心者から無類の音楽好
きまで集まり、ビートルズやキンクスなどの古き良き時代の音
楽から近年の邦ロックやモダンな洋楽など幅広い音楽をバンド
形式のライブで行っています。また、キャンプや合宿、クリス
マスライブなどの季節ごとのイベントも多く充実したサークル
ライフを送ることのできる魅力的なサークルです。

（寄稿／ E.L.L. 会長　神野充哉・情報３年）

ライブ時の様子

文化系サークル連合会活動紹介 ～文サ連をもっと知りたい～

Interview

　筑波大学には大変多くの留学生が勉学に励んでいるのはご存知ですか？　筑波大学での日常生活において、外国人と接することは特
別なことではありません。また、留学生は世界各地からやってきており、筑波大学は国籍の如何を問わず、志ある学生の学び舎です。
それ故、筑波大学は多様であるのです。
　多様な筑波大学であるには、日本人学生と外国籍の学生という垣根を越える必要があります。残念ながら、全ての学生が越えている
というわけではありませんが、実験や講義、課外活動での交流機会は常にあります。
　今回、勉学、課外活動などで精力的に活動している留学生の謝承諭（XIE CHENGYU）（G30プログラム留学生*1 生物学類２年）さ
んにインタビューを行いました。
　筑波大学の目標やスローガンである“IMAGINE THE FUTURE.”に即した国際性豊かな筑波大学の一面をご紹介いたします。

*1 G30プログラム：筑波大学の３つの学群（社会・国際学群、生命環境学群、医学群）で実施しているプログラムで、全て英語の授業によって４年間かけ
て学位を取得するプログラムのこと。 ９月に入学し、日本以外の国籍を保有している人向けである。
*2 インタビューは日本語にて行いましたが、記事にするにあたって必要な文を補うなど、文章は謝さんの了解の下、一部改変しております。

InterviewInterview

謝承諭 （XIE CHENGYU） さん
G30プログラム留学生 生物学類 ２年
謝承諭 （XIE CHENGYU） さん
G30プログラム留学生 生物学類 ２年

Q1.出身はどこですか。
A1.中華人民共和国（以下中国とする）の江蘇省です。上海
の近くです。
Q2.何故日本に留学しようと考えたのですか。
A2.私はもともと中国の大学で勉強していました。２年生の
時、台湾に半年間留学し、その時に日本についてよく知るこ
ととなりました。台湾では日本に対するイメージが比較的良
く、台湾で平仮名と片仮名を学びました。そこで日本に対し
て興味を持ちました。中国へ帰国後、当時あまり好きでな
かった電気工学を専門としていたこと、留学先の文化との
違いに違和感を感じたこと、そして、たまたまネットでG30
プログラムについて知ったこともあり、日本に留学しようと
考えました。私が本当に好きなのは生物学なんです。生物
学の賞を省と全国レベルで取ったこともあります。
Q3.日中間の留学プログラムはいくつもあると思うのです
が、何故G30プログラムを選んだのですか。
A3.G30プログラムでは英語、日本語に加え、専門科目を学
ぶことができるからです。小学校から高校まで中国で勉強
してきましたが、G30プログラムのために半年間英語を勉
強しました。
Q4.G30プログラムを採択していた大学は複数あるかと思
いますが、何故筑波大学を選んだのですか。
A4.G30プログラムで生物学を学べるのは名古屋大学か筑
波大学だけでした。私は自然が好きなので、より自然に近い
筑波大学を選びました。また、中国の故郷近くの湖で藻類

が大発生して１週間近く水道水が飲めない時があり、その時
に藻類に興味を持ちました。そういったこともあって、藻類
の研究で有名な筑波大学を選びました。
Q5.なるほど、そうして生物学類に入学したわけですね。今、
サークル活動にも積極的に参加しているようですが、何故
サークルに入ったのですか。また、サークル活動はいかがで
すか。
A5.サークル｢のうりんむら｣については、自然が好きで、野
菜が好き、自分で野菜を育てる達成感があり、そしてその美
味しさに感動できることから入ることにしました。農業に興
味があり、今年の夏休みには主に生物資源学類向けのイン
ドネシアでのサマースクールにも参加しました。それくらい
自然が好きです。
クラブ｢ワンダーフォーゲルクラブ｣
は、生物学類の実習中、同じく生物
学類に所属するクラブの主将の紹
介で入りました。もともと登山は好
きでしたが、より本格的な登山を楽
しみたいと思い、今年の４月に入部
しました。最初の頃は日本語が殆ど
喋れず大変でしたが、日本を知りた
い、日本の自然・文化に触れたいと
思い入りました。皆さん、優しいで
すし、一緒にトレーニングもできて楽しいです。
G30プログラムでは、留学生と英語で話すことしかしませ
んし、専門のことを勉強するのみです。自分は大学を一回経
験していますから、勉強だけではなく、サークル活動など自
分がやりたいことをやり、日本の文化や自然に触れたいで
す。これが留学だと考えています。
Q6.素晴らしい志に感銘いたします。今の大学生活は充実し
ているようですが、今後、筑波大学や日本で何をしたいです
か。
A6.筑波大学で何をするか特に決めていませんが、交換留
学で英語を学び、その後、日本の大学院に進みたいと思い
ます。

（文責／全代会学内行事委員　佐々木寛明・生物２年）

年度別留学生数の推移

学群・学類別 留学生数ランキング

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

学群・学類
生物資源学類
国際総合学類

生物学類
日本語・日本文化学類

社会学類
人文学類

比較文化学類
応用理工学類

地球学類
工学システム学類

人 数
120
85
68
50
47
37
28
22
19
17

研究科別 留学生数ランキング

1
2
2
4
5
6
7
8
9

研究科等
生命環境科学研究科
人文社会科学研究科

システム情報工学研究科
人間総合科学研究科
数理物質科学研究科
グローバル教育院

図書館情報メディア研究科
教育研究科

ビジネス科学研究科

人 数
488
445
445
433
166
82
63
24
2

留学生の統計情報
地域別では、アジア地域からの留学生が多
く、学問分野では、生命環境や人文科学な
ど、様々な分野にいます。人数も年々増加
しています。

2017年10月1日現在／情報提供：学生部学生交流課
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国籍別 留学生数ランキング

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
10
12
13
14
15
15

国　籍
中国
韓国

インドネシア
台湾

ベトナム
マレーシア
ブラジル

アメリカ合衆国
バングラディシュ

タイ
インド
ドイツ

フィリピン
ロシア

フランス
ウズベキスタン

人 数
1,354
175
120
101
83
47
46
45
43
41
41
32
31
29
26
26

地域別 留学生数ランキング

1
2
3
4
5
6
7
8

地　域
アジア(20か国・地域)
ヨーロッパ(27か国)

CIS(旧ソ連)(11か国)
アフリカ(29か国)
中南米(16か国)

北米(2か国)
中東(11か国)

オセアニア(6か国)
合計(122か国・地域)

人 数
2,147
136
126
118
98
48
45
14

2,732

2007 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 （年度）

（留学生数）

計
大学院
学群
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医学ラグビー部
　医学ラグビー部は現在、関東医歯薬ラグビーリーグの一部リ
ーグに所属しており、昨年度は一部リーグ２連覇を達成いたし
ました。
　医学ラグビー部は、月曜、木曜、土曜の週３回、筑波大学の
ラグビー場で練習をしています。週に２回のウエイトトレーニ
ングも行いますが、最近では自主的に週に３回や４回のトレー
ニングを行う部員が増えてきました。また、練習ビデオや試合
のビデオをマネージャーが撮影するのですが、ここ数年でビデ
オの撮り方が上達し、プレイヤーはいつでも自分のプレーを反
省することができるようになりました。このようにマネージャ
ーの努力もチームの大きな力となっています。これからも部員
一同３連覇に向けて精進していきます。

（寄稿／医学ラグビー部代表　木下陽介・医学３年）

試合の様子

馬術部
　筑波大学には厩舎があり、馬術部がそこで 11 頭の馬と１頭
のポニーを飼育し、活動していることはご存じでしょうか？ 昨
年馬術部は関東リーグの二部に昇格しました。今年は二部継続
を目標に練習を重ね、様々な学生戦に出場するつもりです。し
かし、自分が馬術部ですと自己紹介すると、ほとんどの相手に
は筑波大に馬がいたのかと驚かれるので、大学内で馬術部の認
知度はきわめて低いと考えられます。この現状を変えるために、
これからは競技だけでなく広報活動や厩舎見学を積極的に行
い、たくさんの人に馬の魅力を伝えられるような試乗会も行っ
ていければと思っています。気が向いたらぜひ一度馬場に来て、
私たちが乗っている姿を見ていただきたいです。

（寄稿／馬術部主将　勝田翔・生物３年）

2016 年９月の北関東学生馬術大会にて

剣道部
　私たち体育会剣道部は、日本一を目標に部員一体となって
日々稽古に励んでおります。現在、部員は男子 39 名、女子
20 名、計 59 名で、稽古は月曜日から土曜日に毎日約２時間
行なっています。それに加えて、朝稽古や各自自主練習、正月
には寒稽古を実施し、適宜強化合宿なども行なっております。
　先の関東インカレにおきましては、団体戦は男女ともに優勝、
男子個人戦は２位筒井雄大（体専４年）３位星子啓太（体専１
年）、女子個人戦は２位大西ななみ（体専４年）３位竹中美帆（体
専２年）という結果を残しました。インカレの個人戦におきま
しては、男子は星子啓太が３位、女子は大西ななみが１位とい
う結果を残しました。残すインカレの団体戦も優勝することがで
き、この試合をもって引退となる４年生は有終の美を飾ることがで
きました。ご声援ありがとうございました。

（寄稿／剣道部主務　池田翔吾・体専２年）

第 66 回関東学生剣道優勝大会

ライフセービング部
　皆さん、ライフセービングをご存知でしょうか？
　私達の主な活動は茨城県鉾田市の大竹海岸を拠点とした水辺
での事故を防止するための実践活動で、その活動は多岐にわたり
ます。海水浴場営業期間のパトロール、水辺での安全な楽しみ方
を教える教育、ライフセービング競技に向けた練習・参加といっ
たスポーツなどがあります。ライフセービングと聞くと、泳げる人
がやるものと思いがちですが、そんな事はありません！　全く泳げ
ない人も、この活動を始めて部の中心となり色々な分野で活躍し
ています。現在、部員は昔に比べ少なくなっていますが、卒業さ
れた方 と々も一緒になり今年で 19 年連続無事故を達成し、来年
の 20 年連続無事故達成に向けて頑張っております。興味のある
方は一緒にライフセービングをやりませんか？　お待ちしておりま
す！ （寄稿／ライフセービング部　深澤良磨・社工４年）

2017 年度無事故監視活動最終日 19 年連続無事故達成

体操部
　今夏、体操部はノルウェーで行われた World Gym for Life 
Challenge に参加しました。競技として難度・美しさの点数を競
うのではなく、音楽に合わせた演技で独創性や技術などの項目を
評価されるコンテスト形式の大会です。
　結果としては、金・銀・銅の三つにランク分けされる中で銀賞
を獲得しました。金賞は逃しましたが、金賞を獲得したチームの
みが出場できるエキシビジョンに審査員の推薦で出場することがで
きました。
　本大会には日本体操協会一般体操委員会の推薦により参加しま
したが、北欧での開催ということで個人の経済的負担が非常に大
きい遠征でした。そうした中で部員の負担軽減のため紫峰会基金
の特別援助金を頂けたこと、謹んで感謝申し上げます。自分たち
の活動が認められ、応援していただいているということを実感する
と同時に、経済的な理由のために遠征への参加を諦めた部員もい
たため、このような支援の重要性を痛感した大会でした。

（寄稿／体操部会計　中田悠飛・比文４年）

演技後の写真 海外の参加チームと

サッカー同好会
　サッカー同好会は、個々の技術・人間性の向上のため、日々
練習に取り組んでいます。「常に笑顔で、サッカーを楽しむ心
を忘れない」をモットーに、相手との駆け引き、いいプレーや
勝負へのこだわりといった、サッカーの醍醐味を楽しんでいま
す。練習は週に３回行っており、月曜日は第２グラウンド、土
曜日は春日グラウンド、水曜日は外部のグラウンドを使用して
います。基本的には、学類３年生を中心に活動しています。学
類３年生の夏までを現役期間として活動する形をとっています
が、現役期間を終えても練習に参加する上級生も多くいます。
サッカー同好会の良い点は、このように現役期間を終えた上級
生も練習に参加し、１年生から大学院生まで、広い世代のメン
バーでサッカーを楽しめるところにあります。休暇期間中に行
われる大会には、学類３年生までの現役メンバーを中心にチー
ムを編成して、参加しています。

（寄稿／サッカー同好会　川村颯・国際３年）

2017 年夏の陣

医学ソフトテニス部
　私たち医学ソフトテニス部では、春夏２回行われるリーグ戦
や東日本医科学生総合体育大会での勝利を目指し、日々練習に
励んでいます。練習は週３回のペースで行っており、部員同士
で教えあい切磋琢磨しながら上達を目指しています。残念なが
らなかなか結果の出ない時期も続きましたが、特に女子部では
大学からソフトテニスを始めた部員にも結果が出始めるなど練
習の成果を実感しています。また、男子部でも今年の関東医歯
薬リーグ個人戦でベスト８に残るなど勢いが出てきています。
この流れを維持するためにも部員一同再び気を引き締めて練習
に励んでいきます。そして、目標であるリーグの昇格を果たし
たいと思っています。

（寄稿／医学ソフトテニス部主将　宮越俊宏・医学３年）

試合の様子

体育会活動紹介 ～体育会をもっと知りたい～

全学学類・専門学群代表者会議活動紹介 ～全代会をもっと知りたい～

【委員会紹介】
・活動目的
　学内行事委員会では、学内行事の企画・立案・運営、またそ
れら業務を委託している全代会下部組織の監査・監督と、学内各
組織の共同業務が滞りなく行われるための環境整備を行うことを
目的としています。
・活動頻度
　毎週木曜日の 18 時 30 分からミーティングを行っています。
・委員会構成
　今年度の委員会内の役職としては委員長のほかに、学園祭実行
委員会担当、財務担当、広報担当、三系担当、スポーツ・デー
担当が存在します。
・各役職の具体的な業務内容
　 〔学園祭実行委員会担当〕全代会下部組織である学園祭実行

委員会との連絡を主に行います。
　 〔財務担当〕学生財務会議に出席し、学内で活動する諸団体か

らの、筑波大学紫峰会基金への援助申請に関して補助を行いま
す。

　 〔広報担当〕学生広報会議に出席し、広報誌『紫峰の風』の
原稿を執筆、もしくは執筆依頼をします。

　 〔三系担当〕文化系サークル連合会、芸術系サークル連合会、
体育会が行う課外活動団体会議に参加します。三系とは、上
記三つの学生組織の俗称です。

　 〔スポーツ・デー担当〕スポーツ・デー学生委員会との連絡を
行い、スポーツ・デー運営委員会に参加します。

【活動紹介】
・昨年度までの活動
　 〔学生組織連絡会の開催〕学内における諸学生組織の情報共有

の場として、昨年７月に学生組織連絡会を開催しました。この
連絡会では、各組織の行事運営に関する問題点を共有し、自

組織のよりよい活動に役立ててもらうことを目的としています。
参加した組織は、学園祭実行委員会、スポーツ・デー学生委
員会、宿舎祭実行委員会、新入生歓迎特別委員会でした。

　 〔各種文書の校正〕学園祭実行委員会から提出される学園祭実
行計画書や予算書など、各種文書の校正を行いました。事前
に委員会内での資料共有を行うことで、各委員が内容を把握し、
質問・疑問点を洗い出した上でミーティングに参加できるよう
にし、より円滑な全代会での議案審議につながりました。

　 〔各種会議への参加・活動報告及び議事内容に関する審議〕
各役職が担当する会議へ参加し、それぞれの会議後の報告に
関して、口頭報告に加え、資料・議事録などの共有を行いました。
そのうえで、委員会内・全代会全体で審議の場を設けました。

・今年度の目標
　 例年行っている上記活動に加え、より綿密な学生組織間の連携

を目指しています。
　 また、委員会内部でも新たな案を発案・審議する場を積極的に

増やし、よりよい行事運営に貢献できるようにしたいと考えてい
ます。（寄稿／全代会学内行事委員長　三浦日向子・比文２年）

学内行事委員会

会議の様子
全代会副議長として活動する村手さん

茶話会の様子

学長・副学長と筑波大学生との懇談会の様子

茶話会で発言する永田学長

報告・確認するように努め、その結果、委員が責任感を持ってそ
れぞれの業務に取り組むことができるようになったと思います。ま
た、一昨年よりコミュニケーションツール slack を導入したことに
より個々人の機器で会議資料を閲覧できるようになりました。そ
れを活かし、今年度は事前にメールで行う出欠確認の際に資料印
刷が必要か否かを尋ねるようにし、資料印刷の枚数を必要最低限
に抑えるよう努力しています。今後も引き続き業務を行っていく中
で改善点を見つけ、全代会の運営が円滑にできるよう尽力してい
きます。
　昨年度情報部門は人員の不足や引継ぎ不足により、部門自体
の存続・立て直しに専念するほかなく、１年生を迎え入れること
が困難でした。そこで、今年度は上級生を増やし、さらに委員配
属の段階で１年生を数人迎え入れることができたので、滞ってい
た業務の再開と引継ぎ準備、１年生の育成に努めています。また、
新しいホームページ開発を行うことで事務部門の業務を簡便化す
ることを目指しています。さらに、slack 内で情報部門に問い合わ
せのできる場を設け、依頼が早急に届くようにしたため、昨年度
よりも連絡が密に取れるようになりました。今後も依頼伝達のサイ
クルを向上させるため、slack を積極的に利用する方針で活動し
ていく予定です。

（寄稿／全代会総務委員長　太田涼子・日日２年／
総務委員会情報部門長　村田奈々穂・創成３年）

【委員会の紹介】
　総務委員会は、会議運営の補佐を行い、また、情報環境を整
備するという側面から全代会の円滑な運営を支えることを目的とし
て活動しています。活動は週１回で、委員はそれぞれ事務部門と
情報部門という２つの部門に分かれています。
　事務部門とはその名の通り、物品購入申請やそれに伴う会計
業務から、教室利用申請、会議に用いる資料の印刷や人事管理、
全代会室の整理・整頓まで、全代会全体に係る事務業務を行っ
ています。
　情報部門では、全代会室のネットワーク環境の整備やパソコン
機器、コミュニケーションツール slack の管理、課外活動団体が
利用する STB サーバの管理や Web ページ学生委員会への委員
派遣、また、リニューアル予定の全代会ホームページの開発など、
情報系の学類に在籍する学生を中心に活動を行っています。今年
度は１A 棟耐震工事に伴う全代会室の引っ越しの際のネットワー
クのサポートも行いました。

【活動紹介】
　事務部門の昨年度までの活動では、業務内容の特性上一人あ
たりの仕事量が少なく、委員がやりがいを感じにくいことが問題点
として挙げられていました。そのため、今年度は委員一人に対し
て一つの役割を設け、ひとりひとりが継続的にこなすべき業務を持
つように分担しました。さらに自分の仕事の進捗状況をお互いに

総務委員会

全代会副議長
工学システム学類２年　村手悠人

　今年度の春学期、全代会の本会議や意見聴取会では、まず新
年度の議長団を選出したのち、複数回の会議にわたって雙峰祭
に向けて実行計画書案や予算案、また出場する企画についての
審議を行いました。その結果、すべての議案が修正こそあったも
のの可決され、今年度の雙峰祭は問題なく行われることとなりま
した。それととともに、新たに始まる大括り入試に伴う制度改革
に合わせ、改革に伴いクラス制度が変化していく中、全学生を代
表し、学生の意見を集約し学校側に届ける組織として全代会が何
をしていけるかというのを考えるべく、このテーマについて時間を
割き、全代会構成員で話し合いを行いました。話し合いでは構成
員から多くの意見が出ており、この話題に寄せられる関心の高さ
がうかがえました。

　また、対外的なイベントとしましては、夏休みに「つくば市長と
の懇談会」を開催いたしました。市長との懇談会では第一部に市
の施設、今年度は市議会場を見学し、第二部に、市長をはじめ
とした市の幹部陣や筑波大学の OBOG の職員の方 と々、我々全
代会構成員や筑波大学学園祭実行委員の方々、それに有志の筑
波大学生を交えた懇談会を開催いたしました。普段見ることのな
い市政の現場を見ること、また日々つくば市のために働いている
市長をはじめとする職員の方々から直接お話を伺えたのは貴重な
経験でした。
　さらに今年度から、学長と直接対談できる機会を設けようとい
うことで、「学長・副学長と筑波大学生との懇談会」を開催いた
しました。この懇談会は筑波大学の学生と永田学長が直接学校
の諸問題について議論するものです。懇談会では、まず学長か
ら今後の筑波大学の展望についてのお話があり、その後学生と学
長との意見交換が行われました。学生側からは学校の環境やそ
の在り方に関する諸問題について率直な意見が多く出され、また
永田学長も出された質問に対して丁寧に回答を行われていました。
また、学校の設備についての問題だけでなく、教育についてその
方針や考え方、サークル活動についての話題も取り上げられてお
り、多種多様な話し合いが行われていたように感じられました。

　副議長としては、毎週学生生活課の方々とランチミーティン
グを行い、先ほども触れました入試制度改革や学長との懇談会、
また保健管理センター有料化の話など、学生についての問題につ
いて学校側と話し合いを行いました。また、毎回の会議運営を行
うとともに、全代会の幹部陣として、今後の全代会がどうあるべ
きかを常任委員会の委員長や議長団で話し合いました。

　全代会企画のイベントとしましては、「学長と全学学類・専門学
群代表者会議（全代会）構成員との懇談会（茶話会）」を開催し
ました。これは学校の問題点を、全代会構成員と学長・副学長
の先生方や職員の皆様と話し合うもので、第一部では学生と学
校側が話し合いを行い、第二部では食事を楽しみつつ自由に話
し合うというものです。懇談会では学校に関する問題点を学生と
学校側で共有し、解決に向けて協議を行いました。また、自由
議論の時間では、学生と先生方や職員の皆様が、現状の課題点
だけではなく将来の展望について話し合うなど、有意義な時間を
過ごすことができました。

全代会　春学期活動報告

平成28年度　紫峰会基金援助金支給報告
　７月14日に開催された紫峰会基金運営委員会にて、平成28年
度の紫峰会基金援助金の支給について報告されました。内訳は次
のとおりです。

援助金項目 金額（円）
課外教育行事援助金 2,617,343 
課外活動団体援助金 20,500,000 
特 別 援 助 金 176,000 
組 織 助 成 金 21,990 
育 成 指 導 補 助 給 付 21,432 
記 念 品 特 別 支 給 27,226 

合　計 23,363,991 

紫峰会基金より

芸術系サークル連合会活動紹介 ～芸サ連をもっと知りたい～

ストーリーテリング研究会
　現在私たちは４年生４人、３年生４人、２年生３人、１年生
２人の 13 名で春日エリアを拠点にして活動しています。活動
内容としては、主に図書館や保育所に出向いて絵本の読み聞か
せ等を行っています。つくば市立図書館では毎月第５土曜日ま
たは第４日曜日に、保育所では第２または第３水曜日に年７～
８回ほどおはなし会を開催し、子どもだけでなく保護者の方に
も楽しんでいただいています。おはなし会をするにあたって、
テスト期間や長期休業を除いた毎週金曜日に大学のサークル室
で定例ミーティングを行い、そこでおはなし会の参加者を募集、
決定し、読み聞かせの練習をしたりしています。また、毎年学
園祭でもおはなし会を開催しています。そのほか、依頼を受け
て書店での読み聞かせや、ホームカミングデー開催時に参加者
のお子様を対象にした読み聞かせをするなど、多くの方の協力
のもと様々な場で活動させていただいています。活動を通して
絵本の面白さをたくさんの人に伝えられるだけでなく、多くの
ことを学ばせてもらえるのでやりがいを感じています。会員数
はあまり多いとは言えない状況ですが、子どもたちと触れ合う
機会が多い活動内容の関係もあってか、穏やかで気遣いのでき
る人が多いので、お互いに助け合いながら和気あいあいと楽し
く活動しています。今後もたくさんの人に楽しんでもらえるよ
うに、多くの方の協力や指導の下、積極的に活動していきたい
と考えています。

（寄稿／ストーリーテリング研究会代表　川上真由・知識３年）

写真部さくら組
　筑波大学には写真部が２つあり、当団体は春日エリアを主な
拠点としています。私たちの主な活動は『新入生歓迎撮影会』
や『撮影合宿』等の「撮影会」と自身の作品を展示する「展示
会」があります。撮影会を通じて部員たちの仲を深め、展示会
を通じて各々の写真の技術を深めています。撮影会や展示会が
ないときは毎週木曜日にミーティングをし、次のイベントにつ
いての話し合いなどを行なっています。また、ミーティングの
際に部員同士で撮影会を企画したり、イベントへの参加を検討
したりするなど部員間の交流も盛んです。今後もよき写真を撮
れるよう日々の活動に取り組んでいきたいと思います。

（寄稿／写真部さくら組組長　井上能考・医療３年）

撮影会を楽しむ部員一同

野外活動クラブ
　野外活動クラブでは協調性や自主性、自然への理解を養うこ
とを目的とし、日ごろから楽しくキャンプや旅行などの活動を
行っております。夏季休業中には JR が発売する、青春 18 き
っぷを用いて２週間程度の電車の旅を計画し全国各地を回りま
す。長期間の共同生活を通して、個性豊かな部員たちがお互い
を理解し、それぞれの長所や短所を尊重しあう素敵なサークル
です。また筑波大学開学以来の歴史を有し、本年度で 44 年目
を迎える伝統深いサークルとなっております。各代の先輩たち
が築き上げた、部員同士の仲の良さや自由さ、いわゆる野外活
動クラブらしさを大切にして活動を行っています。

（寄稿／野外活動クラブ部長　島浦洋介・物理３年）

活動の様子

斬桐舞
　斬桐舞は、「ユニバーサルソーラン」をコンセプトに年齢、
性別、国籍、障害、経験の有無に関わらずみんなでよさこいソ
ーランを楽しむことをモットーに活動しています。３月から
11 月にかけては北海道、千葉、東京、静岡など日本各地のよ
さこい祭りに参加し、オリジナル曲「喝

かっ
彩
さい

」を披露しています。
先日池袋で行われた「ふくろまつり」というお祭りでは「ルミ
ネ賞」をいただくことができました。また、県内外のイベント
にもお呼びいただき、お客様に元気と笑顔を届けられるような
楽しい演舞でイベントを盛り上げています。これからもよさこ
いソーランを心から楽しむ気持ちを忘れずに、お客様に感動し
ていただける演舞を目指して頑張ってまいります。

（寄稿／斬桐舞代表　村田紗也佳・障害３年）

やどかり祭での一枚

つくばフォーク村
　つくばフォーク村は芸術系サークル連合会に所属する大学公
認のサークルです。活動の主たるものは観客を集めて行うライ
ブとそれに向けた練習です。ライブについてはアコースティッ
クギターを用いての弾き語りはもちろんのこと、エレキギター
やベース、ドラムを用いたバンド演奏も行っています。また、
長期休暇にはバンド合宿を企画し、レクリエーションも交えサ
ークル員の親睦を深めつつ、スキルアップに励んでいます。ま
た、日々の活動として、毎週火曜日と金曜日のミーティングを
行っています。ミーティングでは、最初の１時間を使って、サ
ークル員がアコースティックギターを持ち寄り、弾き語りで大
合唱する「村唄」というものを行い、楽しい村民生活を過ごし
ています。

（寄稿／つくばフォーク村広報長　内山敬太・工シス３年）

6 月に行ったライブ「つゆフェス」の様子

人形劇団 NEU
　人形劇団 NEU は筑波大学にひとつしかない人形劇をするサ
ークルです。NEU（ノイ）とはドイツ語で ｢新しい｣ を意味
する言葉で、子ども向けのものから大人向けのものまで、いろ
いろと新しいことに挑戦しながら楽しく活動しています。また、
学内の公演だけでなく地域の商業施設や幼稚園などからもご依
頼を頂き、公演を行っています。小規模な団体ではありますが、
個人個人の特性を活かして人形製作や稽古、時には影絵なども
交えながら、新しいものを取り入れつつ演目作りを行っていま
す。
　今年は９月に新人公演を学内にて上演し、沢山のお客様にご
来場頂きました。公演情報や日々の活動について、詳しくは劇
団 Web ページをご覧下さい。

（寄稿／人形劇団 NEU 座長　太田帆南・知識２年）

活動の様子 (2017 年度新人公演『星降る夜に』)

筑波能・狂言研究会
　筑波能・狂言研究会は、東京教育大学時代（当時は大塚能・
狂言研究会）からの伝統を受け継ぐ、伝統あるサークルです。
現在、４年生４名、３年生３名（うち１名は留学中）、２年生２名、
１年生４名で活動しています。弊会は、能グループと狂言グル
ープで分かれており、月２回程度の能・狂言の各先生からご指
導を頂いています。それ以外では、毎週火曜日、木曜日、金曜
日の 18 時から 21 時で自主稽古をしています。主な活動とし
ては、雙峰祭での学園祭公演と年度末の卒業公演、そして外部
公演も行っています。
　この３年で、弊会は、会員の増加・外部依頼の増加に伴い、
新しいサークルへと進化しつつあります。今後もご支援・ご声
援のほど、宜しくお願いいたします。

（寄稿／筑波能・狂言研究会会長　七海健太・人文４年）

今年の 3 月に行われた千葉県・葛飾八幡宮における仕舞『猩々』

E.L.L.（筑波軽音楽協会）
　E.L.L.（筑波軽音楽協会）は、筑波大学の５つある軽音楽サ
ークルの内の一つです。E.L.L. の名称はギタリスト、ジミー・
ヘンドリックスの１st アルバムの「Electric Lady Land」か
らとっています。サークル員には楽器初心者から無類の音楽好
きまで集まり、ビートルズやキンクスなどの古き良き時代の音
楽から近年の邦ロックやモダンな洋楽など幅広い音楽をバンド
形式のライブで行っています。また、キャンプや合宿、クリス
マスライブなどの季節ごとのイベントも多く充実したサークル
ライフを送ることのできる魅力的なサークルです。

（寄稿／ E.L.L. 会長　神野充哉・情報３年）

ライブ時の様子

文化系サークル連合会活動紹介 ～文サ連をもっと知りたい～

Interview

　筑波大学には大変多くの留学生が勉学に励んでいるのはご存知ですか？　筑波大学での日常生活において、外国人と接することは特
別なことではありません。また、留学生は世界各地からやってきており、筑波大学は国籍の如何を問わず、志ある学生の学び舎です。
それ故、筑波大学は多様であるのです。
　多様な筑波大学であるには、日本人学生と外国籍の学生という垣根を越える必要があります。残念ながら、全ての学生が越えている
というわけではありませんが、実験や講義、課外活動での交流機会は常にあります。
　今回、勉学、課外活動などで精力的に活動している留学生の謝承諭（XIE CHENGYU）（G30プログラム留学生*1 生物学類２年）さ
んにインタビューを行いました。
　筑波大学の目標やスローガンである“IMAGINE THE FUTURE.”に即した国際性豊かな筑波大学の一面をご紹介いたします。

*1 G30プログラム：筑波大学の３つの学群（社会・国際学群、生命環境学群、医学群）で実施しているプログラムで、全て英語の授業によって４年間かけ
て学位を取得するプログラムのこと。 ９月に入学し、日本以外の国籍を保有している人向けである。
*2 インタビューは日本語にて行いましたが、記事にするにあたって必要な文を補うなど、文章は謝さんの了解の下、一部改変しております。

InterviewInterview

謝承諭 （XIE CHENGYU） さん
G30プログラム留学生 生物学類 ２年
謝承諭 （XIE CHENGYU） さん
G30プログラム留学生 生物学類 ２年

Q1.出身はどこですか。
A1.中華人民共和国（以下中国とする）の江蘇省です。上海
の近くです。
Q2.何故日本に留学しようと考えたのですか。
A2.私はもともと中国の大学で勉強していました。２年生の
時、台湾に半年間留学し、その時に日本についてよく知るこ
ととなりました。台湾では日本に対するイメージが比較的良
く、台湾で平仮名と片仮名を学びました。そこで日本に対し
て興味を持ちました。中国へ帰国後、当時あまり好きでな
かった電気工学を専門としていたこと、留学先の文化との
違いに違和感を感じたこと、そして、たまたまネットでG30
プログラムについて知ったこともあり、日本に留学しようと
考えました。私が本当に好きなのは生物学なんです。生物
学の賞を省と全国レベルで取ったこともあります。
Q3.日中間の留学プログラムはいくつもあると思うのです
が、何故G30プログラムを選んだのですか。
A3.G30プログラムでは英語、日本語に加え、専門科目を学
ぶことができるからです。小学校から高校まで中国で勉強
してきましたが、G30プログラムのために半年間英語を勉
強しました。
Q4.G30プログラムを採択していた大学は複数あるかと思
いますが、何故筑波大学を選んだのですか。
A4.G30プログラムで生物学を学べるのは名古屋大学か筑
波大学だけでした。私は自然が好きなので、より自然に近い
筑波大学を選びました。また、中国の故郷近くの湖で藻類

が大発生して１週間近く水道水が飲めない時があり、その時
に藻類に興味を持ちました。そういったこともあって、藻類
の研究で有名な筑波大学を選びました。
Q5.なるほど、そうして生物学類に入学したわけですね。今、
サークル活動にも積極的に参加しているようですが、何故
サークルに入ったのですか。また、サークル活動はいかがで
すか。
A5.サークル｢のうりんむら｣については、自然が好きで、野
菜が好き、自分で野菜を育てる達成感があり、そしてその美
味しさに感動できることから入ることにしました。農業に興
味があり、今年の夏休みには主に生物資源学類向けのイン
ドネシアでのサマースクールにも参加しました。それくらい
自然が好きです。
クラブ｢ワンダーフォーゲルクラブ｣
は、生物学類の実習中、同じく生物
学類に所属するクラブの主将の紹
介で入りました。もともと登山は好
きでしたが、より本格的な登山を楽
しみたいと思い、今年の４月に入部
しました。最初の頃は日本語が殆ど
喋れず大変でしたが、日本を知りた
い、日本の自然・文化に触れたいと
思い入りました。皆さん、優しいで
すし、一緒にトレーニングもできて楽しいです。
G30プログラムでは、留学生と英語で話すことしかしませ
んし、専門のことを勉強するのみです。自分は大学を一回経
験していますから、勉強だけではなく、サークル活動など自
分がやりたいことをやり、日本の文化や自然に触れたいで
す。これが留学だと考えています。
Q6.素晴らしい志に感銘いたします。今の大学生活は充実し
ているようですが、今後、筑波大学や日本で何をしたいです
か。
A6.筑波大学で何をするか特に決めていませんが、交換留
学で英語を学び、その後、日本の大学院に進みたいと思い
ます。

（文責／全代会学内行事委員　佐々木寛明・生物２年）

年度別留学生数の推移

学群・学類別 留学生数ランキング

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

学群・学類
生物資源学類
国際総合学類

生物学類
日本語・日本文化学類

社会学類
人文学類

比較文化学類
応用理工学類

地球学類
工学システム学類

人 数
120
85
68
50
47
37
28
22
19
17

研究科別 留学生数ランキング

1
2
2
4
5
6
7
8
9

研究科等
生命環境科学研究科
人文社会科学研究科

システム情報工学研究科
人間総合科学研究科
数理物質科学研究科
グローバル教育院

図書館情報メディア研究科
教育研究科

ビジネス科学研究科

人 数
488
445
445
433
166
82
63
24
2

留学生の統計情報
地域別では、アジア地域からの留学生が多
く、学問分野では、生命環境や人文科学な
ど、様々な分野にいます。人数も年々増加
しています。

2017年10月1日現在／情報提供：学生部学生交流課
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国籍別 留学生数ランキング

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
10
12
13
14
15
15

国　籍
中国
韓国

インドネシア
台湾

ベトナム
マレーシア
ブラジル

アメリカ合衆国
バングラディシュ

タイ
インド
ドイツ

フィリピン
ロシア

フランス
ウズベキスタン

人 数
1,354
175
120
101
83
47
46
45
43
41
41
32
31
29
26
26

地域別 留学生数ランキング

1
2
3
4
5
6
7
8

地　域
アジア(20か国・地域)
ヨーロッパ(27か国)

CIS(旧ソ連)(11か国)
アフリカ(29か国)
中南米(16か国)

北米(2か国)
中東(11か国)

オセアニア(6か国)
合計(122か国・地域)

人 数
2,147
136
126
118
98
48
45
14

2,732

2007 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 （年度）

（留学生数）

計
大学院
学群
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医学ラグビー部
　医学ラグビー部は現在、関東医歯薬ラグビーリーグの一部リ
ーグに所属しており、昨年度は一部リーグ２連覇を達成いたし
ました。
　医学ラグビー部は、月曜、木曜、土曜の週３回、筑波大学の
ラグビー場で練習をしています。週に２回のウエイトトレーニ
ングも行いますが、最近では自主的に週に３回や４回のトレー
ニングを行う部員が増えてきました。また、練習ビデオや試合
のビデオをマネージャーが撮影するのですが、ここ数年でビデ
オの撮り方が上達し、プレイヤーはいつでも自分のプレーを反
省することができるようになりました。このようにマネージャ
ーの努力もチームの大きな力となっています。これからも部員
一同３連覇に向けて精進していきます。

（寄稿／医学ラグビー部代表　木下陽介・医学３年）

試合の様子

馬術部
　筑波大学には厩舎があり、馬術部がそこで 11 頭の馬と１頭
のポニーを飼育し、活動していることはご存じでしょうか？ 昨
年馬術部は関東リーグの二部に昇格しました。今年は二部継続
を目標に練習を重ね、様々な学生戦に出場するつもりです。し
かし、自分が馬術部ですと自己紹介すると、ほとんどの相手に
は筑波大に馬がいたのかと驚かれるので、大学内で馬術部の認
知度はきわめて低いと考えられます。この現状を変えるために、
これからは競技だけでなく広報活動や厩舎見学を積極的に行
い、たくさんの人に馬の魅力を伝えられるような試乗会も行っ
ていければと思っています。気が向いたらぜひ一度馬場に来て、
私たちが乗っている姿を見ていただきたいです。

（寄稿／馬術部主将　勝田翔・生物３年）

2016 年９月の北関東学生馬術大会にて

剣道部
　私たち体育会剣道部は、日本一を目標に部員一体となって
日々稽古に励んでおります。現在、部員は男子 39 名、女子
20 名、計 59 名で、稽古は月曜日から土曜日に毎日約２時間
行なっています。それに加えて、朝稽古や各自自主練習、正月
には寒稽古を実施し、適宜強化合宿なども行なっております。
　先の関東インカレにおきましては、団体戦は男女ともに優勝、
男子個人戦は２位筒井雄大（体専４年）３位星子啓太（体専１
年）、女子個人戦は２位大西ななみ（体専４年）３位竹中美帆（体
専２年）という結果を残しました。インカレの個人戦におきま
しては、男子は星子啓太が３位、女子は大西ななみが１位とい
う結果を残しました。残すインカレの団体戦も優勝することがで
き、この試合をもって引退となる４年生は有終の美を飾ることがで
きました。ご声援ありがとうございました。

（寄稿／剣道部主務　池田翔吾・体専２年）

第 66 回関東学生剣道優勝大会

ライフセービング部
　皆さん、ライフセービングをご存知でしょうか？
　私達の主な活動は茨城県鉾田市の大竹海岸を拠点とした水辺
での事故を防止するための実践活動で、その活動は多岐にわたり
ます。海水浴場営業期間のパトロール、水辺での安全な楽しみ方
を教える教育、ライフセービング競技に向けた練習・参加といっ
たスポーツなどがあります。ライフセービングと聞くと、泳げる人
がやるものと思いがちですが、そんな事はありません！　全く泳げ
ない人も、この活動を始めて部の中心となり色々な分野で活躍し
ています。現在、部員は昔に比べ少なくなっていますが、卒業さ
れた方 と々も一緒になり今年で 19 年連続無事故を達成し、来年
の 20 年連続無事故達成に向けて頑張っております。興味のある
方は一緒にライフセービングをやりませんか？　お待ちしておりま
す！ （寄稿／ライフセービング部　深澤良磨・社工４年）

2017 年度無事故監視活動最終日 19 年連続無事故達成

体操部
　今夏、体操部はノルウェーで行われた World Gym for Life 
Challenge に参加しました。競技として難度・美しさの点数を競
うのではなく、音楽に合わせた演技で独創性や技術などの項目を
評価されるコンテスト形式の大会です。
　結果としては、金・銀・銅の三つにランク分けされる中で銀賞
を獲得しました。金賞は逃しましたが、金賞を獲得したチームの
みが出場できるエキシビジョンに審査員の推薦で出場することがで
きました。
　本大会には日本体操協会一般体操委員会の推薦により参加しま
したが、北欧での開催ということで個人の経済的負担が非常に大
きい遠征でした。そうした中で部員の負担軽減のため紫峰会基金
の特別援助金を頂けたこと、謹んで感謝申し上げます。自分たち
の活動が認められ、応援していただいているということを実感する
と同時に、経済的な理由のために遠征への参加を諦めた部員もい
たため、このような支援の重要性を痛感した大会でした。

（寄稿／体操部会計　中田悠飛・比文４年）

演技後の写真 海外の参加チームと

サッカー同好会
　サッカー同好会は、個々の技術・人間性の向上のため、日々
練習に取り組んでいます。「常に笑顔で、サッカーを楽しむ心
を忘れない」をモットーに、相手との駆け引き、いいプレーや
勝負へのこだわりといった、サッカーの醍醐味を楽しんでいま
す。練習は週に３回行っており、月曜日は第２グラウンド、土
曜日は春日グラウンド、水曜日は外部のグラウンドを使用して
います。基本的には、学類３年生を中心に活動しています。学
類３年生の夏までを現役期間として活動する形をとっています
が、現役期間を終えても練習に参加する上級生も多くいます。
サッカー同好会の良い点は、このように現役期間を終えた上級
生も練習に参加し、１年生から大学院生まで、広い世代のメン
バーでサッカーを楽しめるところにあります。休暇期間中に行
われる大会には、学類３年生までの現役メンバーを中心にチー
ムを編成して、参加しています。

（寄稿／サッカー同好会　川村颯・国際３年）

2017 年夏の陣

医学ソフトテニス部
　私たち医学ソフトテニス部では、春夏２回行われるリーグ戦
や東日本医科学生総合体育大会での勝利を目指し、日々練習に
励んでいます。練習は週３回のペースで行っており、部員同士
で教えあい切磋琢磨しながら上達を目指しています。残念なが
らなかなか結果の出ない時期も続きましたが、特に女子部では
大学からソフトテニスを始めた部員にも結果が出始めるなど練
習の成果を実感しています。また、男子部でも今年の関東医歯
薬リーグ個人戦でベスト８に残るなど勢いが出てきています。
この流れを維持するためにも部員一同再び気を引き締めて練習
に励んでいきます。そして、目標であるリーグの昇格を果たし
たいと思っています。

（寄稿／医学ソフトテニス部主将　宮越俊宏・医学３年）

試合の様子

体育会活動紹介 ～体育会をもっと知りたい～

全学学類・専門学群代表者会議活動紹介 ～全代会をもっと知りたい～

【委員会紹介】
・活動目的
　学内行事委員会では、学内行事の企画・立案・運営、またそ
れら業務を委託している全代会下部組織の監査・監督と、学内各
組織の共同業務が滞りなく行われるための環境整備を行うことを
目的としています。
・活動頻度
　毎週木曜日の 18 時 30 分からミーティングを行っています。
・委員会構成
　今年度の委員会内の役職としては委員長のほかに、学園祭実行
委員会担当、財務担当、広報担当、三系担当、スポーツ・デー
担当が存在します。
・各役職の具体的な業務内容
　 〔学園祭実行委員会担当〕全代会下部組織である学園祭実行

委員会との連絡を主に行います。
　 〔財務担当〕学生財務会議に出席し、学内で活動する諸団体か

らの、筑波大学紫峰会基金への援助申請に関して補助を行いま
す。

　 〔広報担当〕学生広報会議に出席し、広報誌『紫峰の風』の
原稿を執筆、もしくは執筆依頼をします。

　 〔三系担当〕文化系サークル連合会、芸術系サークル連合会、
体育会が行う課外活動団体会議に参加します。三系とは、上
記三つの学生組織の俗称です。

　 〔スポーツ・デー担当〕スポーツ・デー学生委員会との連絡を
行い、スポーツ・デー運営委員会に参加します。

【活動紹介】
・昨年度までの活動
　 〔学生組織連絡会の開催〕学内における諸学生組織の情報共有

の場として、昨年７月に学生組織連絡会を開催しました。この
連絡会では、各組織の行事運営に関する問題点を共有し、自

組織のよりよい活動に役立ててもらうことを目的としています。
参加した組織は、学園祭実行委員会、スポーツ・デー学生委
員会、宿舎祭実行委員会、新入生歓迎特別委員会でした。

　 〔各種文書の校正〕学園祭実行委員会から提出される学園祭実
行計画書や予算書など、各種文書の校正を行いました。事前
に委員会内での資料共有を行うことで、各委員が内容を把握し、
質問・疑問点を洗い出した上でミーティングに参加できるよう
にし、より円滑な全代会での議案審議につながりました。

　 〔各種会議への参加・活動報告及び議事内容に関する審議〕
各役職が担当する会議へ参加し、それぞれの会議後の報告に
関して、口頭報告に加え、資料・議事録などの共有を行いました。
そのうえで、委員会内・全代会全体で審議の場を設けました。

・今年度の目標
　 例年行っている上記活動に加え、より綿密な学生組織間の連携

を目指しています。
　 また、委員会内部でも新たな案を発案・審議する場を積極的に

増やし、よりよい行事運営に貢献できるようにしたいと考えてい
ます。（寄稿／全代会学内行事委員長　三浦日向子・比文２年）

学内行事委員会

会議の様子
全代会副議長として活動する村手さん

茶話会の様子

学長・副学長と筑波大学生との懇談会の様子

茶話会で発言する永田学長

報告・確認するように努め、その結果、委員が責任感を持ってそ
れぞれの業務に取り組むことができるようになったと思います。ま
た、一昨年よりコミュニケーションツール slack を導入したことに
より個々人の機器で会議資料を閲覧できるようになりました。そ
れを活かし、今年度は事前にメールで行う出欠確認の際に資料印
刷が必要か否かを尋ねるようにし、資料印刷の枚数を必要最低限
に抑えるよう努力しています。今後も引き続き業務を行っていく中
で改善点を見つけ、全代会の運営が円滑にできるよう尽力してい
きます。
　昨年度情報部門は人員の不足や引継ぎ不足により、部門自体
の存続・立て直しに専念するほかなく、１年生を迎え入れること
が困難でした。そこで、今年度は上級生を増やし、さらに委員配
属の段階で１年生を数人迎え入れることができたので、滞ってい
た業務の再開と引継ぎ準備、１年生の育成に努めています。また、
新しいホームページ開発を行うことで事務部門の業務を簡便化す
ることを目指しています。さらに、slack 内で情報部門に問い合わ
せのできる場を設け、依頼が早急に届くようにしたため、昨年度
よりも連絡が密に取れるようになりました。今後も依頼伝達のサイ
クルを向上させるため、slack を積極的に利用する方針で活動し
ていく予定です。

（寄稿／全代会総務委員長　太田涼子・日日２年／
総務委員会情報部門長　村田奈々穂・創成３年）

【委員会の紹介】
　総務委員会は、会議運営の補佐を行い、また、情報環境を整
備するという側面から全代会の円滑な運営を支えることを目的とし
て活動しています。活動は週１回で、委員はそれぞれ事務部門と
情報部門という２つの部門に分かれています。
　事務部門とはその名の通り、物品購入申請やそれに伴う会計
業務から、教室利用申請、会議に用いる資料の印刷や人事管理、
全代会室の整理・整頓まで、全代会全体に係る事務業務を行っ
ています。
　情報部門では、全代会室のネットワーク環境の整備やパソコン
機器、コミュニケーションツール slack の管理、課外活動団体が
利用する STB サーバの管理や Web ページ学生委員会への委員
派遣、また、リニューアル予定の全代会ホームページの開発など、
情報系の学類に在籍する学生を中心に活動を行っています。今年
度は１A 棟耐震工事に伴う全代会室の引っ越しの際のネットワー
クのサポートも行いました。

【活動紹介】
　事務部門の昨年度までの活動では、業務内容の特性上一人あ
たりの仕事量が少なく、委員がやりがいを感じにくいことが問題点
として挙げられていました。そのため、今年度は委員一人に対し
て一つの役割を設け、ひとりひとりが継続的にこなすべき業務を持
つように分担しました。さらに自分の仕事の進捗状況をお互いに

総務委員会

全代会副議長
工学システム学類２年　村手悠人

　今年度の春学期、全代会の本会議や意見聴取会では、まず新
年度の議長団を選出したのち、複数回の会議にわたって雙峰祭
に向けて実行計画書案や予算案、また出場する企画についての
審議を行いました。その結果、すべての議案が修正こそあったも
のの可決され、今年度の雙峰祭は問題なく行われることとなりま
した。それととともに、新たに始まる大括り入試に伴う制度改革
に合わせ、改革に伴いクラス制度が変化していく中、全学生を代
表し、学生の意見を集約し学校側に届ける組織として全代会が何
をしていけるかというのを考えるべく、このテーマについて時間を
割き、全代会構成員で話し合いを行いました。話し合いでは構成
員から多くの意見が出ており、この話題に寄せられる関心の高さ
がうかがえました。

　また、対外的なイベントとしましては、夏休みに「つくば市長と
の懇談会」を開催いたしました。市長との懇談会では第一部に市
の施設、今年度は市議会場を見学し、第二部に、市長をはじめ
とした市の幹部陣や筑波大学の OBOG の職員の方 と々、我々全
代会構成員や筑波大学学園祭実行委員の方々、それに有志の筑
波大学生を交えた懇談会を開催いたしました。普段見ることのな
い市政の現場を見ること、また日々つくば市のために働いている
市長をはじめとする職員の方々から直接お話を伺えたのは貴重な
経験でした。
　さらに今年度から、学長と直接対談できる機会を設けようとい
うことで、「学長・副学長と筑波大学生との懇談会」を開催いた
しました。この懇談会は筑波大学の学生と永田学長が直接学校
の諸問題について議論するものです。懇談会では、まず学長か
ら今後の筑波大学の展望についてのお話があり、その後学生と学
長との意見交換が行われました。学生側からは学校の環境やそ
の在り方に関する諸問題について率直な意見が多く出され、また
永田学長も出された質問に対して丁寧に回答を行われていました。
また、学校の設備についての問題だけでなく、教育についてその
方針や考え方、サークル活動についての話題も取り上げられてお
り、多種多様な話し合いが行われていたように感じられました。

　副議長としては、毎週学生生活課の方々とランチミーティン
グを行い、先ほども触れました入試制度改革や学長との懇談会、
また保健管理センター有料化の話など、学生についての問題につ
いて学校側と話し合いを行いました。また、毎回の会議運営を行
うとともに、全代会の幹部陣として、今後の全代会がどうあるべ
きかを常任委員会の委員長や議長団で話し合いました。

　全代会企画のイベントとしましては、「学長と全学学類・専門学
群代表者会議（全代会）構成員との懇談会（茶話会）」を開催し
ました。これは学校の問題点を、全代会構成員と学長・副学長
の先生方や職員の皆様と話し合うもので、第一部では学生と学
校側が話し合いを行い、第二部では食事を楽しみつつ自由に話
し合うというものです。懇談会では学校に関する問題点を学生と
学校側で共有し、解決に向けて協議を行いました。また、自由
議論の時間では、学生と先生方や職員の皆様が、現状の課題点
だけではなく将来の展望について話し合うなど、有意義な時間を
過ごすことができました。

全代会　春学期活動報告

平成28年度　紫峰会基金援助金支給報告
　７月14日に開催された紫峰会基金運営委員会にて、平成28年
度の紫峰会基金援助金の支給について報告されました。内訳は次
のとおりです。

援助金項目 金額（円）
課外教育行事援助金 2,617,343 
課外活動団体援助金 20,500,000 
特 別 援 助 金 176,000 
組 織 助 成 金 21,990 
育 成 指 導 補 助 給 付 21,432 
記 念 品 特 別 支 給 27,226 

合　計 23,363,991 

紫峰会基金より

芸術系サークル連合会活動紹介 ～芸サ連をもっと知りたい～

ストーリーテリング研究会
　現在私たちは４年生４人、３年生４人、２年生３人、１年生
２人の 13 名で春日エリアを拠点にして活動しています。活動
内容としては、主に図書館や保育所に出向いて絵本の読み聞か
せ等を行っています。つくば市立図書館では毎月第５土曜日ま
たは第４日曜日に、保育所では第２または第３水曜日に年７～
８回ほどおはなし会を開催し、子どもだけでなく保護者の方に
も楽しんでいただいています。おはなし会をするにあたって、
テスト期間や長期休業を除いた毎週金曜日に大学のサークル室
で定例ミーティングを行い、そこでおはなし会の参加者を募集、
決定し、読み聞かせの練習をしたりしています。また、毎年学
園祭でもおはなし会を開催しています。そのほか、依頼を受け
て書店での読み聞かせや、ホームカミングデー開催時に参加者
のお子様を対象にした読み聞かせをするなど、多くの方の協力
のもと様々な場で活動させていただいています。活動を通して
絵本の面白さをたくさんの人に伝えられるだけでなく、多くの
ことを学ばせてもらえるのでやりがいを感じています。会員数
はあまり多いとは言えない状況ですが、子どもたちと触れ合う
機会が多い活動内容の関係もあってか、穏やかで気遣いのでき
る人が多いので、お互いに助け合いながら和気あいあいと楽し
く活動しています。今後もたくさんの人に楽しんでもらえるよ
うに、多くの方の協力や指導の下、積極的に活動していきたい
と考えています。

（寄稿／ストーリーテリング研究会代表　川上真由・知識３年）

写真部さくら組
　筑波大学には写真部が２つあり、当団体は春日エリアを主な
拠点としています。私たちの主な活動は『新入生歓迎撮影会』
や『撮影合宿』等の「撮影会」と自身の作品を展示する「展示
会」があります。撮影会を通じて部員たちの仲を深め、展示会
を通じて各々の写真の技術を深めています。撮影会や展示会が
ないときは毎週木曜日にミーティングをし、次のイベントにつ
いての話し合いなどを行なっています。また、ミーティングの
際に部員同士で撮影会を企画したり、イベントへの参加を検討
したりするなど部員間の交流も盛んです。今後もよき写真を撮
れるよう日々の活動に取り組んでいきたいと思います。

（寄稿／写真部さくら組組長　井上能考・医療３年）

撮影会を楽しむ部員一同

野外活動クラブ
　野外活動クラブでは協調性や自主性、自然への理解を養うこ
とを目的とし、日ごろから楽しくキャンプや旅行などの活動を
行っております。夏季休業中には JR が発売する、青春 18 き
っぷを用いて２週間程度の電車の旅を計画し全国各地を回りま
す。長期間の共同生活を通して、個性豊かな部員たちがお互い
を理解し、それぞれの長所や短所を尊重しあう素敵なサークル
です。また筑波大学開学以来の歴史を有し、本年度で 44 年目
を迎える伝統深いサークルとなっております。各代の先輩たち
が築き上げた、部員同士の仲の良さや自由さ、いわゆる野外活
動クラブらしさを大切にして活動を行っています。

（寄稿／野外活動クラブ部長　島浦洋介・物理３年）

活動の様子

斬桐舞
　斬桐舞は、「ユニバーサルソーラン」をコンセプトに年齢、
性別、国籍、障害、経験の有無に関わらずみんなでよさこいソ
ーランを楽しむことをモットーに活動しています。３月から
11 月にかけては北海道、千葉、東京、静岡など日本各地のよ
さこい祭りに参加し、オリジナル曲「喝

かっ
彩
さい

」を披露しています。
先日池袋で行われた「ふくろまつり」というお祭りでは「ルミ
ネ賞」をいただくことができました。また、県内外のイベント
にもお呼びいただき、お客様に元気と笑顔を届けられるような
楽しい演舞でイベントを盛り上げています。これからもよさこ
いソーランを心から楽しむ気持ちを忘れずに、お客様に感動し
ていただける演舞を目指して頑張ってまいります。

（寄稿／斬桐舞代表　村田紗也佳・障害３年）

やどかり祭での一枚

つくばフォーク村
　つくばフォーク村は芸術系サークル連合会に所属する大学公
認のサークルです。活動の主たるものは観客を集めて行うライ
ブとそれに向けた練習です。ライブについてはアコースティッ
クギターを用いての弾き語りはもちろんのこと、エレキギター
やベース、ドラムを用いたバンド演奏も行っています。また、
長期休暇にはバンド合宿を企画し、レクリエーションも交えサ
ークル員の親睦を深めつつ、スキルアップに励んでいます。ま
た、日々の活動として、毎週火曜日と金曜日のミーティングを
行っています。ミーティングでは、最初の１時間を使って、サ
ークル員がアコースティックギターを持ち寄り、弾き語りで大
合唱する「村唄」というものを行い、楽しい村民生活を過ごし
ています。

（寄稿／つくばフォーク村広報長　内山敬太・工シス３年）

6 月に行ったライブ「つゆフェス」の様子

人形劇団 NEU
　人形劇団 NEU は筑波大学にひとつしかない人形劇をするサ
ークルです。NEU（ノイ）とはドイツ語で ｢新しい｣ を意味
する言葉で、子ども向けのものから大人向けのものまで、いろ
いろと新しいことに挑戦しながら楽しく活動しています。また、
学内の公演だけでなく地域の商業施設や幼稚園などからもご依
頼を頂き、公演を行っています。小規模な団体ではありますが、
個人個人の特性を活かして人形製作や稽古、時には影絵なども
交えながら、新しいものを取り入れつつ演目作りを行っていま
す。
　今年は９月に新人公演を学内にて上演し、沢山のお客様にご
来場頂きました。公演情報や日々の活動について、詳しくは劇
団 Web ページをご覧下さい。

（寄稿／人形劇団 NEU 座長　太田帆南・知識２年）

活動の様子 (2017 年度新人公演『星降る夜に』)

筑波能・狂言研究会
　筑波能・狂言研究会は、東京教育大学時代（当時は大塚能・
狂言研究会）からの伝統を受け継ぐ、伝統あるサークルです。
現在、４年生４名、３年生３名（うち１名は留学中）、２年生２名、
１年生４名で活動しています。弊会は、能グループと狂言グル
ープで分かれており、月２回程度の能・狂言の各先生からご指
導を頂いています。それ以外では、毎週火曜日、木曜日、金曜
日の 18 時から 21 時で自主稽古をしています。主な活動とし
ては、雙峰祭での学園祭公演と年度末の卒業公演、そして外部
公演も行っています。
　この３年で、弊会は、会員の増加・外部依頼の増加に伴い、
新しいサークルへと進化しつつあります。今後もご支援・ご声
援のほど、宜しくお願いいたします。

（寄稿／筑波能・狂言研究会会長　七海健太・人文４年）

今年の 3 月に行われた千葉県・葛飾八幡宮における仕舞『猩々』

E.L.L.（筑波軽音楽協会）
　E.L.L.（筑波軽音楽協会）は、筑波大学の５つある軽音楽サ
ークルの内の一つです。E.L.L. の名称はギタリスト、ジミー・
ヘンドリックスの１st アルバムの「Electric Lady Land」か
らとっています。サークル員には楽器初心者から無類の音楽好
きまで集まり、ビートルズやキンクスなどの古き良き時代の音
楽から近年の邦ロックやモダンな洋楽など幅広い音楽をバンド
形式のライブで行っています。また、キャンプや合宿、クリス
マスライブなどの季節ごとのイベントも多く充実したサークル
ライフを送ることのできる魅力的なサークルです。

（寄稿／ E.L.L. 会長　神野充哉・情報３年）

ライブ時の様子

文化系サークル連合会活動紹介 ～文サ連をもっと知りたい～

Interview

　筑波大学には大変多くの留学生が勉学に励んでいるのはご存知ですか？　筑波大学での日常生活において、外国人と接することは特
別なことではありません。また、留学生は世界各地からやってきており、筑波大学は国籍の如何を問わず、志ある学生の学び舎です。
それ故、筑波大学は多様であるのです。
　多様な筑波大学であるには、日本人学生と外国籍の学生という垣根を越える必要があります。残念ながら、全ての学生が越えている
というわけではありませんが、実験や講義、課外活動での交流機会は常にあります。
　今回、勉学、課外活動などで精力的に活動している留学生の謝承諭（XIE CHENGYU）（G30プログラム留学生*1 生物学類２年）さ
んにインタビューを行いました。
　筑波大学の目標やスローガンである“IMAGINE THE FUTURE.”に即した国際性豊かな筑波大学の一面をご紹介いたします。

*1 G30プログラム：筑波大学の３つの学群（社会・国際学群、生命環境学群、医学群）で実施しているプログラムで、全て英語の授業によって４年間かけ
て学位を取得するプログラムのこと。 ９月に入学し、日本以外の国籍を保有している人向けである。
*2 インタビューは日本語にて行いましたが、記事にするにあたって必要な文を補うなど、文章は謝さんの了解の下、一部改変しております。

InterviewInterview

謝承諭 （XIE CHENGYU） さん
G30プログラム留学生 生物学類 ２年
謝承諭 （XIE CHENGYU） さん
G30プログラム留学生 生物学類 ２年

Q1.出身はどこですか。
A1.中華人民共和国（以下中国とする）の江蘇省です。上海
の近くです。
Q2.何故日本に留学しようと考えたのですか。
A2.私はもともと中国の大学で勉強していました。２年生の
時、台湾に半年間留学し、その時に日本についてよく知るこ
ととなりました。台湾では日本に対するイメージが比較的良
く、台湾で平仮名と片仮名を学びました。そこで日本に対し
て興味を持ちました。中国へ帰国後、当時あまり好きでな
かった電気工学を専門としていたこと、留学先の文化との
違いに違和感を感じたこと、そして、たまたまネットでG30
プログラムについて知ったこともあり、日本に留学しようと
考えました。私が本当に好きなのは生物学なんです。生物
学の賞を省と全国レベルで取ったこともあります。
Q3.日中間の留学プログラムはいくつもあると思うのです
が、何故G30プログラムを選んだのですか。
A3.G30プログラムでは英語、日本語に加え、専門科目を学
ぶことができるからです。小学校から高校まで中国で勉強
してきましたが、G30プログラムのために半年間英語を勉
強しました。
Q4.G30プログラムを採択していた大学は複数あるかと思
いますが、何故筑波大学を選んだのですか。
A4.G30プログラムで生物学を学べるのは名古屋大学か筑
波大学だけでした。私は自然が好きなので、より自然に近い
筑波大学を選びました。また、中国の故郷近くの湖で藻類

が大発生して１週間近く水道水が飲めない時があり、その時
に藻類に興味を持ちました。そういったこともあって、藻類
の研究で有名な筑波大学を選びました。
Q5.なるほど、そうして生物学類に入学したわけですね。今、
サークル活動にも積極的に参加しているようですが、何故
サークルに入ったのですか。また、サークル活動はいかがで
すか。
A5.サークル｢のうりんむら｣については、自然が好きで、野
菜が好き、自分で野菜を育てる達成感があり、そしてその美
味しさに感動できることから入ることにしました。農業に興
味があり、今年の夏休みには主に生物資源学類向けのイン
ドネシアでのサマースクールにも参加しました。それくらい
自然が好きです。
クラブ｢ワンダーフォーゲルクラブ｣
は、生物学類の実習中、同じく生物
学類に所属するクラブの主将の紹
介で入りました。もともと登山は好
きでしたが、より本格的な登山を楽
しみたいと思い、今年の４月に入部
しました。最初の頃は日本語が殆ど
喋れず大変でしたが、日本を知りた
い、日本の自然・文化に触れたいと
思い入りました。皆さん、優しいで
すし、一緒にトレーニングもできて楽しいです。
G30プログラムでは、留学生と英語で話すことしかしませ
んし、専門のことを勉強するのみです。自分は大学を一回経
験していますから、勉強だけではなく、サークル活動など自
分がやりたいことをやり、日本の文化や自然に触れたいで
す。これが留学だと考えています。
Q6.素晴らしい志に感銘いたします。今の大学生活は充実し
ているようですが、今後、筑波大学や日本で何をしたいです
か。
A6.筑波大学で何をするか特に決めていませんが、交換留
学で英語を学び、その後、日本の大学院に進みたいと思い
ます。

（文責／全代会学内行事委員　佐々木寛明・生物２年）

年度別留学生数の推移

学群・学類別 留学生数ランキング

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

学群・学類
生物資源学類
国際総合学類

生物学類
日本語・日本文化学類

社会学類
人文学類

比較文化学類
応用理工学類

地球学類
工学システム学類

人 数
120
85
68
50
47
37
28
22
19
17

研究科別 留学生数ランキング

1
2
2
4
5
6
7
8
9

研究科等
生命環境科学研究科
人文社会科学研究科

システム情報工学研究科
人間総合科学研究科
数理物質科学研究科
グローバル教育院

図書館情報メディア研究科
教育研究科

ビジネス科学研究科

人 数
488
445
445
433
166
82
63
24
2

留学生の統計情報
地域別では、アジア地域からの留学生が多
く、学問分野では、生命環境や人文科学な
ど、様々な分野にいます。人数も年々増加
しています。

2017年10月1日現在／情報提供：学生部学生交流課
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国籍別 留学生数ランキング

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
10
12
13
14
15
15

国　籍
中国
韓国

インドネシア
台湾

ベトナム
マレーシア
ブラジル

アメリカ合衆国
バングラディシュ

タイ
インド
ドイツ

フィリピン
ロシア

フランス
ウズベキスタン

人 数
1,354
175
120
101
83
47
46
45
43
41
41
32
31
29
26
26

地域別 留学生数ランキング

1
2
3
4
5
6
7
8

地　域
アジア(20か国・地域)
ヨーロッパ(27か国)

CIS(旧ソ連)(11か国)
アフリカ(29か国)
中南米(16か国)

北米(2か国)
中東(11か国)

オセアニア(6か国)
合計(122か国・地域)

人 数
2,147
136
126
118
98
48
45
14

2,732

2007 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 （年度）

（留学生数）

計
大学院
学群
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医学ラグビー部
　医学ラグビー部は現在、関東医歯薬ラグビーリーグの一部リ
ーグに所属しており、昨年度は一部リーグ２連覇を達成いたし
ました。
　医学ラグビー部は、月曜、木曜、土曜の週３回、筑波大学の
ラグビー場で練習をしています。週に２回のウエイトトレーニ
ングも行いますが、最近では自主的に週に３回や４回のトレー
ニングを行う部員が増えてきました。また、練習ビデオや試合
のビデオをマネージャーが撮影するのですが、ここ数年でビデ
オの撮り方が上達し、プレイヤーはいつでも自分のプレーを反
省することができるようになりました。このようにマネージャ
ーの努力もチームの大きな力となっています。これからも部員
一同３連覇に向けて精進していきます。

（寄稿／医学ラグビー部代表　木下陽介・医学３年）

試合の様子

馬術部
　筑波大学には厩舎があり、馬術部がそこで 11 頭の馬と１頭
のポニーを飼育し、活動していることはご存じでしょうか？ 昨
年馬術部は関東リーグの二部に昇格しました。今年は二部継続
を目標に練習を重ね、様々な学生戦に出場するつもりです。し
かし、自分が馬術部ですと自己紹介すると、ほとんどの相手に
は筑波大に馬がいたのかと驚かれるので、大学内で馬術部の認
知度はきわめて低いと考えられます。この現状を変えるために、
これからは競技だけでなく広報活動や厩舎見学を積極的に行
い、たくさんの人に馬の魅力を伝えられるような試乗会も行っ
ていければと思っています。気が向いたらぜひ一度馬場に来て、
私たちが乗っている姿を見ていただきたいです。

（寄稿／馬術部主将　勝田翔・生物３年）

2016 年９月の北関東学生馬術大会にて

剣道部
　私たち体育会剣道部は、日本一を目標に部員一体となって
日々稽古に励んでおります。現在、部員は男子 39 名、女子
20 名、計 59 名で、稽古は月曜日から土曜日に毎日約２時間
行なっています。それに加えて、朝稽古や各自自主練習、正月
には寒稽古を実施し、適宜強化合宿なども行なっております。
　先の関東インカレにおきましては、団体戦は男女ともに優勝、
男子個人戦は２位筒井雄大（体専４年）３位星子啓太（体専１
年）、女子個人戦は２位大西ななみ（体専４年）３位竹中美帆（体
専２年）という結果を残しました。インカレの個人戦におきま
しては、男子は星子啓太が３位、女子は大西ななみが１位とい
う結果を残しました。残すインカレの団体戦も優勝することがで
き、この試合をもって引退となる４年生は有終の美を飾ることがで
きました。ご声援ありがとうございました。

（寄稿／剣道部主務　池田翔吾・体専２年）

第 66 回関東学生剣道優勝大会

ライフセービング部
　皆さん、ライフセービングをご存知でしょうか？
　私達の主な活動は茨城県鉾田市の大竹海岸を拠点とした水辺
での事故を防止するための実践活動で、その活動は多岐にわたり
ます。海水浴場営業期間のパトロール、水辺での安全な楽しみ方
を教える教育、ライフセービング競技に向けた練習・参加といっ
たスポーツなどがあります。ライフセービングと聞くと、泳げる人
がやるものと思いがちですが、そんな事はありません！　全く泳げ
ない人も、この活動を始めて部の中心となり色々な分野で活躍し
ています。現在、部員は昔に比べ少なくなっていますが、卒業さ
れた方 と々も一緒になり今年で 19 年連続無事故を達成し、来年
の 20 年連続無事故達成に向けて頑張っております。興味のある
方は一緒にライフセービングをやりませんか？　お待ちしておりま
す！ （寄稿／ライフセービング部　深澤良磨・社工４年）

2017 年度無事故監視活動最終日 19 年連続無事故達成

体操部
　今夏、体操部はノルウェーで行われた World Gym for Life 
Challenge に参加しました。競技として難度・美しさの点数を競
うのではなく、音楽に合わせた演技で独創性や技術などの項目を
評価されるコンテスト形式の大会です。
　結果としては、金・銀・銅の三つにランク分けされる中で銀賞
を獲得しました。金賞は逃しましたが、金賞を獲得したチームの
みが出場できるエキシビジョンに審査員の推薦で出場することがで
きました。
　本大会には日本体操協会一般体操委員会の推薦により参加しま
したが、北欧での開催ということで個人の経済的負担が非常に大
きい遠征でした。そうした中で部員の負担軽減のため紫峰会基金
の特別援助金を頂けたこと、謹んで感謝申し上げます。自分たち
の活動が認められ、応援していただいているということを実感する
と同時に、経済的な理由のために遠征への参加を諦めた部員もい
たため、このような支援の重要性を痛感した大会でした。

（寄稿／体操部会計　中田悠飛・比文４年）

演技後の写真 海外の参加チームと

サッカー同好会
　サッカー同好会は、個々の技術・人間性の向上のため、日々
練習に取り組んでいます。「常に笑顔で、サッカーを楽しむ心
を忘れない」をモットーに、相手との駆け引き、いいプレーや
勝負へのこだわりといった、サッカーの醍醐味を楽しんでいま
す。練習は週に３回行っており、月曜日は第２グラウンド、土
曜日は春日グラウンド、水曜日は外部のグラウンドを使用して
います。基本的には、学類３年生を中心に活動しています。学
類３年生の夏までを現役期間として活動する形をとっています
が、現役期間を終えても練習に参加する上級生も多くいます。
サッカー同好会の良い点は、このように現役期間を終えた上級
生も練習に参加し、１年生から大学院生まで、広い世代のメン
バーでサッカーを楽しめるところにあります。休暇期間中に行
われる大会には、学類３年生までの現役メンバーを中心にチー
ムを編成して、参加しています。

（寄稿／サッカー同好会　川村颯・国際３年）

2017 年夏の陣

医学ソフトテニス部
　私たち医学ソフトテニス部では、春夏２回行われるリーグ戦
や東日本医科学生総合体育大会での勝利を目指し、日々練習に
励んでいます。練習は週３回のペースで行っており、部員同士
で教えあい切磋琢磨しながら上達を目指しています。残念なが
らなかなか結果の出ない時期も続きましたが、特に女子部では
大学からソフトテニスを始めた部員にも結果が出始めるなど練
習の成果を実感しています。また、男子部でも今年の関東医歯
薬リーグ個人戦でベスト８に残るなど勢いが出てきています。
この流れを維持するためにも部員一同再び気を引き締めて練習
に励んでいきます。そして、目標であるリーグの昇格を果たし
たいと思っています。

（寄稿／医学ソフトテニス部主将　宮越俊宏・医学３年）

試合の様子

体育会活動紹介 ～体育会をもっと知りたい～

全学学類・専門学群代表者会議活動紹介 ～全代会をもっと知りたい～

【委員会紹介】
・活動目的
　学内行事委員会では、学内行事の企画・立案・運営、またそ
れら業務を委託している全代会下部組織の監査・監督と、学内各
組織の共同業務が滞りなく行われるための環境整備を行うことを
目的としています。
・活動頻度
　毎週木曜日の 18 時 30 分からミーティングを行っています。
・委員会構成
　今年度の委員会内の役職としては委員長のほかに、学園祭実行
委員会担当、財務担当、広報担当、三系担当、スポーツ・デー
担当が存在します。
・各役職の具体的な業務内容
　 〔学園祭実行委員会担当〕全代会下部組織である学園祭実行

委員会との連絡を主に行います。
　 〔財務担当〕学生財務会議に出席し、学内で活動する諸団体か

らの、筑波大学紫峰会基金への援助申請に関して補助を行いま
す。

　 〔広報担当〕学生広報会議に出席し、広報誌『紫峰の風』の
原稿を執筆、もしくは執筆依頼をします。

　 〔三系担当〕文化系サークル連合会、芸術系サークル連合会、
体育会が行う課外活動団体会議に参加します。三系とは、上
記三つの学生組織の俗称です。

　 〔スポーツ・デー担当〕スポーツ・デー学生委員会との連絡を
行い、スポーツ・デー運営委員会に参加します。

【活動紹介】
・昨年度までの活動
　 〔学生組織連絡会の開催〕学内における諸学生組織の情報共有

の場として、昨年７月に学生組織連絡会を開催しました。この
連絡会では、各組織の行事運営に関する問題点を共有し、自

組織のよりよい活動に役立ててもらうことを目的としています。
参加した組織は、学園祭実行委員会、スポーツ・デー学生委
員会、宿舎祭実行委員会、新入生歓迎特別委員会でした。

　 〔各種文書の校正〕学園祭実行委員会から提出される学園祭実
行計画書や予算書など、各種文書の校正を行いました。事前
に委員会内での資料共有を行うことで、各委員が内容を把握し、
質問・疑問点を洗い出した上でミーティングに参加できるよう
にし、より円滑な全代会での議案審議につながりました。

　 〔各種会議への参加・活動報告及び議事内容に関する審議〕
各役職が担当する会議へ参加し、それぞれの会議後の報告に
関して、口頭報告に加え、資料・議事録などの共有を行いました。
そのうえで、委員会内・全代会全体で審議の場を設けました。

・今年度の目標
　 例年行っている上記活動に加え、より綿密な学生組織間の連携

を目指しています。
　 また、委員会内部でも新たな案を発案・審議する場を積極的に

増やし、よりよい行事運営に貢献できるようにしたいと考えてい
ます。（寄稿／全代会学内行事委員長　三浦日向子・比文２年）

学内行事委員会

会議の様子
全代会副議長として活動する村手さん

茶話会の様子

学長・副学長と筑波大学生との懇談会の様子

茶話会で発言する永田学長

報告・確認するように努め、その結果、委員が責任感を持ってそ
れぞれの業務に取り組むことができるようになったと思います。ま
た、一昨年よりコミュニケーションツール slack を導入したことに
より個々人の機器で会議資料を閲覧できるようになりました。そ
れを活かし、今年度は事前にメールで行う出欠確認の際に資料印
刷が必要か否かを尋ねるようにし、資料印刷の枚数を必要最低限
に抑えるよう努力しています。今後も引き続き業務を行っていく中
で改善点を見つけ、全代会の運営が円滑にできるよう尽力してい
きます。
　昨年度情報部門は人員の不足や引継ぎ不足により、部門自体
の存続・立て直しに専念するほかなく、１年生を迎え入れること
が困難でした。そこで、今年度は上級生を増やし、さらに委員配
属の段階で１年生を数人迎え入れることができたので、滞ってい
た業務の再開と引継ぎ準備、１年生の育成に努めています。また、
新しいホームページ開発を行うことで事務部門の業務を簡便化す
ることを目指しています。さらに、slack 内で情報部門に問い合わ
せのできる場を設け、依頼が早急に届くようにしたため、昨年度
よりも連絡が密に取れるようになりました。今後も依頼伝達のサイ
クルを向上させるため、slack を積極的に利用する方針で活動し
ていく予定です。

（寄稿／全代会総務委員長　太田涼子・日日２年／
総務委員会情報部門長　村田奈々穂・創成３年）

【委員会の紹介】
　総務委員会は、会議運営の補佐を行い、また、情報環境を整
備するという側面から全代会の円滑な運営を支えることを目的とし
て活動しています。活動は週１回で、委員はそれぞれ事務部門と
情報部門という２つの部門に分かれています。
　事務部門とはその名の通り、物品購入申請やそれに伴う会計
業務から、教室利用申請、会議に用いる資料の印刷や人事管理、
全代会室の整理・整頓まで、全代会全体に係る事務業務を行っ
ています。
　情報部門では、全代会室のネットワーク環境の整備やパソコン
機器、コミュニケーションツール slack の管理、課外活動団体が
利用する STB サーバの管理や Web ページ学生委員会への委員
派遣、また、リニューアル予定の全代会ホームページの開発など、
情報系の学類に在籍する学生を中心に活動を行っています。今年
度は１A 棟耐震工事に伴う全代会室の引っ越しの際のネットワー
クのサポートも行いました。

【活動紹介】
　事務部門の昨年度までの活動では、業務内容の特性上一人あ
たりの仕事量が少なく、委員がやりがいを感じにくいことが問題点
として挙げられていました。そのため、今年度は委員一人に対し
て一つの役割を設け、ひとりひとりが継続的にこなすべき業務を持
つように分担しました。さらに自分の仕事の進捗状況をお互いに

総務委員会

全代会副議長
工学システム学類２年　村手悠人

　今年度の春学期、全代会の本会議や意見聴取会では、まず新
年度の議長団を選出したのち、複数回の会議にわたって雙峰祭
に向けて実行計画書案や予算案、また出場する企画についての
審議を行いました。その結果、すべての議案が修正こそあったも
のの可決され、今年度の雙峰祭は問題なく行われることとなりま
した。それととともに、新たに始まる大括り入試に伴う制度改革
に合わせ、改革に伴いクラス制度が変化していく中、全学生を代
表し、学生の意見を集約し学校側に届ける組織として全代会が何
をしていけるかというのを考えるべく、このテーマについて時間を
割き、全代会構成員で話し合いを行いました。話し合いでは構成
員から多くの意見が出ており、この話題に寄せられる関心の高さ
がうかがえました。

　また、対外的なイベントとしましては、夏休みに「つくば市長と
の懇談会」を開催いたしました。市長との懇談会では第一部に市
の施設、今年度は市議会場を見学し、第二部に、市長をはじめ
とした市の幹部陣や筑波大学の OBOG の職員の方 と々、我々全
代会構成員や筑波大学学園祭実行委員の方々、それに有志の筑
波大学生を交えた懇談会を開催いたしました。普段見ることのな
い市政の現場を見ること、また日々つくば市のために働いている
市長をはじめとする職員の方々から直接お話を伺えたのは貴重な
経験でした。
　さらに今年度から、学長と直接対談できる機会を設けようとい
うことで、「学長・副学長と筑波大学生との懇談会」を開催いた
しました。この懇談会は筑波大学の学生と永田学長が直接学校
の諸問題について議論するものです。懇談会では、まず学長か
ら今後の筑波大学の展望についてのお話があり、その後学生と学
長との意見交換が行われました。学生側からは学校の環境やそ
の在り方に関する諸問題について率直な意見が多く出され、また
永田学長も出された質問に対して丁寧に回答を行われていました。
また、学校の設備についての問題だけでなく、教育についてその
方針や考え方、サークル活動についての話題も取り上げられてお
り、多種多様な話し合いが行われていたように感じられました。

　副議長としては、毎週学生生活課の方々とランチミーティン
グを行い、先ほども触れました入試制度改革や学長との懇談会、
また保健管理センター有料化の話など、学生についての問題につ
いて学校側と話し合いを行いました。また、毎回の会議運営を行
うとともに、全代会の幹部陣として、今後の全代会がどうあるべ
きかを常任委員会の委員長や議長団で話し合いました。

　全代会企画のイベントとしましては、「学長と全学学類・専門学
群代表者会議（全代会）構成員との懇談会（茶話会）」を開催し
ました。これは学校の問題点を、全代会構成員と学長・副学長
の先生方や職員の皆様と話し合うもので、第一部では学生と学
校側が話し合いを行い、第二部では食事を楽しみつつ自由に話
し合うというものです。懇談会では学校に関する問題点を学生と
学校側で共有し、解決に向けて協議を行いました。また、自由
議論の時間では、学生と先生方や職員の皆様が、現状の課題点
だけではなく将来の展望について話し合うなど、有意義な時間を
過ごすことができました。

全代会　春学期活動報告

平成28年度　紫峰会基金援助金支給報告
　７月14日に開催された紫峰会基金運営委員会にて、平成28年
度の紫峰会基金援助金の支給について報告されました。内訳は次
のとおりです。

援助金項目 金額（円）
課外教育行事援助金 2,617,343 
課外活動団体援助金 20,500,000 
特 別 援 助 金 176,000 
組 織 助 成 金 21,990 
育 成 指 導 補 助 給 付 21,432 
記 念 品 特 別 支 給 27,226 

合　計 23,363,991 

紫峰会基金より

芸術系サークル連合会活動紹介 ～芸サ連をもっと知りたい～

ストーリーテリング研究会
　現在私たちは４年生４人、３年生４人、２年生３人、１年生
２人の 13 名で春日エリアを拠点にして活動しています。活動
内容としては、主に図書館や保育所に出向いて絵本の読み聞か
せ等を行っています。つくば市立図書館では毎月第５土曜日ま
たは第４日曜日に、保育所では第２または第３水曜日に年７～
８回ほどおはなし会を開催し、子どもだけでなく保護者の方に
も楽しんでいただいています。おはなし会をするにあたって、
テスト期間や長期休業を除いた毎週金曜日に大学のサークル室
で定例ミーティングを行い、そこでおはなし会の参加者を募集、
決定し、読み聞かせの練習をしたりしています。また、毎年学
園祭でもおはなし会を開催しています。そのほか、依頼を受け
て書店での読み聞かせや、ホームカミングデー開催時に参加者
のお子様を対象にした読み聞かせをするなど、多くの方の協力
のもと様々な場で活動させていただいています。活動を通して
絵本の面白さをたくさんの人に伝えられるだけでなく、多くの
ことを学ばせてもらえるのでやりがいを感じています。会員数
はあまり多いとは言えない状況ですが、子どもたちと触れ合う
機会が多い活動内容の関係もあってか、穏やかで気遣いのでき
る人が多いので、お互いに助け合いながら和気あいあいと楽し
く活動しています。今後もたくさんの人に楽しんでもらえるよ
うに、多くの方の協力や指導の下、積極的に活動していきたい
と考えています。

（寄稿／ストーリーテリング研究会代表　川上真由・知識３年）

写真部さくら組
　筑波大学には写真部が２つあり、当団体は春日エリアを主な
拠点としています。私たちの主な活動は『新入生歓迎撮影会』
や『撮影合宿』等の「撮影会」と自身の作品を展示する「展示
会」があります。撮影会を通じて部員たちの仲を深め、展示会
を通じて各々の写真の技術を深めています。撮影会や展示会が
ないときは毎週木曜日にミーティングをし、次のイベントにつ
いての話し合いなどを行なっています。また、ミーティングの
際に部員同士で撮影会を企画したり、イベントへの参加を検討
したりするなど部員間の交流も盛んです。今後もよき写真を撮
れるよう日々の活動に取り組んでいきたいと思います。

（寄稿／写真部さくら組組長　井上能考・医療３年）

撮影会を楽しむ部員一同

野外活動クラブ
　野外活動クラブでは協調性や自主性、自然への理解を養うこ
とを目的とし、日ごろから楽しくキャンプや旅行などの活動を
行っております。夏季休業中には JR が発売する、青春 18 き
っぷを用いて２週間程度の電車の旅を計画し全国各地を回りま
す。長期間の共同生活を通して、個性豊かな部員たちがお互い
を理解し、それぞれの長所や短所を尊重しあう素敵なサークル
です。また筑波大学開学以来の歴史を有し、本年度で 44 年目
を迎える伝統深いサークルとなっております。各代の先輩たち
が築き上げた、部員同士の仲の良さや自由さ、いわゆる野外活
動クラブらしさを大切にして活動を行っています。

（寄稿／野外活動クラブ部長　島浦洋介・物理３年）

活動の様子

斬桐舞
　斬桐舞は、「ユニバーサルソーラン」をコンセプトに年齢、
性別、国籍、障害、経験の有無に関わらずみんなでよさこいソ
ーランを楽しむことをモットーに活動しています。３月から
11 月にかけては北海道、千葉、東京、静岡など日本各地のよ
さこい祭りに参加し、オリジナル曲「喝

かっ
彩
さい

」を披露しています。
先日池袋で行われた「ふくろまつり」というお祭りでは「ルミ
ネ賞」をいただくことができました。また、県内外のイベント
にもお呼びいただき、お客様に元気と笑顔を届けられるような
楽しい演舞でイベントを盛り上げています。これからもよさこ
いソーランを心から楽しむ気持ちを忘れずに、お客様に感動し
ていただける演舞を目指して頑張ってまいります。

（寄稿／斬桐舞代表　村田紗也佳・障害３年）

やどかり祭での一枚

つくばフォーク村
　つくばフォーク村は芸術系サークル連合会に所属する大学公
認のサークルです。活動の主たるものは観客を集めて行うライ
ブとそれに向けた練習です。ライブについてはアコースティッ
クギターを用いての弾き語りはもちろんのこと、エレキギター
やベース、ドラムを用いたバンド演奏も行っています。また、
長期休暇にはバンド合宿を企画し、レクリエーションも交えサ
ークル員の親睦を深めつつ、スキルアップに励んでいます。ま
た、日々の活動として、毎週火曜日と金曜日のミーティングを
行っています。ミーティングでは、最初の１時間を使って、サ
ークル員がアコースティックギターを持ち寄り、弾き語りで大
合唱する「村唄」というものを行い、楽しい村民生活を過ごし
ています。

（寄稿／つくばフォーク村広報長　内山敬太・工シス３年）

6 月に行ったライブ「つゆフェス」の様子

人形劇団 NEU
　人形劇団 NEU は筑波大学にひとつしかない人形劇をするサ
ークルです。NEU（ノイ）とはドイツ語で ｢新しい｣ を意味
する言葉で、子ども向けのものから大人向けのものまで、いろ
いろと新しいことに挑戦しながら楽しく活動しています。また、
学内の公演だけでなく地域の商業施設や幼稚園などからもご依
頼を頂き、公演を行っています。小規模な団体ではありますが、
個人個人の特性を活かして人形製作や稽古、時には影絵なども
交えながら、新しいものを取り入れつつ演目作りを行っていま
す。
　今年は９月に新人公演を学内にて上演し、沢山のお客様にご
来場頂きました。公演情報や日々の活動について、詳しくは劇
団 Web ページをご覧下さい。

（寄稿／人形劇団 NEU 座長　太田帆南・知識２年）

活動の様子 (2017 年度新人公演『星降る夜に』)

筑波能・狂言研究会
　筑波能・狂言研究会は、東京教育大学時代（当時は大塚能・
狂言研究会）からの伝統を受け継ぐ、伝統あるサークルです。
現在、４年生４名、３年生３名（うち１名は留学中）、２年生２名、
１年生４名で活動しています。弊会は、能グループと狂言グル
ープで分かれており、月２回程度の能・狂言の各先生からご指
導を頂いています。それ以外では、毎週火曜日、木曜日、金曜
日の 18 時から 21 時で自主稽古をしています。主な活動とし
ては、雙峰祭での学園祭公演と年度末の卒業公演、そして外部
公演も行っています。
　この３年で、弊会は、会員の増加・外部依頼の増加に伴い、
新しいサークルへと進化しつつあります。今後もご支援・ご声
援のほど、宜しくお願いいたします。

（寄稿／筑波能・狂言研究会会長　七海健太・人文４年）

今年の 3 月に行われた千葉県・葛飾八幡宮における仕舞『猩々』

E.L.L.（筑波軽音楽協会）
　E.L.L.（筑波軽音楽協会）は、筑波大学の５つある軽音楽サ
ークルの内の一つです。E.L.L. の名称はギタリスト、ジミー・
ヘンドリックスの１st アルバムの「Electric Lady Land」か
らとっています。サークル員には楽器初心者から無類の音楽好
きまで集まり、ビートルズやキンクスなどの古き良き時代の音
楽から近年の邦ロックやモダンな洋楽など幅広い音楽をバンド
形式のライブで行っています。また、キャンプや合宿、クリス
マスライブなどの季節ごとのイベントも多く充実したサークル
ライフを送ることのできる魅力的なサークルです。

（寄稿／ E.L.L. 会長　神野充哉・情報３年）

ライブ時の様子

文化系サークル連合会活動紹介 ～文サ連をもっと知りたい～

Interview

　筑波大学には大変多くの留学生が勉学に励んでいるのはご存知ですか？　筑波大学での日常生活において、外国人と接することは特
別なことではありません。また、留学生は世界各地からやってきており、筑波大学は国籍の如何を問わず、志ある学生の学び舎です。
それ故、筑波大学は多様であるのです。
　多様な筑波大学であるには、日本人学生と外国籍の学生という垣根を越える必要があります。残念ながら、全ての学生が越えている
というわけではありませんが、実験や講義、課外活動での交流機会は常にあります。
　今回、勉学、課外活動などで精力的に活動している留学生の謝承諭（XIE CHENGYU）（G30プログラム留学生*1 生物学類２年）さ
んにインタビューを行いました。
　筑波大学の目標やスローガンである“IMAGINE THE FUTURE.”に即した国際性豊かな筑波大学の一面をご紹介いたします。

*1 G30プログラム：筑波大学の３つの学群（社会・国際学群、生命環境学群、医学群）で実施しているプログラムで、全て英語の授業によって４年間かけ
て学位を取得するプログラムのこと。 ９月に入学し、日本以外の国籍を保有している人向けである。
*2 インタビューは日本語にて行いましたが、記事にするにあたって必要な文を補うなど、文章は謝さんの了解の下、一部改変しております。

InterviewInterview

謝承諭 （XIE CHENGYU） さん
G30プログラム留学生 生物学類 ２年
謝承諭 （XIE CHENGYU） さん
G30プログラム留学生 生物学類 ２年

Q1.出身はどこですか。
A1.中華人民共和国（以下中国とする）の江蘇省です。上海
の近くです。
Q2.何故日本に留学しようと考えたのですか。
A2.私はもともと中国の大学で勉強していました。２年生の
時、台湾に半年間留学し、その時に日本についてよく知るこ
ととなりました。台湾では日本に対するイメージが比較的良
く、台湾で平仮名と片仮名を学びました。そこで日本に対し
て興味を持ちました。中国へ帰国後、当時あまり好きでな
かった電気工学を専門としていたこと、留学先の文化との
違いに違和感を感じたこと、そして、たまたまネットでG30
プログラムについて知ったこともあり、日本に留学しようと
考えました。私が本当に好きなのは生物学なんです。生物
学の賞を省と全国レベルで取ったこともあります。
Q3.日中間の留学プログラムはいくつもあると思うのです
が、何故G30プログラムを選んだのですか。
A3.G30プログラムでは英語、日本語に加え、専門科目を学
ぶことができるからです。小学校から高校まで中国で勉強
してきましたが、G30プログラムのために半年間英語を勉
強しました。
Q4.G30プログラムを採択していた大学は複数あるかと思
いますが、何故筑波大学を選んだのですか。
A4.G30プログラムで生物学を学べるのは名古屋大学か筑
波大学だけでした。私は自然が好きなので、より自然に近い
筑波大学を選びました。また、中国の故郷近くの湖で藻類

が大発生して１週間近く水道水が飲めない時があり、その時
に藻類に興味を持ちました。そういったこともあって、藻類
の研究で有名な筑波大学を選びました。
Q5.なるほど、そうして生物学類に入学したわけですね。今、
サークル活動にも積極的に参加しているようですが、何故
サークルに入ったのですか。また、サークル活動はいかがで
すか。
A5.サークル｢のうりんむら｣については、自然が好きで、野
菜が好き、自分で野菜を育てる達成感があり、そしてその美
味しさに感動できることから入ることにしました。農業に興
味があり、今年の夏休みには主に生物資源学類向けのイン
ドネシアでのサマースクールにも参加しました。それくらい
自然が好きです。
クラブ｢ワンダーフォーゲルクラブ｣
は、生物学類の実習中、同じく生物
学類に所属するクラブの主将の紹
介で入りました。もともと登山は好
きでしたが、より本格的な登山を楽
しみたいと思い、今年の４月に入部
しました。最初の頃は日本語が殆ど
喋れず大変でしたが、日本を知りた
い、日本の自然・文化に触れたいと
思い入りました。皆さん、優しいで
すし、一緒にトレーニングもできて楽しいです。
G30プログラムでは、留学生と英語で話すことしかしませ
んし、専門のことを勉強するのみです。自分は大学を一回経
験していますから、勉強だけではなく、サークル活動など自
分がやりたいことをやり、日本の文化や自然に触れたいで
す。これが留学だと考えています。
Q6.素晴らしい志に感銘いたします。今の大学生活は充実し
ているようですが、今後、筑波大学や日本で何をしたいです
か。
A6.筑波大学で何をするか特に決めていませんが、交換留
学で英語を学び、その後、日本の大学院に進みたいと思い
ます。

（文責／全代会学内行事委員　佐々木寛明・生物２年）

年度別留学生数の推移

学群・学類別 留学生数ランキング

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

学群・学類
生物資源学類
国際総合学類

生物学類
日本語・日本文化学類

社会学類
人文学類

比較文化学類
応用理工学類

地球学類
工学システム学類

人 数
120
85
68
50
47
37
28
22
19
17

研究科別 留学生数ランキング

1
2
2
4
5
6
7
8
9

研究科等
生命環境科学研究科
人文社会科学研究科

システム情報工学研究科
人間総合科学研究科
数理物質科学研究科
グローバル教育院

図書館情報メディア研究科
教育研究科

ビジネス科学研究科

人 数
488
445
445
433
166
82
63
24
2

留学生の統計情報
地域別では、アジア地域からの留学生が多
く、学問分野では、生命環境や人文科学な
ど、様々な分野にいます。人数も年々増加
しています。

2017年10月1日現在／情報提供：学生部学生交流課
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国籍別 留学生数ランキング

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
10
12
13
14
15
15

国　籍
中国
韓国

インドネシア
台湾

ベトナム
マレーシア
ブラジル

アメリカ合衆国
バングラディシュ

タイ
インド
ドイツ

フィリピン
ロシア

フランス
ウズベキスタン

人 数
1,354
175
120
101
83
47
46
45
43
41
41
32
31
29
26
26

地域別 留学生数ランキング

1
2
3
4
5
6
7
8

地　域
アジア(20か国・地域)
ヨーロッパ(27か国)

CIS(旧ソ連)(11か国)
アフリカ(29か国)
中南米(16か国)

北米(2か国)
中東(11か国)

オセアニア(6か国)
合計(122か国・地域)

人 数
2,147
136
126
118
98
48
45
14

2,732
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（留学生数）

計
大学院
学群

2017年10月1日現在

紫峰の風　第 6 号 2017 年 12 月2017 年 12 月 紫峰の風　第 6 号

43




